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、王 意

( 1) / '¥ーソナルコンビュータ MZ-2200シリーズでは、システムソフトウェアをすべてフ ァイル

形態のソフトウェアパック(カセットテーフなど)によってサポートしています。

各システムソフトウェアおよび本書の内容は、改良のため予告なく変更することがあります

ので、フ ァイルバージョンナンバーには特にご注意されるようお願いいたします。

(2)パーソナルコンビュータMZ-2200シリーズのシステム ソフトウェアはすべてシャーブ株式

会社のオリジナルソフトウェアであり、著作権法上の権利は当社が保有しています。

システムソフトウェアならびに本書の内容を当社に無断で複製することを禁止します。

(3)本機は非常に複雑な機能および組合せを有する製品であり、出荷に際してマニュアルを含め

充分なチェックをして万全を期していますが、万一ご使用中ご不審な点・お気付きのことが

ありましたら、もよりのシャーフサービス ・お客様ご相談窓口までご連絡ください。

なお、運用した結果生じる影響については責任を負いかねますので、あらかじめご了承くだ

さし、。

また、使用時には、特に次の各注意を守って、本機を末永くご愛用いただきますようお願い申し

上げます。

.本機はし51など精密な電子部品をたくさん使用しています。極端な高温下や低温下や激しい温

度変化のあるところ、直射日光の当たるところ、あるいは振動やほこりの多い場所はさけてご

使用願います。

.電源コードを傷っけないようコードを通す場所に注意してください。また電源コードを抜き差

しするときは、本体の電源を切り、電源フラグを持って行うようにしてく fごさい。

.電源スイッチを瞬時間でON//OFFすると 、コンビュータの初期動作が行えないことがありま

す。スイッチング操作は時間をおいて丁寧に、確実に行ってください。

その他の重要な使用上の注意については、本書巻末A.4にまとめて示されています。



はじめに

この度はシャーフツマーソナルコンビュータMZ-2200をお買上げ‘いただき誠にありがとう

ござし Eました。

ご使用になる而j に、マニュアルに記載された操付:ん-~去、 j主恵:ヰ壬J買をよく王里解され、正し

し、操作によ って本機をご使用されますようお願いいたします。

ノマーソナルコンビュータMZ-2200の付属マニュアルは次の2↑111-があります。

• Owner's Manual---_........本書

・BASIC/MONITORManual 
本書の第1本および、第2主は、 パーナルコンビュータMZ-2200の特徴と一般的な操作H

j去を解説していますので、はじめにお読みくださし」 続く第3京は MZ-2200のノ、ードウ

ェア拡張のん7去についてまとめています。第5主主では、 MZ-2200内部のハードウェア構成

を回路|ヌ!と共に解説しておリ、ユーザの)j々 が白由なノ、ードウェア拡張、ソフトウェア拡

張を行なう場合の参考データとしています。

ノマーソナルコンビュータMZ-2200のシステムソフトウェアは、全てファイル(カセット

テープファイルまたはフロ ッビーディスクファイル)によ って供給されます。このコンビ

ュータには、中票準プログラミング言語BASICを使用するための、 BASICインターブリタ

MZ-1Z001および'MONITORMZ-1Z001Mが‘入っているカセットテーフ。とCOLORTAPE 

BASIC MZ-1Z002および、MONITORMZ-1Z001Mが入っているカセ ットテープ2本が

付属しておリその拡張された高度なBASICインタープリタによ ってMZ-2200の特徴を活

かした、多ホ采て、自由なフ。ログラミングを行-うことができます。その他PASCAL言語や、

システム拡阪によ ってDISKBASIC、FloppyDOS等のサポートシステムソフトウェア

についても白山なソフトウェア対応ができ、より盟かなフ。ログラミングの世界を拡げるこ

とができます。

テーブベースのシステムソフトウェアを使用する場合は専)11のデータレコー夕、'MZ-IT02

をお使いくださし」市販されているカセットレコーダは使用できませんので‘ごj主意くださし、

BASIC言語の文法と、コマンド、ステートメント、ファンクションの各機能およびBASIC

インターフcリタをカセットテーフ。ファイルからロードしたとき同n寺にロードされるMONITOR

プログラムMZ-IZ001Mの機能については、 BASIC/MONITORMannalを参照してく

だ、さ¥，'0 

このマニュアルおよび他の1-1111-のマニュアルは「保証書Jrお存様ご相談窓'-1--覧表」と

共に必ず保必するようにしてくださ¥，'0 
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パーソナルコンピュータ
MZ・2200の世界

コンビュータに何を実行させるか?どのように利用するのか?それは実際殆んど

無限の可能性を秘めているにちがいありません。事実、現代社会の中のあらゆる

場所でそれぞれの用途の仁めにコンビュータが使われています。

8A510、PA50AL、FORTRAN、0080しといった高級言語による複雑な科学技

術計算、あらゆる事務処理、シミュレーション、統計処理が行なわれているし、

各種のプラント、ネットワークでは、計測システム、自動制御システムを働力、せ

ています。ま仁フログラム開発の王見場では、オペレーテイングシステム等によっ

て、コンビュータのソフトウェアの世界そのものの開拓と研究が、コンビュータ

自身を使って続けられています。そしてこの世界に、し51技術の高度な発展によ

って誕生し T二マイクロフロセッサを用い仁ハーソナルコンビュータシステムが、

急速にその役割を拡大して来ているのです。

あなたはコンビュータに何を実行させるか?という質問に対する答えは非常に様

々なものになるはずです。 しfこがってあなfこが手にし fここのコンビュータは、ま

さにそうし七広範な利用を可能にするコンビュータなのです。

この章では、パーソナルコンビュータMZ-2200の世界を、その特徴、ハードウェ

アの拡張、ソフトウェアの展望の順にまとめて解説します。

Chapter 

1 
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1.1 MZ-2200の特徴

MZ-2200の特徴をひとニとで百うとコンパクトなボディーの中に、すぐれた操作性を'長現していることと、様々なソフ

トウェアへの白由な対応とハードウェアの白件!な拡張を徹底して追求していることだと 言えます。

CPU (central processing unit) とメインメモリ装置は、コンヒュータのrl-I似に相川しますが、MZ-2200では、最も

すぐれたマイクロプロセッサの 1つであるZ80AtJをイ史用し、メインメモリは64Kノ〈イ卜即ちCPUのアドレスノ〈スがi白;接ラ

ンダムアクセス 11]"能な全アドレスを/F:"てRAMで情成しています。従ってメインメモリ'空間上には、 |司定されたフ。ログラム

やデータというものがなく、どのようなシステムソフトウェアも外部ファイルからローデイングされ、それぞれのプログ

ラムが自由に無駄なくメインメモリを使うことができます。

このI~ I似部のまわりに、キーボー ド、日IJうどカセットテープデッキ等の1/0デバイス、タイマ、イニシャル・プログラム

ロー夕、などがすぐれた操作性をもってまとめ上げ‘られています。イニシャル・プログラム ・ローダは、コンビュータの電

il!j(を入れたtI寺に向動的にスタートし、カセットテープファイルやディスクファイルからプログラムを読み山じた行します。

コンソール (1張れ:1;0.1.，には、タイプライタWJメインキーボードをはじめとして、数11白.入力キ一、デファイナブルファ

ンクションキ一、カーソルコントロールキーが配出されキ一入力モードによ って、ワンタッチで谷砲のデータコントロー

ルやテータ入力ができます。

図 1-1 /'¥ーソナルコンビュータMZ-2200

t) Z80-CPUの クロ ソクJ，';-]波紋の J-.i出をいーの4MHzにしたタイフであり、 I~ ，1 J J虫処.fljl.が行われます。
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1.1.1 メモリ構成の特徴

メインメモリ空間64Kノ〈イトを全てRAM(random access memory)て十，W)J)とするというやり方は、もともとコンビュー

タのメモリ構成として最も向然なものといえます。よリ大巾!のコンヒュー夕、たとえばミニコンビュータではほとんどが

そうしたi情成をとっています。即ち、コンビュータに'J(;行させるプログラムは、 プログラムテキス 卜も、プログラミング

言市もすべてユーザの向 LElな選択に作されるのです。

実際プログラミング言1iitには、 BASIC日市、PASCAL ic;; ，¥:¥-与の作間のI~ ，'J級コιtがあり、目的によ ってアルゴリズムの
~l L述に責支j直な古語を使い分ける必要があるし、機械Jltによるプログラムを行なう 12イ?は、開発システムプログラムとして

のAssembler、Linker、ディスク公;町を J+J~ 、たオペ レ ーテイングシステムをコンビュータで働かせる~:ぷが11 11 てきます。

こうしたソフトウェアの作僚のイ史い)jをあらかじめな1之したJ-.で、このMZ-2200でも、 -f-_f¥'(のコンビュータが行っている

のと同様のフリーなメインメモリ fi昨成をとっているのです。

それでは、実行させるべきプログラムを選択し、メインメモリー1--へ村:って米るにはどうすればよいのかというと、あな

たは川辺機器としてデータレコーダMZ-IT02をも っているなら実行すべきプログラムの人っているカセッ トテープをデ

ータレコーダにセ ッ 卜しておく、あるいはフロ ッピーテ‘イ スク公貯をJI'd_;ll~Ji:{，:いこ付二っ ているなら、システムソフトウェア

のマスターディスクをセッ トしておくと、 MZ-2200のIPL7
0

ログラムが石川ON とい]11.干にスタートして、内到'J(I~Jにプログ

ラムの初期ロードと起引を訂・ってくれます。 この !'J 到J1:刻午は、カセ ッ トテープを JIJl 、た場イ什i:.t~J2 -3分で、フロ ッピー

デ ィスクを附いた場合わずか数秒で牢年 fします。

IPLプログラムは、メインメモリとは月IJのア ドレスヶ日I¥U-_のROMにあリ、 屯iJJi(ONIIキにだけCPUをコ ン トロールします。

メインメモリ

64Kノ〈イト

RAM 

通常の使用時 初期ロード時

IPLフυログラム

ROM 

図 1-2 メインメモリとIPLプログ‘ラム
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1.1.2 MZ-2200のすぐれた操作性と処理能力

ノマーソナルコンビュータMZ-2200の第1の特徴として、 MZ-2200が、 1つのプログラミ ング古語にI(il定されない汎用コ

ンビュータであることを述べましたが、第2に、どのシステムソフトウェアを使う場合も、すぐれた操作性とハードウェ

アの処理能力によ って効エドのよいプログラミングや処埋が行えるとし寸特徴があります。

- 凶 1-3に、MZ-2200のコンソール(操作卓)を示 しています。タイプライタ型メインキーボードを中心にして、そ

の右側に数値入力キ一、 上部に10イ困のテーファ イナブルファンクションキ一、11:'ヰd-_ドの欠・ド11がついたカーソルコ ント

ロールキーがそれぞれグループ分けして配訴されています。

メインキーボードからはモードコ ントロールキーによるモー ド切り訴えによ って、アルファベットの大文字、 小文字、

大文字の反転文'-rに数字とその以転文'下、カナ文字、シンボノレ1;じり、擬似グラフ イックパターンの合計225の央.った
文字を直披キ一入力することができます。アルフアベット、数字、シンボル記号・の政ぴ、およびカナ文字の故ぴは、

それぞれASCIIW:m、 JIS準拠の配列を採っています。

スペー-(7)li~{~IJに困 …備えられてキゴり、任意の1日IPJ (7)7ビユレーシヨン吋し制することができ
ます。

柳川キーは、た くさんの酬を続けてキ一入力する馴別問。 回 ~ 回のMキ一の哨{他也に、匝凪-、巴 、

巳、， ，1州j
テデデ、ザ'-7フアイナフブブ、e、ルフアンクシヨンキ一は、文'-rj並リ、 プログラマが臼111にそのファンクションを;ためることができます。

インストラクシ ョンを ワ ンタッ チでコンビュータに Ij_えた り、 '，; ;r; 1I寺 1~と川する午W朱な半数、ストリングメッセージ空宇を

そこに主義して;F11くことができます。作ファンクションキーのすぐ卜には、写真のようにファンクションラベルがセ

ットできるようになっています。

カーソルコントロールキーは、スクリ ーンエディションを行う際にJIJ ~、 られます。 4 {1r'ilのキーを独一点した場所ーに間く

ことによ ってカーソノレ操作が抜い弘くなっています。

図 1-;3 MZ・2200のコンソール
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. オーディオ1"1lJ!与を|人Jjl:起しておリ、 lわ!fn'，)Jをテータエントリベル、持竹昔、効以内:などに!日し、ることができきます。BASIC、

PASCAL ~-(;-; には、 3 オク夕一フブ.の ，~品ミ3I去力-

また|ドノ人、j川1ハバ品1 :\屯加:~孟a託泊訓2知|川r，川令-.'J:手芋U.iI年干ι']:干干民-三1 : ，どう一ri刊1' (にこよ つてテデo ジ夕/ルレ 11 ‘JIjjゾ:元ヤ』日，i刊汁n↑|十.の(悼正到助}) ;ききをいつでで.も {似史 う ことカがtてで、きます。

. ディスプレイ端(-(.ま(1 !，I，!， JI J、カラー川の 2つの端}(-が設けられており、 JI1.;全にあわせたテ舟イ スブレイの選択ができま

す。 ディスプレ イ には、キ ャラ クタぷノJ~の他に、 IIIJ 分解fiE グラ フィック 1.<，/1 ~を行うことができ、多彩なデータ表示を

行うことができます。

キャラクタぷ/1えは、 1 i j'の行d~~ を40キャラクタ 80キャラクタの2j凶リ のぷノj之が11]"能で・あリ、 J(I11絞の多いぷをディ

スプ レイする場合など80キ ャラクタ ぷノ1~がfæ利です。 キ ャラ クタぷノJ~は、スクローリングエリアをfLむ;にuとめたり、

川IllI全体の(1/ ~，~~ぷぷを jえ11以させることもできます。

またグラフ ィッ ク機能によ っ て320X 200 ド ッ トまたは640X 200 ド ッ ト の尚分解能グラフイ ック 衣ノ1~が 'J j"能で・す。 BASIC

インターフ リタMZ-IZOOlをはじめ、 サポー トシステムソフ トウェアにはグラフ ィッ クコ ントロール一文(SET文、LINE

火、 PATTERN文など)が的えられてお リ、開放lll!紛!のぷ心、デザインへの!必)fJ、楳';-:、 fJi名表ノJよといった!必141が作

坊にできます。

さらに、カラーディスプレ イを絞統し、小J-).'式のCOLORTAPE BASICを使川することによリ640X200ドットのお分

解能カラーグラフィック長ノ1 ~が "ríì~です (COLOR 文、 CCOLOR火などによりキャラ クターの色、 グラフィックの色、

キャラクタ 〆グラフ ィックのフラ イオリティおよび(I!日、カラーI"，jlllifr(rjへのテ。ータの，Ti:ね介わせ等の折半が 11]"能です)。

また、このiLjイ?、(l!gCRTディスプレ イも640X200ドッ ト IIh'Il(ljとな リます。

これら、ディスプレイは}JIト必川として JI1，むされておリます ものを ご1j~JIJ くださ L 、 。

• JJI卜J己呼HJデータ レコーダ (MZ-lT02) はソフトウェアでコン トロールされ、IPLl刻午、 フログラムテキス卜のセーブ

/'ロード、データフ ァイルのデー夕刊:き込み//ibJcみ，'1'，し、をきjj.!:し、-""，;込リ をプログラムでコン トロールできます。

件システムソフ トウェアのファ イルサーチにはAPSS機村li:(Automatic Program Search System) があり、 '，"uiリ

によ ってJiJj吋!のファイルをす'，'，く 比つけiI1，す(引きがあります。

カセ 、ツソ 卜テ一フブtフアイルによるテテデ、♂‘一 夕人川)Jμ(はま、20ω00ピ.ツソ ト 干秒歩と"心口ω:J川:jω:jμjjj主iでで、、 しカか、も l仏'，:J¥'、叶イも，i沫車紅頼t民('1性をj主持=守干つてゾ夫4行されます。

MZ-ITOω2には、 ;を岱き!υ泌J必Jし、)小|

なさjれLています。
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1.2 MZ-2200システムの拡張

MZ-2200は、拡張問辺一機器としてフロッピーディスクドライブ、プリンタをはじめとして、マークカードリーダなどの

壊かなペ リフェラルファミリーをシステムに持っています。

これらは付属の拡張し/0ポー 1，t)を本体内に設置 し、インターフェイスカードをセ ッテイングする形で簡単.に接続でき

ます。

フロ ッピーディスクドライブMZ-80BFは、 5.25インチiiLj耐倍密度フロッピーディスクを媒体としたデュアルドライブ

ユニットであり、ディスクベースのサポートソフトウェア、 D1SKBAS1C、{部青度D1SKBAS1C、FloppyDOS、BA.

S1Cコンパイラ等iをえらせながら、高速で、大容量データ処理を実行することができます。プリンタは、文書7 ァイル、

伝票等の出力、プログラムテキストやCRTディスプレイ表示のハードコピーの出)J、グラフィ ックイメージのプリント等

のl幅JLl.、プリント能力を備えており、この基本システムは、件穏のビジネス、 プロジェクト分野で要求されるニーズの土

1L?として充分応えられる能力を持っているということができます。

1){11-4は、 MZ-2200システムのペリフェラルファミリーの展望を示 したものです。

付属の拡張1/0ポートには、!日j時二に合計4枚までインターフェイスカードをセットすることができます。

咋f!iデータレコーダ

MZ-1T02 

カラーインクジェットフ。リンタ

80t行ラインフ。リンタ

136*行ラインフ。リンタ

マークカードリーダー

l ¥ 

k ¥ ¥ I 

ド/

白黒テ‘イスフ。レイ

MZ-2200 I 11 

千広張1/0ポート

(付属品)

カラーディスフ。レイ

ミニフロッピーテペイスク |・テeュアルドライブ
ドライフや |・シングノレドライフや

RS-232C 
モテずム

|ーテレタイプインターフェイス
etc. 

1EEE-488 言t-iftlJ岩手

インターフェイス
etc. 

ユニバーサル PTR 
ノマラレノレ ←→ PTP 
インターフェイス etc. 

図-1-4 MZ・2200ペリフェラルファミリーの展望

図に示されているように、ヂキ純の周辺装置の他に、標準インターフェイスである、 RS-232Cシリアルインターフェイス、

IEEE-488インターフェイス、 8ビットパラレル・ユニバーサルインターフェイスがサポートされ、システムの拡張性を、

より柔軟で、脳広いものとしています。

t>拡張J //O ポー ト の持続H~去は第 3 伝に解説されています。



MZ・2200の操作方法

この章は、 MZ-2200の操作方法をまとめています。次の)I/j貢序で解説が行われてい

ます。

.MZ-2200各部の名称

.イニシャルプログラムローディングの方法

.キーボードの操作

.ディスプレイコントロール

MZ-2200の各システムソフトウェアを起動するためにはカセットテープデッキ

(MZ-1T02)もしくは、フロッピーディスクドライブシステムが必要です。

データレコーダMZ-1T02の接続方法や概要については第 4章に解説がされてお

りますのでご覧ください。

ディスプレイ(白黒、カラー)の接続方法や取扱いの説明は、それぞれの取扱説

明書に記載されておりますのでご参照くた‘さい。

また、フロッピーディスクドライフの接続方法や取扱いの説明は、フロッピーデ

ィスクドライブの取扱説明書に記載されておりますのでご参照願います。

Chapter 

2 



14 

MZ-2200各部の名称

.MZ-2200の投影図 』文?:~~) !j:，'( 

/ 
コン トロール部

カーソルコント ロールキー

テワァイナブル / 一ー~一一ι 一 判的:人)Jキー

ファン クシ ョンキー メインキーボー ド

.MZ-2200の背面図

.拡張1/0ポー ト(付属品)

十広伝1/0ポート のセッテイングブj ~去に

ついては第 3章に記載されています。

図 2-1
IPLリセットスイ ッチ

ノ fワーランフ。

フレームアース

図 2-2
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2.1 イニシャルプログラムローディング

MZ-2200はクリーンコ ンビュータと呼ばれているように、すべてのシステムソフ トウ ェアをファイルによ ってサポート

し、それらの外部ファイルによ って件ソフトウェアを起動するシステムを採っています。rMZ-2200の特徴」 の引で解説

されているように、そのlm必民となるシステムソフ トウェアのローデイングは、補助プログラムである 1P L (initial 

program loader)がソミ行します。この項では、このIPL の動作と一般的な操作ブ'j~去について俳1泌を行います。

MZ-2200をf切りするには、光ず屯w;(スイッチを ONにしますが、 IPL はそれと同11寺に創作を |件J~fì し、 ， ' ，動的に I HI~J フ

ァイルのイニシャルブcログラムローデイングを実行することになります。 IPLかカセ ットテーフ。ファイルまたはディ

スクファイルからシステムソフトウェアのローデイングを終了すると、ロードされたソフトウェアにコントロールカ斗多

され、プロ グラムの起l1JJが'ノヒ fすることにな ります。従ってプログラマがあらかじめ外部ファイルを川斤よの人)J装計にセ

ッ卜しておけば、 MZ-2200の屯iJJi(をONにするだけで間iji.にシステムソフトウ ェアの起動がij'えるようにな-っているので

す。

以下、カセットテーフ。ファイル'11のシステムソフトウェアの起動と、ディスクファイル'11のシステムソフトウェアの走皇

到jについて、それぞれの操作方法を解説します。

2.1.1 カセッ トテープファイル中のシステムソフ トウ ェアの起動

カセ ットテープファイル中のシステムソフトウェア、たと えばMZ-2200にH属しているBASICインターブ リタを，@重h

する方法を凡てみることにします。

カセットファイルtj l のシステムソフ トウェアを ，~到jするには、勿百命カセ ッ ト テーフテ‘ッキ (MZ - lT02)カs"IF.しく十妾おtさ

れていなければなリません。tl

MZ 2200の屯iJJ;(をONにするとIPLフログラムがスター トし、あらかじめカセットテープディ キにテープがセットされて

し寸Lば、続けて(，引がJにローディングを開始します。

セットされていない場介は、カセットデッキの蓋が開き、

Make ready CI¥1T 

とメ ッセージが表ぶされます。ここで、 BASICテープをデッキに伸人して荒を閉めると、続けて(1動的にBASICテープ

のローテ。イン グが');:1j'されます。

ローデイ ングをスター卜すると、-lI{{t)Jにシステムソフトウェアのサーチを行い、 i大のメ ッセージをぷノJ'します。

IPL is looking for a program 

BASICをサーチしたら、 BASIC(および1¥10NITOR) をメイ ンメモリ へロードし、 その11寺、 i大のようなぷノJえが行われ

ます。

IPL is loading BASIC MZ-IZ00l.........・・・・・・ ・・・ ・・・・ ・・・・・ ・・・(BASICMZ-IZ00lのと き)

|刈2-3は、 BASICテーフのイニシャルローデ イン グを終 fして、 BASICインターブリタI¥1Z-1Z001か7出動した状態を

心しています。

t> MZ-IT02の村杭JAl、については抗4小をごi江 くださ L、c
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図 2-3 BASICインタープリタMZ・lZ001が起動したニとを示すメッセージ

MONITORフ。ログラムのノ〈ージョンナンノくーは、 MZ-IZ00IM、BASICインターフ。リタはMZ-IZOOl、BASICテキス

トエリアのサイズを表示し(および、ソフトウェアの権利がシャープ株式会社にあること)、そしてカーソノレ点滅によ って、

システムコン トロールがBASICコマンドレベルにあることが不されています。(BASICテープは2分程度でローテ♂イング

を終了します。)

カセ ッ トテ ープは IPL動{'p終了日午に白星1}(I~Jにをき )χ: されます。

〔注意〕

イニシャルプログラムローデイングは、フロ 、ツソ ピ一テデデ、守、イスク装i山;白立を拡=統しているI場場A持-介はテデデ、や、イスクフアイルl川l'のシステム

ソフトウエアの走起E重動力が↑催五

)1順Iff版E凶iが必要となります。2.1. 3節のー

2.1.2 ディスクファイル中のシステムソフトウェアの起動

ディスクファイル中のシステムソフ トウ ェアを起動するには、勿論フロッピーディスクドライブが正しく接続されてい

なければなりません。

フロッピーディスクドライブの屯似をONにした後システムソフトウェア、 DISK BASICインターフ。リ夕、 利付古度

DISK BASICインタープリ夕、 FloppyDOSマスタ ーディスクを、ドライブナンパ1搭のドライブに正しくセ ットしま

す。その状態でMZ-2200の屯i原をONにすると、数秒I1Uで件システムソフトウェアが起動されます。
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2.1.3 IPL動作のフローチャー 卜

カセットテープファイル、ディスクファイルのし、ずれのファイル'11にあるシステムソフトウェアも首ijJ己の簡単なJ菜作

によって、イニシャルプログラムローデイングおよび起動が行われますが、この頃では IPL制作の全体を示すフロー

チャートに基づL 、て、特妹な;~T)JJii去やIPLのメッセー ジ一長ぷ、コントロールの分[1皮等について詳しく解説を行っていま

す。たとえば、フロッピーディスクドライブを持続していながら、カセットテープJ卜のシステムソフトウェアを起動する

場合や、ディスクドライブ1喜子以外のドライブによってロー ドする場介やエラ一発性11寺の処用等について解説されます。

閃 2-4は IPL動作のi概要をフローチャー 卜に示したものです。riiiの2f(iで解説しf_:-ll~ もシンプルな れ剖j的な ローテ

イング子Jllt i は、|ヌ!の大紙Hこ~n っ た流れによ っ ています。 ただし分[I[点以の条1l-に よ ってはマニュアル操作が必要なこと もあ

ります。

α 

IPLリセ ットスイゾチONまたは
ソフトウ ェアによるIドLリセ ッ 卜

IC"キーが判lさhて
し、るかワ

FDカ吋12あtさhているカ、?
Yes 

No 

No 

No 
OBJファ イノレカ、?

Yes 

ス
ト
、
ン
ン
た
コつへ

行
ア

や
」
エ

グ
ウ
す

/
、

ク
タ

'
l
l
E
T
 

イ
フ
キ
}

テ
ソ
ル

一
ム
一

口
一
ア
ロ

ドライブ1貯はレテ"イか ?、 No

β 

Yes 

Yes 

(;'U テータレコー 夕、は iI~しく持統されていなければなりません。

図 2- 4 IPL動作フローチャー ト
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フロッピーディスクドライブを接続していながら(即ち、フロッピーディスク用インターフェイスカードを MZ・2200

の卯ポートに挿入している状態)カセットテーからシステムソフトウエアを読み出すには、 回キーを押しながら

MZ-2200の電源をONにします。 (コントロールの流れは αを通過します。)

回キーを押さずにMZ-2200の電源をONにすると、ドライブ1番中にマスターディスクがセソ卜されている場合、

それぞれが起動しますが、 ドライブ1番が無効状態(たとえば電源がOFFかドライブの蓋があいているかテoィスクがセ

ソ卜されていなし峨)のとき分岐点βでカセソトテープかディスクかを聞いてきますので、 回をそこでキ一入力する

ことによってもカセットテープからの IPL動作を行うことができます。

ドライブナンパ 1以外のドライブによって IPL動作を実行させるには、 ドライブナンバ1番を無効状態として(ディ

スクを入れておかないかフタを開けておくか、或いはドライブの電源をOFFにしておく) 1 P Lをスタートし、分岐点

βに流れを移します。

そこでシステムはあらためて、カセソトテープかディスクかを聞いてきますので 巴(フロ ソピーディスク)をキ一

入力します。続いてイニシャルローデイングするドライブ番サを聞いてきますので、，該当ナンバをキ一入力します。

カセットテープの巻き戻しを行ってから IPL動作を行う必要のある時は、カセ ットテープによる IPL動作をスター

トし、 続いて恒司キーを押します。 匝百キーを押すと 分岐点βへコントロール川 向帥剛酬酬削重動訓釧榔蜘蜘Jj(川鼎刷刷枇hが的仰肌l戸内ω〈サ川比Jμににこ巻き反札山しωカが官
行されほます。 一れ巻れき民肌しが州来終冬つ北たら 囚をHキ一人幼力 しはます。巻れき反臥しの叫j途全中肘で 巴を村キ一吠入力材する此と、!その湖場所から♂フ

アイルサ一チが行われます。

早送りをする必要のあるときは、カセ ットテープによる IPL動作をブレークすると自動的に巻き民しが行われますの

で、カセットコントロールの直豆Bキーによってそれを止め、 j主に仁巴キーを押して早j返りを行し、ます。早j返りした後
は、 (STOP)キーによって帥、 囚をキ一入力すると その場所ーからファイルサーチ州われます。

IPLによるシステムソフトウェアの起動が実行された後の動作は、件システムソフ トウェアのプログラムに従うので、

それぞれのシステムソフトウェアのマニュアルを参照してください。

MONITORやFloppyDOS等の開発フ。ログラムによ ってユーザが作!記したシステムソフトウェアをIPLで定4動すること

も勿論できます。

IPL はカセ ットテープファイルをファイル名によ ってサーチする倒きを持っ ておらず、 11~fJJに見つかったシステムソ

フトウェア(f!1lちファイルモードがOBJであるもの)をローテイングします。たとえば BTX(BASICテキストファイ

ノレ)等がサーチされた場合は、その場てい"Filemode error "が発ノ1:します。

IPL動作時のメモリマップ等は、第4章の技術資料に、またIPLプログラムの全アセンブリリストは}jIJ冊のBASIC

/MONITOR Manualに示されています。

ヰミ初来なイニシャルフ。ログラムローデインクボJii去として、1/0ポートー上のメモリボードからのシステムソフトウェアの

起動があります。たとえば、 BASICインタープリタ等のシステムフ。ログラムを専用に市l昨佐川する場合、 IPLを腕時

に行うため、それをROMカード1--に青いておき、 IPL に よ っ てメインメモリへ('I:J速にブロック転送するという }j~去で、

す。前記の解説およびフローチャートには示していませんが、スラッシュ 11//H をキ一入)Jすることにより、この重jj作が

システムの状態によってスタートします。
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2.2 各操作部の説明

この節はMZ-2200のコンソール(操作卓)上の各キーの機能とイ応、方を解説し、最後にコントロール部 (P.14の本件投

影図参照)の操作方法について述べます。

キーボード

コンソール上には、図2-5に示すように4つのキーのグループがあります。

デファイナフソレ・ファンクションキー カーソル・コントロールキー

白白〔ロピコ巴巴巴白色巴 巴〔ヨ回目

四回四回国固固園周囲回国園田園田岡田国
国国国固周囲周囲田園周囲白岡阿国回日日
匹司園周囲国周囲団団国岡田囚戸1日目白日
門川国国国国圃園園田回園田ドHI叶四四日山
因。 l 

数値入力キー

メイン・キーボード

図 2-5 コンソール上のキー配列と 4つのグループ

ASCII準処メインキーボードは、タイプライターのキーボードに似ており、文字の入力}-Hキーと、キャリッジリター

ン、ブレークなどのコントロール用のキーと、カナ、グラフィ ックなどのモードコントロール山のキーとからなっていま

す。

釧入力用キーには、数字社一記号、小数点、匝:!J<人力)キ一時点と同じようにまとめられています。

コンソール上部には た側に10個のテザファイナブル・ファンクションキーがあります。ファンクションキーの働きは、

プログラマが任意に決めることができます。

中央の4f[O1のキーは、カソール移動専用のキーです。
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2.2.1 メインキーボードの使い方

メインキーボードは、幾つかの点を除いて ASCII準拠タイプライタキーボードに倣ったキー配ダIJをとっています。相

違点は、以下の項で説明されるように、キー入力に幾つかの入力モードがあること、それにコントロール用特殊キーが備

わっていることです。|ヌ12-6はコンソール上のメインキーボー ドと、そのコントロールキーを不しています。

LJLJLJ巴巴LJLJ巴白土 巴回目巴

園田四国国国園田園回目固回目同 日日日日
開園園田園園田園田園田回目園周 日日日日
戸到固国国国国岡国周囲回園田FI目白回目
l -l固回国国国国周囲由回国H1FT~ I 日閉日山
岡U l 

図 2-6 メインキーボードとそのコントロールキー

コントロール!日午H.:t・キー以外の通常のキーには、件キーに 3例か4イ1&1のキャラクタが袖かれています。そしてそれらは

コントロール用特殊キーによる入力モードの設定状態に従ってそれぞれキ一人)Jされることになります。

キー人力モードには次の3つがあります。

(1) ノーマルモード・・・・・・・・・・・・・件キーの 1-.!IlI'こ抗かれた ASCII ~V~拠のキャラクタを人)Jするモード。 アルフア

ベッ トキーは、人-文'r:/小久宇(シフ トポジション)が入力されます。

(2) グラフイソクモー ド 巨日キーによ って設定され、作一友のためのパターンやハート、スペーほど

のキーの前!ttI右fj[lJに拙かれているグラフィ ックノマターンを入力します。

〔ω3幻〕 カナ内モ一ド 回キト一にはよつイて設此定さ剖机jれL、1キ一の灯叫州州州}時而山州}片出山ji尚i江j“凶山l(tI:tω川iロ1
るモ一ドてでで、い.す。

1つのキーをがIJにとって、キ一人力モードカザ4る11、子、 どのようなキャラクタカず入力されるか比ることにしましょう。た

とえばZというキーは、|ヌ12-7のように令部で6税類のキャラクタの入)Jができます。

ノーマルモード

~ 1/ 
函<[SHIFT Jキーとj七に押した場似 |

小文字 J

グラフィックモード

田
目 <[ SHIFT 1キーとJtに押した場介)

}X:_転文字
カナモード

圃
函<[ SHIFT Jキーと共に1'11した場合)

カナ小矢子;-:

図 2 7 ~ のキーによって入力される 6 つのキャラクタ
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次に、コントロール刑判み米キーの機能を解説します。

l SHIFT jタイプライターのシフ トキーと附に各キーのシフ トポジションにあるキャラクタをキ一入力する補
助キーです。ノーマルモード時には、アルファベットキーについてはその小文字を、その他のキーは

上部に拙かれているキャラクタを人)Jします。グラフィックモー ド同:には、アルファベットキーと数

字キーについてはその反転文字を入力します。カナモードの場合は、カナ小文字 H ア川、 11 ョH など

が"ア" Ifヨ H 等のキーから入力されます。

BASICには CHANGE文が用意されており、この文の実行によ ってアルファベットキー26文'ナ:の大

文字/小文下のシフトポジションを逆にすることができます。

I CR 1 

岡
剛

E
 

[ BREAK ] 

(~FT LOCK] 

[ GRPH 1 

キャリソジ・リターンキー。l1j-のデータ入力を行うキーです。 仁空ゴキーを押すとカーソルは次

の行の先頭に移ります。馴入)J ffJ =¥-ーにある副キーも仁E キーと阿じ機能的ってい
ます。(CR carriage return) 

HOMEは、カーソルをCRTディスフレイのメ(:_IJI時に移します。

CLRは、 CRTディスプレイのキャラクタ表示をクリアして、カーソルホームを千円、ます。(CLR:

clear) 

DELは、カーソルの/1-:隣りの 1キャラクタを消し、カーソル代置以降の lU-分の文字列を!，:に 1文

字分詰める悟i)]きがあります。

(DEL : delete) 

INSTは、カーソル伏古:にスペース 1{同を柿人し、カーソルイ¥'，:慌以降に続く 11j-分の文字列を 1文寸f

-;{.iへ送る倍i}]きがあります。

(INST : insert) 

ブレーク コードを入力します。BASICプログラムの実行中、カセ ットテープデッキのコントロール

'11咋にこのキーを押すとプログラムやコントロールを巾dーすることができます。

シフ トポジションをロ ックする コントロールキーです。このキーを押すとシフトポジシ ョンかロック

され、もう !文こ のキ ー を.j: rjlすか C三E キ一、 他のモー ド t))~，)~7'-.. =¥-ーが十印されてキャンセルされ
るまでシフトポジションのキャラクタカ£キ一人)Jされますc

(SFT LOCK : shift lock) 

メインキーボードをグラフィックモードにするモード切作えキーです。このキーを-1"'1'すとグラフイツ

クモー ドになリます。グラフイ い/クモードでは、千キキーの，iiI!(II:;(If¥!lJに引，l、ているグラフィ ックノfター

ンがキ一入力されます。このモードで[ SHIFT1キーを-1"'11しながら矧 i斗 ーを-1"11'すと、比数ドの

)え伝来初fへんされます。もう 山このキーを-1"'11すか 「ーと正1キ一、他のモー ドt))') {はキーの入
)Jによ って附1;余されます。

(GRPH:符，'aphic)
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伝司 メインキーボードをカナモードにするモード切り替えキーです。このキーを押すとカナモードに

ーー なります。カナモードでは、各キーの前面左側に描L、ているカナ文字が入力されます。このモー

ドで l SHIFT 1キーを押しながら、 H ソ 11 "ヤ 1I t，ア"などのキーを押すと、カナ小文字 H ソ 、

[TAB I 

11ャ H 、 11 ア H などが入力されます。もう一度このキーを押すか亡亘コキ一、他のモード切り替

えキーの入力によ ってカナモードはキャンセルされます。

なお、 CRTディスプレイのカーソルは、ノーマルモードではチェッ力持、その他のモードではマル.

が点滅します。

タビュレーションコントロールキー。キ一入力の際のタビュレーション操作を行うためのキーです。

タビュレーションの設定は、各モニタプログラムのタビュレーションデータエリアを決めることによ

って行L、ます。
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( 1 ) ノーマルモード

白白(勺白白巴白白白LJ 回目回目

回目四国国国回岡田四回目白回目白日日四
国国園田圃回目回国園田園田恒国日日日日
戸到固田園田国国国~~固回目戸司日日日聞
い川~国回国園周囲回目園田ド附什 日暦日目
聞U l 

図 2-8 

ノーマルモードは、 BASICインタープリタやその他のシステムソフトウェアを起動した時のメインキーボードの最初

の状態であり、 lSHIFT lキーを押したシフトポジションと共にアルファベソト大文字/小文字、数字、クォーテーシ
ョンマーク、 ドルマーク 11 $ 11、アステリスク 1'*11等のASCII標準キャラクタを入力するキーモードです。

たとえばアルファベソト大文字の"B " (凶2-8を参照)をキ一入力するには困キーを押します。普通のタイプ

ライタでは、大火，[:をタイプする場令 [ SHIFT |キーを使用しますが、コンビュータプログラミングでは、各種コマン

ド、ステートメン卜がアルファベット大文'ナ:で~表記するので、小文字の方をシフトポジションに置いているのです。(但し

Hij記の BASICインタープリタの大文字/小文ナ:を逆にする CHANGE 文がそうであるように、ソフトウエアコントロー

ルによ って逆にさせることもできます。)
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( 2 ) グラフィックモード

巴巴巴巴ロロヒコ巴巴ピコ 巴回目白

日目E固回国固田園田岡田園田宵百日日日
回国~回国国園田固園田園回目阿 岡田~8
匹司国国園田国国固[LiJJ回目回目pq日日日間
ドHIFT ~~国国国圃国国回目園田U SHIFT l町四日山
里j j 

図 2-9 グラフイツクキャラクタを持つキー

グラフイソクモード、即ち庄司キーを押した状態のキ一入)Jモード では、図2-9でアミを施した29伺のキーにつ

し、ては、それぞれが持つグラフ ィックパターン(品t似グラフ ィッ クパターン)を入力するためのものです。

たとえば、このモードで、 回キーを十Ipすと、グラフ イソクパターン"令がキ一入力されるし、 BASICインター

プ リタのシステム政"7("(jIl日仲間一入力するには、メインキーボードをグラフイソクモードにして巴キーを

押せばよい、ということになります。

凶 2-10は、グラフィックパターンをHlし、てぷを(-=1黒ディスプレイ上に表示させた例で、す。

図 2-10 グラフィックモードの衰の作成例
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グラフ イソ クモードで、 lSHIFT |キーを使用する場合は、図 2-11に示す36例のキ一、即ち英字の大文字と数字の
キーについてそれぞれの反転文字をキ一入力することができます。

百[ロピコ口口白白白巴白 日回目白

日四四回国固固園田園回目白回目日日回目
回国国周囲回国園田園田園田岡阿日日日日
匹司回国園田園園田園田回目白戸11日日日日
U SHIFT U固回国国園周囲巳回目固い1FT 1 日阿日山
日U l 

図 2-11 反転キャラクタを持つキー

たとえば、 困キーについては、 lSHIFT |キーを押しながら押すと、川回目IJち 11 B 11 の反転灯が入力されま
す。反転文字は、去のタ イトル等によく使われます。

|ヌ12-12は、図 2- 10でイtっ た去の作l二 }X>Vl;文 ' -j< を 1l)~ っ て件Jú ll を lU入 した(タIJで・す 。

凶白書旦ヨ.恒国 Goods in stock 

~ 内moun

虚垂直・ー

1m 

圏直書室劃

凶園

園畠重劃

圃・・監掴

，~~l 角

図 2-12 反転文字を使って項目を表示した例
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(3) カナ入力モード

口ヨ巴E巴巴[己巴LJLコ 回目5
 
日

日目四回国困園園田四回目白回目
白 周囲国国園田園田園回国囚阿国
匹司固固園周囲園田圃固回回目戸1
1 SHIFT l園園周囲国国園田困固固U~ 
四0 1 

図 2-13 カナ文字の入力キーとカナ小文字の入力キー(濃いアミのキー)

日日日日
日日日日
日日日同
日向日山

カナ入力は、 因キーを押すことによ って設定され、凶 2-13でアミを施した酬のキー(即ちコントロールキー以

外の全部のキー)について、それぞれが辛子っているカナ文字を入力するためのモードです。それぞれのカナ文字は、キー

の前面左側にl'I 祝されています。 ただし函キーのたの 2 つのキーは~!Iü }，~r: と半献をぶしています。
このモードでキーを押すと、アミを施したキーについては、それぞれが宇与っているカナ文字が入力されます。たとえば

巴キーは、カナ文字 11ツ"を持っているので、このキーを押すとJ ツ H が入力されます。

l SHIFT 1キーを用いるとカナ小文字 H '/ 11が入力されます。日IJち H ツ 11の他 H ア H 、H イ川、 H ウ H 、Hエヘ H オ『、

H ヤ川、"ユ H 、H ヨ H の各カナ文字は、[ SHIFT lキーを押しているとそれぞれカナ小応}:が入力されます。
おなじく H ル" "ム 11、rI0 "は、| SHIFT |キーを押しているとそれぞれ 11 0 "， 11 _j 11、 "1 "の記号が入力さ

れます。

図 2-14はカナ夫?によ って表の弓(目を，U入した作IJでトす。

ヒョウ'*'"イコ ヒシモヲ

9ン" ヌウリョウ ツウ"。ヲ

Zンヒ・ヲ 固
、・ン

Jート

守I'.lコー白

インヲ

フウトウ

ヨウシ

i.iJ!!s: 

モ'.A;lシ

~寧ン 9ilψE日 ~~TJl 

図 2-14 カナ文字を使って項目を表示した例
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2.2.2 数値入力

白白白白白LJLコ[己巴ピコ 巴回日目

日四回目回目回目四回目回目回国 自国国岡
田園園田直園田岡田~固園田困層 四回目白
匹到固園田園田園田圃回目回目戸コ 回日回目
l SHIFT m~回国国uhl固固固回回同U SHIぺ 回国日山
同U l 

図 2-15 数値入力キー

メインキーボードの右側にまとめられたキーグルーフ。を数値入力キーと呼びます。数航入力キーには、 10佃の数字に

加れ0を2つ並べた困キ一、それに巴巴白面キーが置かれています。

白白白キーはメインキーボード上川あるし、 回キーすなわちエントリ十は、メインキーボード上の

[ CR )キーと全く 同じ機能を果たしますof) にもかかわらずこれらのキーを数値入力キーとしてまとめた(グループ

とした)のは、たくさんの数値データを入力する場合の便宜を図っているからですJ)実際、多くの数値処理応同プログラ

ムでそうした要求が頻繁に生じるにちがし、ありません。

困キーを 1凹押すと、囚キーを 2lf1!押した時のように00が入力されます。

回キ-O)~- ト ソプの中央には、小さな突起がついています。 馴入力キーから H を離して操作する時の案内側こ

なります。

数値入力キー上のキーは、メインキーボードのキ一人)JモードやlSHIFT |キー操作とは関係がありません。

t)ただしキースキャニングにおけるストロープ伝サは兇ります。fえって、 機t成，Hfフbログラムで、数fI((人 )Jキー トーのキーとメ イン

キーボード l州
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2.2.3 デファイナブルファンクションキー

日日日日
日日日日
日日日日
日回日目

回目回目

日目四回国回目回目回目回国回目
田園田田園田国国国国国園田恒宵
匹司固固回国国園田~回回目回戸q
U SHI川周回国国圃国固回目回回ドHI円 l
聞U l 

白巴巴巴巴巴巴巴巴巴

2-16 図

デファイナブ、/レファンクメインキーボードの上に並んで、いる Flから F10までの名前のついた青い色の10例のキーを、

ションキーとII乎びます。

これらのキーは、符システムソフトウェアの起動uキに定義されますが、自由にこれらのキーの機能を再定義して使うこ

DEF KEYステートメントによ ってテ、‘ファイナフソレファンクションキとができます。たとえばBASICMZ-IZ00lでは、

ーの定義を行し、ます。BASICコマンドRUNを、フ ァンクションキー1番に定義するには次のステートメントを実行しま

す。

KEY(l)=RUN DEF 

1度このステー トメントを実行すると、新たに定義し直さない|山リデフ ァイナブルフ ァンクションキー 1若干は、 RUN

コマンドと同じ機能を持つことになります。即ち、直接モードでファンクションキー 1番を押すと 11 RUN"の£示が現わ

れます。和、て仁盃コキーを押すとプログラムが実行山す。更に RUNコマンドか仁E
めて定義することができます。それには次のステートメントを実行します。

キーをまと

KEY(l)=RUN ↓ 

11 と川 11じりは仁E印11 1すのと IliJ じ機能を表し巨亙キーとa キ-~I'liJII，'j三に-tIl1すことによ っ
て入力することができます。こうして定義しておけばファンクシ ョンキー 1需を 1凹押すだけで・フ。ログラムが実行されま

DEF 

ここで‘H

デファイナブルフファンクションキーの定義内容はBASICではKLISTコマンドによって調べることができます。す。

その他の作意の数字データやアンクションキーには、 RUNコマンドのような直接実行命令を定義しておくと便利ですが、

ストリングデータを自由に定義することができます。

てr /ラベルカバー

) )ー:JI
層山口口口口口口口三口自

付属のキーラベルをファンクションキ

ーの後)jにあるラベル干同内場所にセ ット

.ファンクションキーラベルのセット

しておくと{史利です。

透明のラベルカノ〈ーを後)jへi;Iき1'1'，し

作ファンクションキーに対J必するラベル

をセットしてくださし、。
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2.2.4 カーソル・コントロールキー

デファイナブル・ファンクションキーの右側の、矢印記号のある 4個のキーはディスプレイ上のカーソルを移動させる

コントロールキーです。

巴Eコ巴LJD巴D白白白 日回目白

回目園田回固回目白回目回目白日百四日回
目団回国園田国国[Y~~耳目白岡阿回日日日
戸到回国回目固固固団回目回目戸司日目回日
U SHIFT l園田国国圏直回目回目固いHI什回国日山
宵0 1 

図 2-17 カーソル ・コントロールキー

左、点、上、下の各方向へそれぞれカーソルを移動させます。各システムプログラムのスクリーンエディションの|僚に

用います。

BASICインタープリタでは、 メインキーボードの[ SHIFT Jキーを押しながらカーソノレ・ コントロールキーを押す

とオート・リビートが行われスクリーンの離れた所へ半くカーソルを移動させるのに便利です。(システムソフトウェアに

よってはlSHIFT lキーを押さなくともカーソル・コ ントロールキーを押し続ける間オート・リビートするものもあり
ます。)

2.2.5 コントロール部の操作

キーボードのすぐ 1-ーに小さな扉があり、これをあげると次のものが設けられています。(P.14MZ-2200各部の名称を

参照ください)

1. IPLリセットスイッチ

このスイ ッチを押すことによリ屯減を投入した直後と|司じようにIPLへコントロールが移されます。

)j---プログラムが恭走したときや再!支システムソフトウェアをロードしたし、ときなどに使則します。

(BASICにおけるBOOTコマンドと同じです)

2. リセ ットスイ ッチ

BASICなどのシステムソフトウェアを使JI1"'にモニタの管則下に1M御を移したし、と きなどに使用します。

3. t，:) !i前J~!~ (ボリウム)

サウンド、山

4. パワーランフ

'，WJJi(を投入すると}，11(

(('ì)コントロールi~líのH~作を しないときはコン トロ ール ;''i! lの!立をしめるようにこころがけて くださし、

IPL リセ ッ トスイ ッ チやリセ ソ トスイ ソチ 主がありイ、地の 'J~ ，'i文の ~E/I: を|山 1 1:ていきます。
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2.3 CRTディスプレイコントロール

MZ-2200には、 3つのテ。イスプレイ コントロールシステムがあります。キャラクタディスプレイ コントロールとグラフ

イックディスフ。レイコントロールさ らにカラーグラフィックディスフ。レイコントロールです。キャラクタディスフ。レイコ

ントロールでは、アルファベッ ト大文字、 小文字、反転文字、数字、カナ文字、 J疑似グラフィックパターン等をキャラク

タジェネレータを用いてディスプレイに表示させます。グラフィックディスプレイコントロールでは、 320X200ドッ卜/

画面で任意のグラフィック表示ができます。

2.3.1 キャラクタディスプレイコントロ-}レ

キャラクタ表示は、 キャラクタコード (ASCIIコート)によってキャラクタフォントをキャラクタジェネレータから呼

ぴ出してディスプレイ上〈表示されます。図2一 20'こは、 MZ-2200が持っているすべてのキャラクタのフォントをASCII

コードに対"芯させて示しています。これらのキャラクタは、前節で‘述べたよう に各モードによってメインキーボードから

直接キ一入力することができます。(ただしチェッカ閥、ベタ.および、マル・を除きます。)

ディスプレイのキャラクタ表示には、 80キャラクタ表示モードと40キャラクタ表示モードとがあります。各モードでの

キャラクタフォント桃:成は同じですが、 80キャラクタ表示モードでは、 1文字の大きさが左右泌に縮少されます。また!画

面全体の臼/黒反転相辞持があり 、1つのキャラク夕、たとえば 11 A"は、図2-19に示すような4種類の表示が行われま

す。

40キャラクタ表示モード

80キャラクタ表示モード

l百l両ノーマル

1 1 1 ・・・ 1 ， ， ||・1・，， |・， 1 ，圃|
| ・・・・・・・・ l 
|圃 II I圃 1
1・II I圃||・ II I・l
l'""'" 

図 2-19 キャラクタ "A"の4種類の表示例

画面、白/黒反転
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。

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

A 

B 

C 

2 3 4 

図 2-20 キャラクタフォン卜によるASCIIコー ド表

u ... ... . . .Jj)!~ 4ビット

L・.........1"1';':4ビット

31 
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下
位
4
ビ

ッ
ト

ト B c-i 
o I INUul 口[QJ圃唖回配 1 [1]層圏図己雪国困図
1 I回 国田圃圃圃閣 l [!]~囚喧喧函園田
2 I 回 凹圃圃圃圃回 :[1]園口[i]図圃回目
3 I 田 園圃E日記固画 I[同園日四閉画園園
4 I田 直面副司固画国 1[詞固図面困圃回国
5 I圃 園[ID[EJ匝]画面 I[jJ EiJ図画園面白目
6 I 国 画面記官図団嗣 1 [t]~哩圃固@]田園
7 I [ili] 日直圃層圏圃 I[1][己目~~0園田 |
8 I園 田画面画E包囲圃 I~[閉山圏直圃田園 J
9 I 圃 囚圃DJ[YJ田園 l[匝圃回配図画田園
AlEE 圃巴面司回[iJ i ~[む回圃凪函園田

回目凪[CJ~回 | 圃ー困~~圃図図
CI困 囚図面図田田 l四閉回函圃雪国国
目白岨[]圃囚 i睡園田口証困函回園

EI凪・囚図画同凪回 I~BJ回圃両国国圃
F I I c~trll 由図団画自画団 l 画圃回図圃巴図哩j

図 2-21 ASCIIコード表:キャラクタおよびコントロールコード
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2.3.2 グラフィックディスプレイコントロ -Jレ

図2-22は、グラフィ ックディスフ。レイコントロールをBASICインターフ。リタによ って行ったがIJをなミしています。左は、

3次元曲線をSET文によって十郎、たもの、右は、 ドイツ文字をPATTERN文によ って表示させたものです。 BASICに

よるコントロールの詳刺Hは、 BASIC/MONITORManualを参照して くださし、。

図 2-22

2.3.3 カラーグラフィックディスプレイコントロ-Jレ

キャラク夕、グラフィックデー 夕、およびバックグランド(背景)に対して、それぞれ表

2-1のごと く、計8色の中から自由に色の指定ができます。

. キャラクタのカラー表示

カラーディスプレイ酉|而i全体のキャラ クタに対して色を指定できます。ただし、キャラク

タls伏での色折定は行えません。

プラ イオリテ ィ(キャラクタとグラフイックデータをカラーディスプレイ画面上のI"Jじ助

所に表示する|際、どちらの色を仮先して表示するかを決めます。)の指定ができます。

出力ポート:$F5 

. グラフィ ックのカラー表示

1 ド ッ ト W1)t~で色の指定ができます。 また、臼黒、カラー両方のディスプレイを抜統して

いる場合カラーディスプレイ上のグラフィックデータを臼黒ディスプレイ幽耐へ重ね介わせ

て表示するか否かの指定ができます。

，'i~， )Jポート:$F7， $F6 

. パックグランドのカラー表示

中

，'1'， )Jデ ー タ J行主色

o (8) 且主

1 (9) 三同企L

2 (10) ，主主

3 (11) 4ヲ?}ニえ

4 (12) f法

5 (13) ノド色

6 (14) 11'( 

7 (15) 1--1 

牢ホ ー卜 $F5‘$F4への IJ'， JJ 

テータ

表 2-1

カラーディスプレイ画面のバックグランドの色を折本できます。使用例として、カラーディスプレイ画而 トーにキャラク

タを表示させずにグラフィックデータのみの表示とする場合、キャラクタとパックグランドの色をl'iJ色に し、プライオ リ

ティをグラフィック l二十行主します。

，t.fUJポート:$F4 

，;利回については、 P.54~ P.55グ)n'，)Jポート $F7-$F4のよ頁を参照くださ l'0 





拡張1/0ポートのセッティング

MZ-2200の各種周辺機器を接続する場合は、一部のものをのぞき付属の拡張r/o

ポートを本体にセッテイングし、各種r/oカードをセットし入出力機器とのイン

ターフェイスをとる必要があります。

この章では拡張r/oポートのセッテイングの概要を説明しています。

本章の後半では拡張r/oポー卜へのオフションデバイスのセッテイングの概要を

示しています。取り扱いの詳細については各周辺機器のオベレーションマニュア

ノレによってください。

Chapter 

3 
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3. 1 拡張1/0ポートのセッティング

3.1.1 拡張1/0ポートのセッティング概要

付属の拡張1/0ポートはMZ-2200本体的の定められた取り付け場所に、正しくセッテイングしなければなりません。

図3-1は、この拡張1/0ポートと、 MZ-2200本体内で、それをセ ットすべき場所を示しています。

(拡張1/0ポート)

V-RAM基板(上) 電源ユニ ット

注) このCPU基似が拡張IIO
ポ トに接続されます。

易一一臣l定ネジ

図 3-1

これらのオプションデバイスをセットするために、はじめにMZ-2200の上部を持ち上げなくてはなりません。その子Wi

を次に示 します。

(1) MZ・2200の電源スイッチをOFFにし、電源プラグを外します。

(2) MZ-2200キーボード部下側の固定ビス 2本を凶3-1に示すように外します。
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(3) 固定ビスを外したら、本体上部を手前より静かに持ち上げ、図 3-2に示すように支持アームを本体上部の底両か

ら引き出し、下部のキャビネットに付けられているホールに入れて支えます。

支持アーム

図 3-2 支持アームで支える

〔注 意〕 本体上部を持ち上げ、た状態で電源を入れてはなリません。電源を入れたまま接続操作を行うと回路部品を

壊したり感電する16:1)剣生があります。

また、ネジ等の金属類を本体内に落としたままにすると故障の原因となるので充分な注意が必要です。
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3.1.2 拡張1/0ポートのセッティング手順

MZ-2200に付属の拡張1/0ポートは、 liij掲のlヌ13---1に心されている通リ、 MZ-2200本体内の-.善後部のスペースに

セッテイングをij-¥，、ます。この拡張1/0ポートのセ ッテイングTIlI引を|刈3-3、|χ)3 -_ 4 にノJ~ します。

コネクタ Fj邑j邑附!

mlnffli; 

に

に¥

図 3-3

MZ-2200 

、¥
(ネジ①)

ネジ①

吋
-------... 

、'---(ネジ①)

(1) MZ-2200本体後部にあるL/Oポート取付制のウシロフタの両サイドにある2本のネジ①を外し、本体よリ うしろぶ

たを取リ外します。

(2) この開II部へ拡張1/0ボートを|刈の1i:llきに柿人します。この際、 1/0ポートの1出版刷コネクタ Fを本体内部の屯ilJ;t

ユニットへ掠統で・きるように、 I?{)にぷす開Ir高1)の奥の窓へj凶しておきます。

(3) 間Ll部の奥にあるCPUボードの端 r-自1)と1/0ポー トのマザーボードにあるコネク タEを持続します。

(4) (1)で取リ外した2本のビス①で本体と1/0ポートを!胡主します。(以1-.の作業は凶3-3を参照 ください)

(5) 1/0ポート屯i)J;(J.-liコネクタFを図3-4にノjミすように本体屯i1J;tユニットに設けられているコネクタGにさし込みま

す。接続の際、 )i向'1:'1うがありますので注意してください。
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1/0ポート
電j原用コネクタF

v
h

・・
リ
ノユ原電ハU初

シ

J

一

Z
ヤ

M
シ

MZ-2200本体電源去討反

図 3-4

3.1.3 拡張1/0ポートの取りはずしについて

MZ-2200を拡張I/Oポートを接続した状態で輸送や通{般をすることはさけてください。故障や破損の原因となります。

車白j基、 j~摘2時には拡張I/Oポートを耳以まずしてください。

取りはずしのときは次の手)I['(iによ ってく ださい。

STEP 1 まず屯悦を切り 「拡張1/0ポートのセッテインク、概要J(P.36) で示 した通りMZ-2200の卜部キャビネットを

開きます。

STEP 2 r拡張I/Oポートのセッテインク"手順J (P.38) で示 した逆の手順で耳又りはずしを行います。

すなわち、まず電源コネクタをはずし本体と1/0ポートを取りつけているネジをはずし、I/Oポー トと本体を

分離します。

取リはずしをした後はうしろ... ~~'たを元通り固定します。

幻し仁で取リはずしは完 fです。
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3.2 拡張1/0ポートへのオプションテ"バイスのセッティング

前節でセッテイン夕、、方?去を説明したテ。パイス以外のオプションデバイスは、 すべてそのインタフェイスカードを拡張1/0

ポートの立;i汗に差 し込みます。

拡張1/0ポートは、 4枚のインタフェイスカードをセ ッドをセッテイングできるよう 1番から 4番までのスロットが用

意されています。

プリンタインタフェイスカードは1/0ポートのスロット 2番に、フロッピーディスクドライブインタフェイスカードは

スロ ット4番にセッテイングしてください。(各スロ ットの端子へは、ま ったく同ーの信号が1:!t-.%台されていますが、カード

の大きさの関係から、この2積類のカードのみスロットの場所を上記のごとく限定しています。)

その他のインタフェイスカードは、スロット 1番か、スロット 3番のし、ずれかにセッテイングしてください。

図3-5にプリンタインタフェイスカードのセ ッテイング方法を示します。

(1) 5本のネジ②を外し、コネクタパネルを1/0ポートより収り外します。

(2) 2本のネジ③を外し、コネクタカノ〈ーをコネクタパネルより取り外します。

(3)プ リンタインタフェイスカードを部品側を上にして1/0ポートのスロット 2番に差 し込みます。

1/0ポート内には、それぞれインタフェイス用のレールガイドがありますので、これに沿って挿入します。

(碓実 に1/0ポートのマザーボードにあるコネクタへ、このカードを差 し込んで、く ださい。)

(4) カー ドを正しくセ ットしたら、コネクタパネルを 5本のネジ② で、元の位間に固定します。

十足:~長I!Oポート

コネクタノfネノレ

h

「カス
同
バ
，
タ
フ

J

ン
タ

け
F

、
/

フ
イ

:1 
図 3-5



図 3-6にインタフェイスカードとも?りケーフソレの十安統Ji1去をカえします。

(1)右図は、プリンタインタフェイスカードをI10ポートのスロ ッ

ト2--a干に装着した状態を示しています。

(2) フロリンタの{弓むーケーブルをインタフェイスカードのイ日サターミ

ナノレに絞統します。ケーブルのコネクタは右プiどちらを)-1J ~、て

もかまいませんが、岐続の際、ブj向'1''1:がありますので注なして

ください。(j主)J向の持続はできない+梓泣になっています。)

(3) このコネクタの左右にあるプ〈にケーブノレ付属のネジを通して、

しつカか、リとネジ 1止i

このネジ1止|上:めは、かならず行ってくださし、(ネジ lトーめ 2i市所)。

プリンタfWJの絞統については、件プリンタのlfx'..Ji.k~、 ιt， IIJJ;I::を参

JH~の_ L、行っ てくだ.さい。
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コン ビュー タf灸た[i

図 3-6

その他のオプションデノ〈イスについても、スロ ット1、 3 または 4 砕を )IJ い、この節の，HíIIJJ にN'~ じてlL しくセッテイン

グを1j-ってくアごさ l¥ 0 





データレコーダMZ・lT02の概要

この章では、 MZ-2200用別売データレコーダMZ-1T02の概要、取り扱いについ

ての説明が述べられています。

仁hapter

4 
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データレコーダMZ・lT02各部の名称、

-投影図

データレコーダ
コントローノレキー

-背面図

カセット部

EJECTキー テーフ。カウンタ

図 4-1

l II III III I II I III I II III I I I III II II II 
!II I II III II II III I I II I II I II III II III 
lII I I II I II I II III I II III I I I III II I III 
|II III III I II II III II III I I I II I II I III 
|11 I111111111111 I 11111111111111111 

| |  

戸弓
電源ケーブル 信号ケーブル

図 4-2



4.1 MZ-2200とMZ-IT02の接続方法

MZ-IT02をパーソナルコンビュータMZ--2200に接続するには、 J大のー子}I民に従って正しく行ってくださ1"'0 

STEPl 

MZ--2200の電源スイ ッチが 「切」の状態になっていることを

砕主忍し、 MZ-2200背面に設けられたテ守一タレコー夕、、電源端子に

MZ-IT02の這源ケーブル (MZ-IT02背面より 111I1ています) と

接続します。

STEP2 

次にMZ-2200の背面に設けられたテ、.ータレコーダ信号端子に

MZ-IT02の信号ケーブル (MZ-IT02背面より出ています) を

接続します。j;)~1:.で按統は終わりです。

これらケー7'ル矧を按続の際は)jluJ性がありますので注意し

てく fごさい。

ケーブルの取りはずしについて

MZ-2200システムを使用中はデータレコーダの電源ケーブル、

信号ケーブルをはずきないでください。各種エラーの原凶とな

ります。

常にデータレコーダは接続されている状態にしておいてくだ

さし、。

午寺にケーブルの耳又りはずしが必要となったときはケーブルに

設けられている両側のスト ッ八2を押さえながら抜いてください。

MZ-2200背面

MZ-IT02電源、ケーブル

同
MZ-2200式r・ー υVF弓.月j

MZ-IT02信勺ケーブル

45 
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4.2 データレコーダコントロールキー

カセット部の下にある3{I占!のキーおよびテープカウ ンタの トーにある 1{I川のキ-， ;n・411占|のキーはデータ レコーダコント
→ルキーです。(1主14-1参)!(i)

これらのキーの機能は次のj必りです。

同日 カセソトテーフのをき泌しをい (LEDランフ川]します)

!日FF i カセ ソ卜テーフの'1'込リ を行う (LEDランプが1，'iJrします)
L一一一__j

I.STOP |園山 I ... ...... ... 1-'/.11'.する

L子ヨ カセソ卜の/11，山のためのイジエクトをい

これらのコントロールはコンヒュータの創刊:モード とは関係なく実行できます。

il';!cみJ山|

テ一フ力ウン夕のイ右i償横.のホボ.夕ンはカウン夕リセ‘ツソト用でで、す。

カセ ットテーフへのデータの出:き込みや、データの;b'cみ:11，しはソフトウェアによるオートマテ ィック コントロールにな

っています。

BASICインターフ リタには、フ ログラムテキス トの出:き込みιノ ih'eみ1111，しはSAVE、LOADコマンド、データフ ァイルの

' 1 1 : : き j込み〆 i1先み 11 1 1，し はPRINT/T 、 INPUT/T ステート メントによ っ て1' 1 到J(I~) に行わiLます。 また、件システムソフトウェ

アには必ず芹き込み討tみlI'rしのイ ンス卜ラクションがfJ日jわっています。

ご注意

日72み込みや存き込み副作をスト ップキーにより強制中 11.ー させる場介は必ず創作|非J~fì後 2 秒以ー ト.の間l í r'f.i をあけて操作して

くだ、さし、o ，~;~重力{'pにより EJECTi機自伝か、 きかなくなる ことカずあ リますの

4.3 カセットの取り扱いについて

カセット[)'.Iの鉢音、十呼Itヘッ トがpjれますと正確なテー タの鉢庁、 十与11'ができ ません。

1ケ)'jにイ支耐除をする ようこころがけて ください。 有刺il阪のクリーニングテープをイ史JIJすると似不1]です。



MZ・2200のハードウェア構成

この章は、 MZ-2200のハードウエアを次の各セクションで概説しています。

.MZ-2200システムダイアグラム

.メモリ構成:メインメモリとIPL、v-円AMとの関係

.8255の信号系

.8253の信号系

.PIOの信号系

.MZ-2200本体およびデータレコーダMZ-1T02の全回路図

ただし、この章の内容は参考データであり、内容についてのお問い合わせには応

じかねます。

Chapter 

5 
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5.1 MZ-2200のシステム夕、イアグラム

図 5-1にノマーソナルコンビュータMZ-2200と専用データレコーダMZ-IT02のノ、-ドウェアシステム構成を示します。，

フレーム
アース

リセット
sw 
IPL 
リセット
sw 

電源スイッチ

+15V 
+12V 
+5V 
-5V 

GND 

Z-80A-PIO キーボード

クリスタル

CRT 
ディスプレイ

φ 

8MHz 

メインメモリ

RAM 

64K bvtes 

白黒
ディスプレイ
接続周
DIN端子

カラーCRT
ディスフレイ
接続用
DIN端子

NO.I-NO.4 

スピーカ

+
5
V
-
E
-
'
 

+
ロ
V
1合
V

+
日M
V
1
-
v

G
N
D
I
B
-
v
 

MZ-2200 

デ‘ータレコーダ

電源端子

1-' データレコーダ
I I 信号端子
I ， 
I I 
I I 

! L-f竿宅ててフソヒ)
L 一一一一ー一一一一一一一一

MZ-IT02 

I L_  

L一一

カセット
コントローJレ
回路

図 5-1 MZ-2200システム・ダイアグラム
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5.2 メモリ構成

5.2.1 IPL動作時のメモリマップ

MZ-2200の屯i原スイッチを ONにしたfI寺、あるいは IPLリセ ットスイ ッチを抑したli寺もしくはフcログラムによって(た

とえば BASICのBOOTコマンドの災行)補助フログラム IPLがスタートする場合、 MZ-2200は、 図 5-2に示すメ

モリfj'，存成をとります。

アドレス

S 0000 

ホ07FF 
BOOT ROM 2K bytes 

イニシャルフ。ログラムローデイング

に 外部システムプログラムファイル

お8000

RAMフーロック 1

(32K bytes) 

一1-'・ h'，h 』-【

~ FFFF 

図 5-2 1 P L動作時のメモリマップ

BDち、 IPLフ。ログラムを子、子つ2Kノ〈イトの BOOT ROMカずアド レス $0000 -$ 07FFに、メイ ンメ モリ64Kノ〈イト

のうち前半の32K ノ〈 イト の RAMエリア(以後RAMフロ ック 1 と II 'Y~);')がアドレ ス$ 8000 -$ FFFFに設定されます

(後半の32Kバイト RAMエリアはCPUから切り離されていた状態にあります)。この状態で IPLはカセ ットテープフ

ァイルまたはディスクファイルからアド レス$8000以降のRAMエリアへシステムソフト ウェアのイ ニシャルローデイン

グを'長行します。

イニシャルローデイングを終えるとシステムは、メ モリ桝1&をノーマルステー トに変え、そのア ドレス$0000へコント

ロールを移します。
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5.2.2 ノーマル時のメモリマップ

IPLによるシステムフuログラムのイニシャルローデインクーを終fすると、 MZ-2200は図5-3に示すメモリ構成をと

ります。

アドレス

$ 0000 

お8000

$ドFFF

システムソフトウェア

RAMフeロック1

RAMフーロック2

図 5-3 ノーマル時のメモリマップ

システムソフトウェアは、前記の IPL動作時にRAMブロ ック1の先頭アドレス$8000からロードされますが、ノー

マルステートへのメモリ i構成の変換によ って、 トー図のように、システムソフトウェアがストアされたRAMブロ ック1の

アドレスは、$OOOO~ $ 7FFFとなり、 RAMブロ ソク2が、$8000 ~ $ FFFF の各アドレス空間を占めるようになりま

す。このメモリ構成の変換il'f後にCPUのリセ ットがかかってアドレス$0000日IJち、システムソフトウェアの先頭からプ

ログラムが実行されます。
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5.2.3 V-RAMアクセス時のメモリマップ

メモリアドレスの切り怯えは、 V-RAMアクセス|昨に も行なわれます。

V-RAMアクセス時のメモ リアドレスの切リ杯えはキャラクタまたはグラフ ィッ クのし、ずれかを，;:rr;}バすることによ って

行なわれその|療のメモリマップは、それぞれ呉なリます。

すなわち、 V-RAMキャラクタを選択した場合、図 5-4にノJ'すようにRAMブロ ック3の4Kノ〈イト($DOOO-$ D 

FFF)をアドレ ッシング空間からはずして、そのかわりにV-RAMをアクセス状態とします。したがってもしぶIJ'フ、ログ

ラムまたはテボータカヘ RAMフロック 3にあるI必介は、コントロールカfできないことになリます。 V--RAMグラフィック

を十!?定した±易イヤ、|濁5- 5に乃ミすようにRAMフロ ック 3の16Kノ〈イト($COOo-$ FFFF)をアドレ ッシングυ;すりから

はずし、 V-RAMをアクセス状態とします。

メインメモリと V-RAMのアドレス切り {与えはPIOのA7ホ'ー卜によ って'たij'さh、またキャラクタとグラフ ィッ クの

切り訴えは附じ くPIOのA6ポートによ って'Xij'されます。さらにグラフ ィック RAMのページ 1、ページ2及びへージ

3の切り杯えはOUTポート$F7によ ってjためられます。

(64Kbytes) 

$(l()OO 

RAM 

フ、 ロ ック 1

(32Kbytes) 

RAM 

フ、ロック2

(20Kbvtes) 

RAMフ、ロック 3
( 4 Kbytes) 

RAM 
フ、ロ ック4
( 8 Kbytes) 

S7Fドド
S~OO() 

F

O

 

F

O

 

F
り

C

D

 

立

叫

戸
、
}

SI)ドドド
SEO()() 

SFFFド

* マシ ン山でのV--RAMキャラクタ
アクセスフ ロ グラムは

RAMフロ ソク1、2また (土4(こ

へれ る Lの とし土寸ぺ

SI)()()(l 
ー

V-RAM qd e
 

ふ
E
L‘、
・
3
 
K
 
つ』(
 

SD7FF ニ干 ，γ ラ 7 9 ー

図 5-4 メインメモリと V-RAlVI (キャラクタ)のアドレス切り替え
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$0000 

S7FFF 
S8000 

SBFFF 
$COOO 

SFFFF 

(64Kbytes) 

RAM 

フ"ロ ック1

(32Kbytes) 

RAM 

フ。ロック 2

(16Kbytes) 

RAMブ‘ロック 3

(l6Kbytes) 

V-RAM 

Graphic 1 

Page 1 

*マシン副でのV-RAMグラフ イyクアクセスプログラムは

RAMフ'ロック1または 2に入hるものとする。

V-RAM 

Graphic 2 

Page 2 

V-RAM 

Graphic 3 

Page 3 

16Kbyts 

図 5-5 メインメモリとV-RAMグラフィックのアドレス切り替え

V-RAMグラフィックの名称、について

このマニュアル内でのV-RAMグラフィ ックのぞ干名称は傑f'V'，BASIC他J'lJ時にはおのおのーI，'，lc名称に対応します。(標準

BASICとはBASICインターフ。リタ MZ-1Z001およびMZ2Z001のことです。)

マニュアル内での名称、 標準BASIC使用時の名称

V-RAMク的ラフィ ックBLUE V-RAMグラフ ィッ ク1 (ページ 1) 

IJ RED 11 2 (ページ 2) 

11 GREEN " 3 (ページ 3) 



V-RAM (キャラク夕、グラフィ ック)の山

$ 0000 

$07CF 

V-RAM 
キャラクタ

白黒

ディスフ。レイ

(Option) 

$ COOO 

$ FE7F 

「一一一

V-RAM V-RAM 

OUTポートF6で
切り伴え

カラーディスプレイ

(Option) 

j主〕 フ。ライオリティとは、カラー (i列〕

テーィスフ。レイ_1.:.，ニキャラクタと

グラフィ ックの車ね合わせ表示

を行なう場合、両データを同じ

場所に表示する!í~~、どちらのデ

ータを優先してお去するかを決

めるものです。

図 5-6 V-RAMと白黒ディ スプレイのつながり

OUTポートF5で切り作え

(フ。ライ オリティおよび

キャラクタの色指定)

プライオリティ 表示

キャラクタ~c 
ク'ラフイソク地ヂG

V- RAMアドレスと白黒ディスプレイ上のs該当{\'(jif.: との関係を~1 4 -7に示します。

く1> V -RAlVIキャラクタ

$ DOOO $ 0027 $ 0000 $ 004F 

251i 25 fj-

$03CO $03E7 $ 0780 $07CF 

40キャラクタ表示モード 80キャラクタ表示モード

く2> V -RAlVIグラフィック

$ COOO $ C04F 

$ FE30 $ FE7F 

図 5-7 V-RAMアドレスと白黒デ‘ィスプレイ
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グラフィ ッ ク用 V-RAM の入tI'， 力制御は、 OUT ポート $F4、 $F5、 $F6および、 $F7にtI~力するテーータによ ってお

のおの、次のように制御することができます。(表中のOはロJを、 ×は不可を示します。)

くポート $F7>

グラフイッ クエリアの切り伴え

表 5-1a

ポート$F7への出力データ V-RAM (BLUE) V-RAM(RED) V-RAM (GREEN) 

。。 × × × 

01 。 × × 

02 × 。 × 

03 × × 。
F7 (16;1U =247 (lO.i生)

ここで o V-RAM恥i送(データの読み什11し/古:き込み)可
x V-RAM'I!J~J:ß.(デー タ の五先み，'IJ，し/書き iムみ)イ~riT 

V RAM (グラフィッ ク)に対して転込を行う場合、 IjiJ時に 2つ以 1'-のV RAMを折定するとハードトの破壊を生 じる

場介があるので、十J乙のよう、かならずグラフ ィッ クエリアグ川、ずれか 1つのV-RAMのみを選択するように配J.iIT.されて

います(したがってソフトー卜J誤って、このポートにデータ04をJjえても、 B.C転送可とはならずR・G・B共転送不ロJ

の状態とな リます)。

(具体{列) $F7ポー トに02HをilUJして、 $COOOに01Hを格納したとすると、 V-RAMグラフ ィッ ク (RED)十ーの

SCOOOに01Hが恥~.ill.されます 。

〈ポート $F6>

V-RAMグラフィ ックデータの(I~r. ijlil而へのilii ;;l.{'ì-わせ表示およびR.C.Bのデ ィ スプレイ表示選択

表 5-1b

ポート$F6への グラフィックデータの臼 V-RAMグラフイックのディスプレイ表示

出力データ 黒画面へのEね合わせ BLUE RED GREEN 
。。 × × × 

01 。 × × 

02 × 。 × 

03 。 。 × 。
× × 。04 

05 。 × 。
06 × 。 。
07 。 。 。
08 × × × 

09 。 × × 

OA × 。 × 

OB 。 。 × 
× 。c × × 。

OD 。 × 。
OE × 。 。
OF 。 。 。

F6 (16;並)= 246 (lO;i並)

(H-体{列) $F6ポー トに06H を I~IUJ したとすると、カラーディスフ。レイ止jこV-RAM グラフィ ッ ク (BLUE) のデー

タは表示されず、 V-RAMグラフィ ック(RED)、(CREEN)のデータがディスプレイ表示され、その表川

されたテぃー タが(J烈ディスプ レイ幽面上にキャラクタデータと屯ね台わせて表示されます。
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〈ポート $F5>

キャラクタデータのカラーディスプレイ画面上への重ね合わせ表示、キャラクタデータの色}制選択およびキャラ クタと

グラフィックの-III~ テvータが表示匝|而上重なった時に、どちらの色調を優先するかを選択(プライオリティー)・・・第 5 - 6

図の(泣け参照。

表 5-1c

ポート$F5への キャラクターの色調
色調

IjJ， )Jデータ
7"ライオ 1)ティー

BLUE RED GREEN 

。。 × × × w_ 

01 。 × × F同毛主

02 × 。 × 赤

03 。 。 × 止ーtニ

キャラクタ 。 <<:i 04 × × 

05 。 × 。 ノk色

06 × 。 。 t，'( 

07 。 。 。 F I 

08 × × × 

09 。 × × 1与'1え

OA × 。 × 

OB 。 。 × d 三氏1:0. 

OC 
グラフ ィッ ク

× 。 をみ× 

OD 。 × 。 ノド色

OE × 。 。 I!'( 

OF 。 。 。 r I 

F506進)=24500.;主)

(注)プライオリテ ィをグラフ ィッ クfJllJにj笠択し、パックグラン ドとキャラクタの色調選択を111]--にするとカラーデイ

スプレイ匝ITIII_l-_へのキャラクタデータのお云はされず、グラフィックデータのディスプレイ表示のみとなリます。

くポー ト$F4>

カラーディスフ。レイ岡山(IIのノ〈ックグランドの色，u，'i]J]f羽〈

表 5-1d

ボート$F4への パ ックグランドの色調

出)Jデータ
色調

BLUE RED GREEN 

。。 × × × 1_t1_ 

01 。 × × IJ 

02 × 。 × 

03 f、，~、) 。 × Aヲ!;了Fミ

04 × × (コ 主Jc

05 。 × 。 !J，色

06 × 。 u こJ)'l

07 。 tfeJ 1 。 r I 

F4 (16.;住)=244 (lO_;正)
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ふ3 8255，8253およびPIOの各信号系

、の節では、凶路中で重要な役割りを果たしているコント ローラ、8255、8253、PIOについてそのコントロール内特

正信号系を解説しています。各 1Cは次に示すように、 CPUの入出力ポート $EO-$EBを介してアクセスされます。

表 5-2

CPUの入出力ポート コントローラ 各ポートのサービスモード

$EO PA :出力

$El P13:入力
8255 

$E2 Pc :出力

$E3 モードコ ントロール

$E4 Co :モード 2 (16ビット・レート ジェネレータ)

$E5 Cl モード 2 (16ビット・レー トジェネレータ)
8253 

$E6 C2 :モード 2 (16ビット・レー トジェネ レータ)

$E7 モー ドコントロール

$E8 A:出力モード 3 (ビットコ ントロール)

$E9 モー ドコ ントロールA
PIO 

$EA B:人力モー ド3 (ビットコントロール)

$EB モー ドコントローノレB
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8255まわりの信号系5.3.1 

フCRTディスフ。レイのリノ〈ース、オートカセットコントロール、8255 (programmable peripheral interface)は、

サウンド発生用ソースノ勺レスのm力のそれぞれ制御を行ってい

|ヌ15-8は8255まわりの信号系をまとめたものです。表5-3に各ポートのコントロール内容を示します。

ブート/ノーマルのメモリ切替え、ランクコントローノレ、

ます。

8 

IRD 

IWR 

m
i
m
 

Al 

AO 

RD 

WR 

RESET 

8255 

PA 

PC 

7

6

5

4

3

2

1

0

 

7

6

5

4

3

2

1

0

 

8255CS 
CS 

PB 

今

'

nb

F

b

4
・

q
d
?
M

胃

A

n

u

カセットコントロール

APSS-P 

APLAY 

AREW 

STOP 

PLAY 

FF 

REW 

WDATA 

REC 

KINH 

OPEN 

RDATA 

TREADY 

WREADY 

TAPE END 

VID 

VGATE 

Blank 

SOUND 

ディスプレイ
コントロール

サウンド
コントロール

BS 丁目PLリセ γ トSW.へ)

NST(メモリコントローラへ)

PIO 
PB7 

8255まわりの信号系5-8 図
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表 5-3

ポー トA (ポートアドレス=$ EO) 

ポート端子 アクティブ. コントロール内容 イ言号名

PA7 L フ。ログラムE頃tlJ，し (APSS)の$仙i(カセ ット) * 1 APSS-P 
PA6 L 巻き戻し終了11寺の自動再ノ1:: (カセット) * 2 APLAY 
PAs L 再生(鉢音)時の 内勤巻き戻し (カセッ ト) * 3 AREW 
PA4 L 表示曲面全体のB/Wを反転させる (デ ィスプレイ) VID 

PA3 L カセットの量}J作停止 ((__j一一 ) STOP 

PA2 L カセ ットのPLAY ( ~ー ) PLAY 

PAl L カセ ットのFF (l_f一) FF 

PAo L カセットのREW (-l_fー ) REW 

ポー トB (ポートアドレス=$ El) 

ポート端子 7ク子ベブ コントロール内容 信号名

PB7 L カセ ットPLAY中の |BREAK|キーの検/1'，

PBti カセ ット読み出しデータ RDATA 

PB5 L カセ ッ トがセ ッ 卜されてい る状態 TREADY 

PB4 L 書 き込み可能状態(ライトプロテク卜 143リブ有リ)(カセッ卜) WREADY 

PB3 L テープ動作中信号 (カセ ット) TAPE END 

PB2 

PBl 

PBo H テイスフ。レイ のフ"ランキング1tIJ山j Blank 

ポー トc (ポートアドレス=$ E2) 

ポート端子 アクティフー コントロール内容 信号名

PC7 カセットへの書 き込みデータ WDATA 

PC6 L REC 待機 (PLAY~ー で WRITE 状態) REC 

PC5 H FF、REW、STOPの各キ一人力を祭止 KINH 

PC.t L EJECT動作(l_j一 ) OPEN 

PC3 L IPLスター卜 BST 

PC2 サウンド発作用ソ ースノfルス/1'，)J SOUND 

PCl H メモリをノーマル状態とし$0000スター卜 NST 

PCo (Lに国定) VGATE 

補足説明

* 1 APSS-P FF、REW以外のモードの|僚にこの入)Jを工'とする(約40ms)→ PLAYソレノイドがONする (テ
ープ ・セ ット状態でなければONしなL、)→ FFλはREWを工'にすると APSSモードと なります

(ヘッドとテープがタッ チ、 ピンチ ローラとテープはタッチしない状態にて、 FF又は REWとなり

所開のファ イルをす早 く採し出すことができます。

APSS-Pを 'L・にするとOPENソ レノイド はONしません

FF(or REWl i一

APSS=Automatic Program Search System 

* 2 APLAY H .. .... テ ープ巻き戻 し終 f 時にスト ッ 70~犬態となりま す。

L......テープ巻き戻し終了11寺に一度ストップ状態となり、自動的に4FjJt:( PLA Y)状態となります。
* 3 AREW H... .. ・テ ープ再生 (PLAY) 又は録丘中にテープエンドにきた時スト ッ 70~犬態となリます。

L......テーフ手写生(PLAY)米は録音中にテープエ ンドにきた時一度ストッフ状態となり、自動的に

巻き反し (REW)状態となります。

早送リ(FF)終了11寺は AREWに無関係にス トップ状態と なります。



59 

5.3.2 8253まわりの信号系

8253 (programmable interval timer) は、そのカウンタ #0、#1、#2で内蔵時計の役割りを果しています。

カウンタ#0、#1、#2とも mode2 :レート・ジェネレータ (rategenerator)として使用し、いずれも16bit バ

イナリカウンタです。

カウンタ #0は、 31.25 kHzの人力ノ勺レスをカウント し1sec毎にOUTOにノ勺レスを出力します。カウンタ#1はその

ノマルスをカウン卜して、 12h毎OUTlにノ勺レスを出力します。カウンタ #2は、そのパルスをカウントして O、 1を手桑り

返し、 AM/PMのフラグの役割りを果たします。凶5-9参照。

8253 

OUT2 

カウンタ

~ 2 
GATヒ2

CLK2 

OUTl 
カウ ンタ

GATF.l 8 I D，i # 1 
Do CしKl

OUTO 
カウンタ

# 0 GATEO 

CLK(¥ 31. 25kHz 

図 5-9 8253まわりの信号系
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5.3.3 PIOまわりの信号系

Z80A-PIO (parallel input/output interface controller)は、キー ボード、スキャン用ス トロープ信号の出力、キーデ

ータの入力、キースト ロープをlowにする操作、およびV-RAMのアドレス切替え、 40キャラ/80キャラモー ド切替えコント

ロール信号の出力を行います。

図 5-10は、 PIOまわりの信号系をまとめたものです。次表に各ポートのコントロール内容を示します。

87 8 
キーデータ

1・ノ， 旨データパス
入力端子

DO 
(8ポート)

84 

83 
くくAA O 1 

82 C/D SEL 

Bl 

80 I PIO制御
くBIORQ

BRD 

SEL V-RAM A7 くくPIOCS 
ADR. C/G A6 PIOl¥11 

SEL 40キャラ/80キャラ CH80 A5 

A4 

キーストロープ 日+5V}
II'.)J J.出'子

A3 
(12ポート)

A2 
IZNET O 別込み制桂1

I

Al 

AO 

φ 

図 5-10 PIOまわりの信号系
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表 5-4

ポートA (ポートアドレス=$ E8) 

ポート端子 アクティフ" コントロール内容 信号名

Ai H (キャラクタ$DOOO ~ $ D7FF、グラフ ィッ ク$COOO ~ $ FFFF)のアド DISP 

レスを V-RAMに切?キえ ます。

Ao H V-RAMキャラクタをアクセスします(L: V-RAMグラフィ ックをアクセス) C/C 

As H ft!fI而を80キャラクタモードとします(L: 40キャラ) CH80 

A4 L キース トロープ伝ー号を全て Lにします。

A:3 

A2 
キーボードスキャン肘ストロープ信号の出力

Al 

Ao 

ポートB (ポートアドレス=$EA) 

ポート端チ アクティフ. コントロール内容 信号名

B7 

B" 

B5 

B4 

B:I 
|キーボードスキャン刷データ入力(負論理)

B2 

Bl 

Bo 
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キーボー ドスキャンのストロープ信_I/~. とビットデータの関係を表4-5に示しています。

キーストロープ信サはPIOのポー トAのA3-A。から出力され、マルチプレクサ159によってキーマトリクスの12端子に順

番に山力されます。表の右端の欄がそのキースト ロープOH-BHを分類しています。(CH-FHは無効)

PIOのポート Bに入力されるビットデータが列に示されています。

たとえばキース トロープ JI 6 "のとき、ビソトデータが 11F7H川であれば、ビソ ト3に対応するキ一、 即ち 囚キーが

押されていることが判別されます。

表 5-5 キースキャニングのスト ローブとビットデータ

Eレジスタ キー
ビットデータの各ビッ ト(負論flH) キー

土Ji'r4ビ・ソトモード数 。 1 2 3 4 5 6 7 ストローフ'
F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 。。
Fg FlO 8 9 。。 • + - 1 

1 。 1 2 3 4 5 6 7 2 
1 
百 [SPACE) [ CR J 仁E 亡巳 仁日 仁日 面E 3 

B Ib c Ic o Id E e F I f 4 
メー+ チ 白 コ|や ソ|・ シ |凹 イ|ィ 回 ハ |日 キ 田

2 Klk Mlm N In 010 3 5 
ク団 ニ|田 マ|目 ノ|圏 モ|￥ ミI[司 ahL P I P Q 1 q B_J ~ s 15 T I t U 1 u v Iv 6 6 セ 固 タ! 日 ス| 田 ト|巴 カ目 ナ|目] ヒ 1・テ|日3 
Xlx vlv " 11 ? l't 7 
サ. ン |田 ツ|回 r、 ヲ ロ|ι ネ π。- 2 111 3 1# 4 1$ 5 1% 6 1& 7 1 ' 8 

4 2 
ワ ヌ | フ | ア| ァ エ|エ オ| ォ ヤ|ャ

9 1 ) : 1米 ; 1+ @、
9 

ヨ| ョ ケ レ ホ ~ 

4 ] I } 匝画 EE A 
5 ム I j 

特殊キー ~ [SFT LOCK] [SHIFT -) 回 B 
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- キ一割り込みを行うために

PIOをプログラムすることによってキ一割り込みコントロールを行うことができます。次に示すプログラム例は巨包

キーか押された時、 CPUに割り込みをかけて、コントロールをブレーク割り込み処理ルーチンへ移してやるものです。こ

こで各条件は、次のそれぞれの値を例にと ってみることにします。

PIO・・・・・・・・・・ビット制iifllモード (モード 3) とする

CPU :，~ll り込みモード・・・・・・・・・モード 2 、ベクトル割り込み(従って I レジスタには害IJ り込み処理ルーチンのアドレス

テーブルの上位8ビットがセットされなければならない。)

メモリ上のブレーク剖り込み処型ルーチンのスタートアドレス・・・・・・・・・$5080番地

メモリ上のブレーク剖り込み処現ルーチンのスタードアドレステーブル...••• ••• $ 3370番地(従って $3370番地に80H、

$ 3371番地に50Hがストアされなければならない)

LD A， 33H 

LD 1. A 

1M 2 

LD HL， 5080H 

LD (3370H)、HL

LD A， 70H 

OUT (EBH) ， A 

LD A， CFH 

OUT (EBH)， A 

LD A， FFH 

OUT (EBH)， A 

LD A， 97H 

OUT (EBH)， A 

LD A， 7FH 

OUT (EBH)， A 

IN A， (E8H) 

AND FOH 

OR 13H 

OUT (E8H)， A 

1 CPUC7)害IJ同みベクトルレジスタ Iを仰とする

I CPUの'，Ifl]リ込みモード 2をぷ定する

1メモリ上のブレーク害IJり込み処理ルーチンのアドレステーブル$3370番地に、アドレスS
J 5080番地をセ y 卜する

1 ~.I_O に割り込みベクトル70H ($ 3370の下位8ビ yト)をセソ卜する(転送データ70Hの
j最ー問ビソトが 11 0 1Iであるのでこの設定が行われる)

)pmート Bをー 3 (ビソ卜制御モード)とする

) PIOO);f，-トBをすべ川ポートとする

jドドH同存拘削与引判|リ川l
)匝函函ト…のビU山ソバト…テ←円一イ夕 7川 を戸マ切スげク幻μとμし山ソトす材る

キーストロープ信一!せを"3 11にセットする。ストロープゲートはPIOのA4ポートを"H"

にすることによ ってオープンされる

I記のモードセ ソティングを実行した後は、 直司キーを押すことによってテーブルSお70番地が参照され、コント

ロールが、 $5080番地へ移されます。ブレーク訓り込み処埋を終えて、害1]り込みがかけられた筒所からメインプログラム

を実行再開するには、 RETI命令を実行させればよいことになります。
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5.4 MZ-2200回路図

この節で・はユーザの参考のため、 MZ-2200本体とデータレ コーダの全凶路を次の順に掲載しています。

.MZ-2200本体の回路閃

(1 J CPUボード・ブロ ック 1: CPUイ言号系

(2J CPUボード・ 7"ロック 2

(3J CPUボー ド・ブロ ック3: 8255 、 P10信~.j・系

(4 J CPUボー ド・フザロック 4: RAMフ'ロック

(5J CPUボード ・ブロ ック5(各端-[-表)

(6 J 音声増幅同路部

(7J グラフィ ックボードコントロール部

(8J グラフィックボードRAMブ、ロック

(9J 電源回路

(10J 拡張1/0ポートユニット

.データレコーダMZ-IT02回路図

.D1N端一子の信一号配置

MZ-2200背面より見たD1N端子の信号配置を参考のためド凶に示します。

BLUE NC 

GREEN RED NC NC 

NC NC Video 

Vsync Hsync Sync 

GND GND 

カラーディスプレイ端子 白黒ディスプレイ端子

図 5-11



G SEL 81.1 

図

日
・
]戸
N

何
回V
弓
洗
!
?
，
〔
同

AI3 

合
一司
間
前
中
湖

。C椅
lZ90D02 Aア

"'6 

IWR 

ICI2 IC 12 
S04 S04 

RESET 

B UN S MR Q1 ・・ • 1 ~1ZQ ;口 E3・二Zごご DDe7 117 

05 

~ 

03 

02 

01 

。，

A7 

a
u

民
l

w

a
匂

胃

U

4

ζ

1
t

A

A

A

A

A

A
 
AO 

。〉
c.r. 



66 

I k 
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CN6 - CPU UNIT 
CN2 一一ー GRAPHIC UNIT 

一...fil GNO r-
GNO 2 ~ 

GNO 3 ，.... 
GNO ~ GNO 1""" 

GNO 6 田

+12V 7 同園圃

+12V 8 ~・
+5V 9 国・圃

+5V 10 
+5V 11 F園田

+5V 12 
-5V 13 回圃

-5V 14・ri5
03 

-圃圃圃

... 
16 02 

01 18 
17 04 

一19 05 
00 20 回・・・

，.....- 21 06 
22 ~ 

00 
07 

23 岡田・・・・ ¥一一一ノ2
一24 尼5 02 

。1
一03 26 IZヨ 04 
一

岡田・

28 
尼5 06 05 - 30 r3i 08 

07 
回・・

32 回・・・
OA 

09 
33 ー

1 
34 
戸3-5 Oc 

OB 
田園圃

00 36 f37 16M 回・・・・

F4WR 38 - 39 G 5e! 
ー~ GOUT 

QG 
ー同市eoQ HI4 ~ H5ynC 
一H bRan K FI4 4 

451 Vblan k ー
一V sync 46 

47 Vid 
圃園田・圃Vgate 48 ロ5 blan k 

BMREQ 50 F園田
BRFS H 51 F園田 一

~三~ BRO I 
I BWR 

CN 7 

|HH卜OOココ|l| | - 5 V +12V 

+iO I+ SV 
GND 

12V 

SOUND 

C 31 C 32 C33 

100...，/ 16V X 3 

図 5-16 CPUボード(5):端子表 図 5--17 音声増幅回路部
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CN 1 ① 

CN 1⑤ BLUE 

⑤ RED 

@) GREEN 

56・一一一ーι~ Vblank 

551一一一一一一ニニ~ HblankF 

54L・ i

----1 DlonK 

531=一ー一一ニニ~BRFSH

~日高石

~GヨI

1 :10 
bADRck 1 

Vlync 

Hsync 

Vblank 

HblankF 

Vblank 

H blankF 

blank 

百育再百

百爾育百

Gsel 

F4WR 

146 
ADRCH 

R36 10K 
148 

RAS 1 

Vgale 
331 
---1 Vgale 

351 
VideoQH 

ー~149RAS Video QH 

QG 571~一
回一ー司I"G

58 

127 
AD。

16M(Clock) 16M 

61 

Vcc(+5V) 

IC 46 
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Goul 
281.，，-， 
Goul 

BWR 

r--GND 

IC40 
932 
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図 5-18 グラフィックボード コントロール部(1)
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付 S豪

付録には、 LH0080A(Z80A-CPU)およびしH0081A(Z80A-PIO)の各テクニカ

ルデータを参考のため掲載しています。(A.1とA.2)

A.3はMZ-2200の仕様の一覧

A.4には、 MZ-2200の取町扱いの注意、がまとめられています。

Appendix 
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A.l Z80A CPUテクニカルデータ

1.アーキテクチャ

Z-80A CPUの内部構成のブロ ソク凶を閃 1- 1に示す。 この間はCPU内部のT要な部分を示している。 それぞれについては以

下の説明を参照されたい。

システム
制御パス

A
I
l
-
-
-

ム
I
l
l
--

ふ
I

l

-

-

-5V GNDφ 

図 1-1 Z-80A CPUの内部構成のブロック図

1.1 CPUレジスタ群

Z-80A CPUには207ビ ットの1売みmし/ 古ーき込みメモリがあり、プログラマによ って作意にアクセスできるようになっている。
|刈 1-2にこ のメ モリの自己タIJをイミす。 これらは161問の 8ビ ッ ト・レ ジス夕 、 41出の16ビッ ト・レジスタから Il足っている。

Z-80Aのレジスタはすべ てスタティ ックRAMで構成されている。

611古|の汎用レジスタがそれぞれ2セ y 卜同意されていて、これを単独の 8ビット・レジスタとして使別してもよいし、対にして

16ビット ・レジスタとして用いることもできる。

2セ ッ トあるアキ ュム レー夕、フラグ・レジスタについても同様ーである。

専用レジスタ

1.プログラム・カウンタ (pc)

プログラム・カウンタは現在実行'1'の命令のメモ リ・アドレス16ビ ットを保持し ており、 CPUはPCで示されるメモリ・アドレ

スから命令をフェッチする。

このPCはその内容をアドレス線に送り出すと、インクリメンタにより PCの値を自動的に+1する。 プログラム ・ジャンプの場合、

インクリメンタは動作せず、新しい値が直接PCにセ ッ 卜される。

2.スタック・ポインタ (sp)

スタック ・ポインタは外部RAM上のスタ ック領域のそのHι点での最~トイ立のアドレス16ピ ソ卜を保持するものである。外部スタッ

クはLIFO(Last-in， First-out) ファイルとして+再hX:される。

データはPUSHおよびPOP命令により、 CPUの指定レジスタからスタ ックへ、またスタ ックから CPUの指定レジスタへ転送される。

データのスタックからの取り出し (POP) はーー需最後に押し込んだ (PUSH) データから行われる。 このスタックは、多重レベ

ルの害IJ1) 込み、~，~限のサブルーチン・ネステイング、 あるいは種々の形のデー タ J栄作などを簡単にする場合に有効である。
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主レジスタ・セ ッ卜 千南E力レジスタ・セ ット

アキュムレータ フラグ アキュムレータ フラク'
A F A' F' 

B C B' C' 

D E 0' E' 汎用レジスタ群

H し H' L 

割り込みlベストル Iメモリ・リRフレッシユJ 

インテ'ックス ・レジスタ IX

インデッ クス・レジスタ IY 専用レジスタ群

スタック・ポインタ SP 

フ。ロク'ラム ・カウ ンタ PC 

図 1-2 Z-80A CPUのレジスタ構成

3.インデ‘ックス ・レジスタ (IX& IY) 

イ ンデ ックス ・モード のア ドレ シングJliとして16ビットの悲ホアドレスを保持する 2個 の独立 したインデックス ・レ ジス タIX、

IYカfある。

このモードでは、インデックス ・レ ジスタはデータを，'1'，し人れす るメ モリ領域を指定するための基準アドレスとして使刑される。

インデ ック ス・アドレシ ング命令では、 このレジスタのl勺存に 1バイト のディスプ レイ スメン ト(偏位11克)を加算したf直が実効ア

ドレスとなる。 このfhHifl!:慨 は 2の補数の作り付・整数で 'j.えら れる。

このアドレ シング ・モードは干，fi々 のプログラム、とくに、データ ・テーブルを参照する といったプログラムな どによく イ史用され

る。

4.割り込みページ・アドレス ・レジスタ(1 ) 

Z-80A CPUには、書IJり込みに!必じてど の メモリのf立;r.:へでも、イン・ダイレクト・コール(間f妾サブルーチン・ジャンプ)で
きるモードがある。

この けがJのために、 Iレジスタが肘ぷ されていて、 間持アドレ スの 卜.位8ビッ トにこ のレジスタの内容が相 711する。下位8ビ ッ

トには、害1]リ 込みをかけてきたデバイスに対比、するアドレスが当てられる。 この方ー式によれば、割り込み処瑚ルーチ ンを動的に メ

モリのどこへでも配置でき、極めて h~\. 、ア クセス H初日j で・処開ルーチンヘヲI~ばせ得るという特長をも っ ている 。

5.メモリ・リフレッシュ・レジスタ (R)

Z-80ACPUはメ モリ・リ フ レ ソシュ ・カウ ンタを内蔵してい るので、 ス タテ ィ y ク ・メモリと I.;JじT軽さでダイナ ミック ・メ

モリをf史汁jで、きる。

この ビ ッ トのRレジスタは件命令のフェ ッチごとに 1'1重力的にインク リメ ン 卜され る。

Rカウ ンタのテ'ータは CPUカfフェッチした命イ?をデ コー ドし、 'X行している !日jに、リ フレッシュHJIJfarイ吉りーと 1，;)其}!してアドレス・
パスの トイ主に乗せ られる。

このリフレ ッシュのモード は、プログラマがとくに気をつかう 必弘iもなく 、また CPUの動作を遅 らせるものでもないという 特長

がある。 Rレジスタにテス トの I~ (lzJでプログラムによってデータを ロードす ることもできるが、普通はf吏刑 しない方がよ い。

リフレッシュの期間、アドレス・パスのI-_fl'':8ビットには Iレジスタの内存が出力する。

アキ斗ムレータとフラグ・レジスタ

CPUは 2キliの独立した 8ビ ットのアキ ュムレー タと、それと組み令わさ った 2k:llの 8ビ ットのフラグ・レジスタをも っている。

アキュムレ ー タは 8 どッ 卜 の ~}術、論J11!. i '~i í r~ìーの結果を保持する 。 一方、フラグ・レジスタは 8ビ ッ トあるいは16ビ ッ トの演算結

果の状態、た とえば結果がネょに下しいか丙か をセ y 卜する。

プログラマによ って 1つの交換命令をJIJ¥.、て、 アキュムレ ー タとフラグの刈(ペア)のうちどちらか使いやすいん-を選べばよい。
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;凡用レジスタ

2組 の対にな った汎用レジスタ群があり、それぞれ単狛で 8ビ ッ トのレジスタとして使用でき、また16ビッ トのレジスタ・ペア

としても使用できる。一方のセ ッ トとして BC、DE、HLがあり、他庁、 BC'， DE'、HL'のセ ッ トがある p

プログラムによ って、どのH寺点においても交換命令を用いてどちらかの側のレジスタ群を作業用として使用することができる。

システム内で高速の割り込み応答が要求される場合、この子法を使ってアキ ュムレー夕、フラグ類、汎用レジスタ群の内容を他方

へすばやく退避させてもよいだろう 。

1つの簡単な交換命令を用いるだけでルーチ ン問の移行ーが行える。

これにより吉Ijり込み、あるいはサブルーチン処理の期間、 レジスタの内容を外部スタックへ移したり、戻したりする必要がなく

なるので、割り込みサービス時間を大幅に短縮するのに役立つ。

これらの汎用レジスタ併は、どのような幅広い用途に対しても利用し得るものである。

単純なプログラム、とくにROMベー スのシステムなどで、簡単な読み山し/書き込みメモリが必要な場合に、汎用レ ジスタで代

用すればよい。

1.2 算術、論理演算ユニット (ALU)

8ビ ッ トの算術、論理演算命令はCPU内のALUで実行される。

ALUは各レジスタと内部ノ〈スとを擁続しており、それらの問でデータの送受を行う 。

ALUに関連した機能には次のようなものがある。

Add (加算)

Subtract (減算)

AND 

OR 

XOR 

Compare 

Shift Left， Right 

Rotates arithmetic， logical 

Increment 

Decrement 

Set bit 

Reset bit 

Test bit 

1.3 命令レジス夕、 CPU制御

(論瑚ー積)

(論理不ll)

(排他的論理J日)

(比 車交)

(た、右シフト)

(算術的、論理的ローテイト)

(インクリメント;+ 1) 

(テmクリメント;- 1) 

(ビ ッ ト・セ ッ ト)

(ビ ッ ト・リセ ッ ト)

(ビット・テスト)

各命令はメモリから読み出されてきて、命令レジスタに保持され、デコ ー ドされる。制御部はこの制御を行うとともに、 レジス

タ群からのまたはそれら への、データの読み込み、書き 出しに必要な制御信サを発生している。

さらに、 ALUの制御信号や必要な外部制御信号を作り 11うす。
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2.端子説明
Z-80A CPUは標準烈40ピン OIPノfッケージに納められている。 入，'1'，力端 f配出':1ヌlを|ヌ12-1にノjえす。以 1'.にそれぞれの機能を

説明する。

Ao-A!s 

(アドレス・ノ〈ス)

00-07 

(データ・パス)

M， 

27 30 
M， 

31 
A。

19 32 
A， 

MREO ，A2 

IORO 
20 33 

A， 
システム制御1RO 21 34 

A‘ 
WR  

22 35 
A5 

A6 

RFSH A， 

As 
}アドレス・ノてス

HALT ー‘ A9
A，o 

WAI丁

ヨ 巳CPU制御i A'2 

INT A'3 

NMI 
Z-80A CPU 

A .. 

A'5 

RESET 

BUSAK D。
0， 

φ 

可 ED +5V 0， 
}データ・パス

GNO O. 

05 

06 。
7

図2-1 Z-80A CPUの端子配置図

トライ・ ステート、アクティブ "H九

Ao-A!5は16ビ ッ トのアド レス ・パス である。 このアドレ ス ・パスによ り、メモ リ Uli大64Kノ〈 イ ト)

|人!のデータや人山 )Jデバイスのデータ の.i21'交のためのア ドレ ス十日本を行 う。 人1'1'， )Jアドレ シング)[1と

してドドt:8 ビ 、ソ 卜を用いる 。 ユーザは I~(掠256の 人力 ポー ト または 256の 1'1'， )Jポートを.i.'ili択できるよう

になっている。A。カずLSB(.Uiドf丘ビ ッ ト)となる。 リフレ ッシュj明!日!には、アドレ ス ・ノ〈スの ド{立 7

ビッ トにリフレ ッシュ 11-1の'j(;効ア ドレスが釆せ られる。

トライ・ステー 卜人，'1'，力、アクテ ィブホH"o

00-07は 8ビットの双方II川*データ ・パスである。デー タ・パスはメ モリ、 人，'I'，)JU¥I、あるいはそ れ

らの相ヵ;問で、データ交換を行 うために刑い る。

1'1'， )J、アクテ ィフー前L九

(7シン ・サイクル 1) I¥Lは、引イrのマシン ・サイク ルが、 命令実行'11のOPコード のフェッチ ・サイクルであるときに 1'1'1JJ 

する G 2バイ トのOPコード の'主1j-II.J:には、M，はOPコード のフェ ッチ・サイクルことに，'1'，される こ と

にi.I'.立されたい。 これ らの 2バイトのOPコー ドを持つ命令では、光州のOPコード はCBII、OOH、E

0 11 ある L 、は FD II で ~fì ま っ ている 。

MREQ 

(メモリ ~qと)

さらに、 M，は;'flい).iムみアクノリ ッジH年にも ，'1'，JJする。 CPUはM!とIORQにより外部のデバイスに刈

して:号|い)j主みアクノ リ ソジを j!.I!'j、11する。

トライ・ ステー 卜，'1'，}J、 アクティフ'帆L"o

メモリ弘fょ!とイ，fLJ-は、 メモリバよ山fi'lI光'"

ノ〈ス (に二牙ミつて いるときにl川1'，さJ.Lる η
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IORQ 

(入山力要求)

RD 

(メモリ読み山し)

九九TR

(メモリ 書 き込み)

RFSH 

(リフレ ッシュ)

HALT 

(ホールト)

WAIT 

(ウエイト)

INT 

(害IJり込み要求)

トライ・ステー 卜出力、アクティフ酬明L"。

IORQ信サは人tH}Jの読み.'1'.し、 書 きjるみのための実効入ll'.}Jアドレスが、アドレス・パスの下位 8

ビット上に乗っているときに.'1'.される。 またIORQ信一りは害IJり込みアクノリ ッジ時にM1とともに出力

され、この 2つの信サにより訓り込み応答ベクトルをデー タ ・パス上に乗せてもよいことを入山}J装

置に知らせる。 このM1の期|詰jでは入.'1'.力装置の処瑚は行われず、書iJり込みアクノリ ソジの処理が行わ

;flる。

トライ ・ステー卜 m力、アクティブ、、L"。
RDはCPUがメモ 1)、あるいは入出力デバイスからデータを受け入れられる期間で山 される。 十旨定さ

れた入出力デバイス、あるいはメモリのデー タは、この信けでゲートして、 CPUデータ ・パスに乗せ

るとよ ~' o

トライ・ステー卜出力、アクテ ィブいL"o

WRは、 CPUデータ ・パスに、 1ft屯 したメ モ リある いは入出力デバイス にス トアす るべきデータが乗

っているときに"".さtLる。

出力、アクテ ィブ、L二

RFSHは、ダイナミ ック ・メモリのためのリフレ ッシュ ・アドレスがアドレス・ パスの ドイ主 7ビ ッ ト

に乗っているときにi'I'.される。なお、 グイナミ ック ・メモリをリフレ ッシュ (リフレ ッシュ読み.'1'.し)

する坊さ fTは MREQ {言 りーも必、 :;~であ る 。

.'1'.力、アクティブ "L"。

HALTは、 CPUがHALT":1i令を'丈ifし、ノン・マ スカフ'ルあるいは、マスカブールな害Jj1))込みfl'ちとな

ったときに山される。

ホールト H、子には、 CPUはNOP命令を'長行するこ とによ りリ フレッシュ信号を出し続けている。

入}J、アクティブホL"o

この入力信号を用いて、メモリあるいは人11'.}Jデバイスがデータのj.'!i.'I'.の!日.L!..lができていない旨をZ

-80A CPUに伝える。 このイゴりーがアクティブである限リ、 CPUはウェイト状態を統ける。この期間リ

フレッシュ信号は出}Jしないので注立された L、。 この信号を)H~ 、る こ とによ りどのような動作速度の

メモリや入出力デノ〈イスに対しても CPUを[.iJj切させる ことができる。

入力、ア クティブホL"o

訓 1)込み要求信日-は人II'.)Jデバイスから予させ られ るの ソフト (I;Jに(プログラムで)、書Jjリ込みの，i'r-'Jfフ

ラグ(IFF)がセッ 卜してあり、 BUSRQ信けがノン ・アクティプならば、割り込み要;Jとは実行中の命

令が終わり次第受け付け られる。

CPUは割り込みを受け付ければ、アクノリ ゾジ伝サ (Ml期間のIORQ)を次の命令サイクルの始めで

JiS.tHする。 第 5京 (CPUを制待11する命令群)に詳細をぷすがマスク可能な剖り込みは 3種ある。

NMI 入力、 ずにち卜がリエ ッジキ食生日。

(ノン・マスカフ'ル制り ノン・ 7 スカフ.ル剖り込み要求はINTより高伐の催先)1附立を持っていて、現イ1:実行'1'の命令の品後の

込み) Tサイ クルの立ち卜Lがりまでに入力していると、その命令完 f後受け付け られる。 これは制 1))るみの

許 日J フラ グの状態には関係しな ~' o NMI人}JでCPUは臼動的に、 0066Hの詐地からリスター卜する。

プ ログラム・カウンタ の内存は、剖 1)込みがかけられた元のプログラムへ反れるように、 外部スタ ッ

クへ臼動的に逃避される。

RESET 

連続して WAITサイクルがあれば、 NMIは待たされ、またBUSRQはNMIより優先順位が尚い。

入力、アクティブれL"。

RESET人}]によリ プログラム・カウンタは'持となり、 CPUは初期化される。 このとき 次の状態と

なる。

1 )害IJリj主みの詞二百Iフラグがリセ ッ 卜される。

2 )レ ジスタ 1=0011にセ y 卜される。

3 )レ ジスタ R=OOHにセットさ;flる。

4 )吉IJ1)込みはモー ドOにセ y トさ れる。

リセ ッ ト期間中、アドレス・パス とデータ ・パスは高イ ンピーダンスとなり、すべての制f;l'11，'I'.)Jは非

アクティブ状態となる。



BUSRQ 

(パス安;}c)

BUSAK 

(ノ〈ス・アクノリ ヅジ)

φ 
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人 )J、ア クティブゃL二

パス '~5 ;J~{ ， :i"りによ り、 CPUのア ドレ ス ・ノ〈ス、データ ・パスおよびトライ・ステ ー ト!'I'， }JのHi1JiJ'1I粕lは、

(也のテーパイスがノ〈スをfJ.EJlJできるようにするため，'，万 インヒー夕、ンスとな・る。

BUSRQ がア クティブにな っ たとき、その 1 1.')日1 ，1 ， 1、での CPU のマシン ・ サイク/レが半年わ -" ) た1I~f. 1I1J に、ハス

料:は，111'1インヒーダンスとなる。

!'I'， )J、ア クティブ令L二

ノ〈ス ・アクノリ ッジは、CPUのア ドレ ス ・ノ〈ス、テーータ ・ハ スおよび トライ・ステ ート :IIIJiJ:1Iノ〈スが 111)

インピータンスとなリ、タト;';1;デバイスがニれらのノ〈スをや主)IJできるようにな った11.')":山;て.. t::ょl乙のあ っ

たデノゼ:イスに刈して !'I'， )Jする。

iji十11の TTLレベ ルのクロソク人 }J。
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3. タイミング
Z-80A CPUは基本的な操作を組み合わせ、 1ステップずつ命令を実行してし、く 。 その操作は次のものから構成される。

メモリ ・読み出し、書き込み、

入出力デバイス・読み出し、 書 き込み

割り込み、アクノリッジ

すべての命令はたんにこれらの基本的操作を組み合わせたものである。 この基本操作は 3-6クロックで行われる。 これらの操

作は CPUを外部デバイスの速度に同期させるために延長することもできる。基本のクロ ック期間を Tサイクルとし、基本操作をM

サイクル(マシン・サイクル)とする。図 3- 1に、あ る命令に対して特定のM とTサイクルの配列がどのようになっているかを

例として示す。 ただし、この例では、 3マシン・サイクル (Ml、M2、M3) の命令について示しである。

最初のMサイクルはどの命令でも命令のフェ ッチ・サイクルである。 このフェ ッチ・サイクルには、 4、5、6Tサイクルの3種が

あるが、ウェイ卜信号ー(次節で詳述する。)を用いると、このサイクル数を変えることもできる。 このフェ ッチ・サイクル(Ml)は、

次に実行すべ き命令のOPコードをフェ ッチするための期間である。

後続する Mサイクルで、 CPUとメモリ、入出力デバイス!日!のデータ転送が行われる。 これらも基本的には 3-5Tサイクルである

が、外部デバイスと同期させるために入力するWAIT信りーによりサイクル数は変化する。

次項から基本マシン・サイクル!付での タイミ ングについて説明する。

φ 

マシン・サイクル

Ml M2 M3 

(OPコード・フヱツチ) (メモリ読み出し) (メモリ曾き込み)

サイクル命令

図3-1 CPU基本タイミング例

すべ てのCPUタイミングは、図 3-2に示すような、いくつかの非常に簡単なタイミング図に分解できる。 ウェイトを含む場合

と合まない場合の基本動作タイミングを以ドにおいてポす。(ウェイト状態は遅いメモリや入出力デバイスに CPUを同期させるた

めにf寸加さ hる。)

3.1 命令フェッチ

l当 3-2にMlサイ クル (OPコード・フェ ッチ)のタイミングを示す。プログラム・カウンタの内容はMlサイクルの先頭でア

ドレス・パス上に乗せられ、クロ ックの半サイクル後MREQがアクティブとなる。 このときすでに、メモリに対するアドレス信号

は安定しているので、 MREQの立ち下がりエ ッジ をダイナミック・メモリへのチ ップ・イネーブル・クロックとして直接使用する

ことカfで・きる。

RDもメモリか ら読み出すデータを CPUのデータ・ パスに乗せてもよいことを指示するためにアクティブとなる。

CPUはデータ・パス上にあるメモリからのデータを、 T3のクロ ックの立ち上がりエ ッジでサンプルする。その立ち上 がりエソジ

で、 RD、MREQ信号が切り換わるが、 CPUはデータのサンプリングを、 RDが非アクティブになる前に行っている。

フェ ッチ・サイクルのクロ ックT3、T4のステー卜はダイナミ ック・メモリをリフレ ッシュするためにf更用する。 (この期間にお

いては、 CPUIべではフェ ッチされた命令のデコードとその実行を行っている ので、外部に対する他の動作は行われない。)

Ta、T4の期間で、ア ドレス ・パスの下位7ビッ トにメモリのリフレ ッシ ュ・アドレスが乗せられ、 RFSH信号がアクティブとな

る。 この信号により、すべてのダイナミ ック・メモリのリフレ ッシュがこの期間内に行われるように指示する。

注意する点として、データ・パスに接続されているはずの他のメモリ・セグメントからデータが乗らないように、 リフレ ッシュ

の期間には RD信 号は出されていない、 ということがあげられる。

リフレ ッシュ期間のMREQは、すべてのダイナミ ック・メモリに対するリフレ ッシュのための読み出しを行うために用いられる。

リフレ ッシュ信号は単独では使用できない。 その理由はリフレ ッシ ュ・アドレスは、 MREQが出力している期間においてのみ安定

しているので、 MREQと1)1:用しなければならないからである。
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Mlサイクル

φ 

Ao-A15 

MREQ 

RO 

WAIT 

MI 

OBo-OB7 

RFSH 

図3-2 命令OPコード・フェ ッチ(M1サイクル)

lヌ13-2AにWAIT灯 りが入っている場合のフェ ッチ・サイクルの遅延状態を不す。T2およびそれに就く件 T"，のクロ ック φの

ードがり エ ソジにおいて、 CPUはWAITイ"ローをサンプルする。 このサンフプ。ル11.，'年y干-三¥ごヘ.'λ点"

イクルはさらにi待ヂ寺tち状態に主な.る。 この方法を聞いると、どのようなタイプのメモリ・デバイスのアクセス時間に対しでも読み出し

IIS:問を延長することによ って対処できる。

Mlサイクル

T， T2 Tu Tw T， 九

φ 

Ao-A'5 

MREQ 

RO 

OBo-OB7 

MI 

一「二二コごしJ二tユ」コプー℃
RFSH 

図3-2A 待ち状態を含ι、命令OPコード・フェッチ
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3.2 メモリ読み出し、 書 き込み

|ヌ13- 3はOPコード ・フェッチ (Mlサ イク/レ)以外の場介のメ モリ の抗みn'lし、 }!:き 込 みサイ クルのタ イ ミング'[><1である。

これらのサ イ クルは、 メモ リ{!!IJから 山 される WAIT{;;'りーがなければ、j邑市 3クロ y ク ・サイクルのIとさである。

MREQじ り とRD'f， ;'けはフェ ーソチ・ サ イクルの士Lif?と[iiJ慌 にJf I ~、られる 。

メモ リ読み出しサイクル メモ リ書き込みサイクル

T， T， T2 

φ 

Ao-A15 メモリ・アドレス メモリ・アドレス

MREQ 

RO 

WR  

百五IT 一十二二ゴ--y一てゴ二二

図3-3 メモリ 読み 出 し、書き 込みサイクル

メモ 1)，'::き 込 みサ イクルにおいても 、MREQはアド レス ・パスが'ι'七したときにアクティブになるので、これを ダイ ナ ミック ・
メモ リのチヴプ ・イネーブル川 に11'(:)'左手と川することができる。

WR  !I 'I }J はデータ ・ パスが宜主にな っ たときアクテ ィ ブとなるので、これを ，，'({左メ モ リの J光み n'l し 、 H き jムみノ fルスとして H~Jfl

しでもよ~ '0 '_k lí~~ 1'，、こ のWRn'，)J はほとんどのタイプの、t'oj卑 f本 メモ リ のバtみ n'， し、 ， ':: き jム み イ， i り として flJ~JII できる 。

さらに、WR1 ， ~ け はア ドレ ス ・ パス 、 データ ・ パスの |人l 存が変化する サ イクルの lìíj の T サイクルの '1 1 九 で -.11': アクティブとなるの

で 、 'j.J;~': 1'，どんなタ イプの、"0，;序f本メモリのオーバ ・ラ 1ソプ条i'l'-に丸!しでも、 nq:出なく f史JfJできる η

|ス13- 3A にメモリのぷé h n'， しゃ .IF き.;~み到Jf'i'I!.lj:にWAIT史:1:-:1， ~ り がある場介のj犬態 をぷす。

この1!JJf1 :はさきにフエ i ソ チ ・ サイクルの と ころで述べた {i)J f1 ' と [i iJ 除である 。 完 F?'-~ には、 メモ リの

"いlけili川l上、午干にはお ニ リi担!トy主なユな、いカがずヘ、 このl'附χ刈足|でで、はfJ厄足!l!Iι"工(1卜;こ jれしらを|ト川1什liJサJ，1↑l'似、χ刈;(11-，に "円::礼L、てある。

φ 

Ao-A日

M円EQ

RO 

データ・ ノてス
(00-07) 

WR 

データ・ ノてス
(0，， --0，) 

WAIT 

入力

データ出力

図3-3A 待ち状態を含む メモリ 読み出 し、書き込 みサイ クル

!読み出 し
サイクル

l… サイクル
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3，3 入力、出力サイクル

|刈 3-4に人!I'J)Jに付する読み!I'Jしゃ六:き込みの創作をぷす。 この場ー介、l'1到)(1'，)に 1つの待ち状態Twサイクルが挿入される点に

(':i:_ ，{;i:されたい。

このようにしたJWIIIは人，'1'，力公iRの処J11!，を行う Jb'iイヤ、 IORQがアクテ ィブにな ってから CPUがWAITイ己けをサンフ。ルするまでの

11，)":1悶がJド常に免れ、ため、もしこの余分なステートTwがなければポート・アドレスをデコ ー ドしてから WAIT仁?りを，包割jしていたの

では 11.干11日カリ4りないからである。

さらに、この日ごち状態 をρ文けなければ、 MOS人，"'， JJデバイスをキ11み入れて、 CPUをiit而速で動作させるということもむずかし く

なる 。

このT¥¥，のJni1111 に WAIT 要求イii け をサンプリングする 。 メモリの読ん !I'， しの場合と "i川島に、人出 )J 読み ，L，~ し創作におし、ても 指定し

たポートをデータ ・パスに持続するためにはHDイパりを佐川すればよし、。人1'1'， 力芹き込み動{'I'にお L‘て、人!lUJポートのクロ ックと

して WR{i;'りーを )lJl、るが、充分なオーバ ・ラソプ11年1111が1'111)1(1なに作られるのでこのなち令|二がりエ ッジをデータ ・クロ ックとして使

川することカぎできる。

|ヌ13-4 A に \VAITfí~' りが人 っ た場介に、余分の í .'i: ち状態サイクルが出加されるようすをぷす。 この到)('t:はさきにjA:べた例(閃

3 -2、|ヌ13-2Aなど) と!日Jtl長で-ある。

φ 

Ao-A， 

IORQ 

RD 

データ ・パス

WAIT 

WR 

データ・ノてス

* f.~; ち jた !~ ( TwL り): 土 1 ' 11illfl''; に J前人され る 内

図3-4 入力、出力サイクル

T， 下一 Tu' 九

φ 

Ao--A， 

IORO 

データ・パス

RD 

WAIT 二二二コ二工J二Jごn一二

データ・パス 出力

WR 

図3-4A 待ち状態を含む入力、出力サイクル

i読み出し
jサイ クル

l書 き込み
lサイク jレ
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3.4 パス要求/アクノリッジ・サイクル

|ヌ]3- 5 に ノ〈ス要 ;I~ / アクノリソジ・サイクルのタイミングを -"]~す 。

CPUは、件マシン・サイクルの以来冬クロ ックの ¥'rち|二が 1)エ ソジでBUSRQ伝りを調べ、 もしBUSRQ信号がアクティブならば、

次のクロック ・パルスの立ち]--がりエ ッジ でアドレス、デー夕、 トライ・ステート制御線を高インピーダンスにする。 この時点以

降、外部のデバイスによりこれらのパスを制(Jpでき、メモリと入，'1'，)J問のデータ転送に使用することが可能になる。(これは 一般に

サイクル・ステ ィール)j式のダイレクト・メモリ・アクセスDMAとして生uられている。)

パス要ょ!とに対する CPUの応符遅れは大きくても 1マシン・サイクル長であり、外部のコ ン トロ ーラは必要な時間だけノ〈スを制征p

できる。

しかしダイナミック・メモリを使tlJしていて、長11.'i:]討JDMAサイクルを続けたい場合には、外部の制御ll_!!路によりダイナミ ック・

メモリのリフレッシュカ汁tえるようにしておかなければならない。

このような状態は、多数のデー タ・ブロ y クを DMA で転送する j~合にのみ午じる。

さらに、パス利!H'ifの状態では、 NMIイ行りーあるいはINTイ己りによる書IJり込みは無視される点に注ぷする必要がある。

φ 

BUSRO 

BUSAK 

Ao-AI5 

00-0， 

MREO. RO. 

WR.IORO. 

RFSH 

各 Mサイクル

最終了ステー卜 T. l 

サンプル---

図3--5 パス要求/ アクノリッジ・サイクル

3.5 割り込み要求/アクノリッジ・サイクル

|ヌ]3-6に、 害IJリjるみサイクルに|対j皇したタイミングi71Jを示す。

CPUは各命令実行の最終クロ ックの立ち上がりエ ッジで剖リ込み伝り-INTをサンプルする。

T1 

CPU 内部の知l リ jムみイネーブル・フリ y プ・フロ ップがセ ッ トされていなければこのイ言 号は受けf寸けられな ~\ o また、 BUSRQ

{~t .I~- カf アクティフ。であるときも J ， ij;f去で、 ある 。

害1]リ込み信号・を受け付けると、 CPUは特別なMlサイクルを先生する。

この Mlサイ クルの期間!'!'に、 IORQイ孟けが通常のMREQ信号に代ってアクティブとなる。 これによ って、害IJり込みの要求を出

したデバイスからデータ・パスー]--に、 8ビ ッ トのベクトルを乗せてもよい状態になる。 これを割り込みアクノリ ッジ という 。

このサ イクルには、白動的に待ち状態 2サイクルが追加される ので注怠を要する。

これらのサイクルの追加によ って、リ ップル・プライオリテ ィの害1]リ込みん-式が使mできるようになる。待ち状態として 2サイ
クルあれば、 リップ。/レイ吉り-が'V定に伝わり、人，LI:.)J デバイスがm した応、符ベクトルを CPU が確実にとり込むための II.~・:聞としては、

これで充分である。

第 7京で、 CPU内での害IJリ込み応答ベクトルの処理形式について』洋JA.しであるので参照されたい。
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一一命令の最終Mサイクル Ml 

最終Tサイクル T， Tと Tu・ Tu'. T3 

φ 

INT 

Ao-A'5 フ。ログラム・カウンタ

MI 

MREQ 

IORQ 

データ・パス

WAIT 

RD 

* jキち ~k!ìä (Tw {;;-'，;-)は (1動的に仲人される。

図3-6 割り込み要求/ アクノリッジ・サイクル

|ヌ13-6A、|ヌ13-6Bにプログラマブル・カウンタを佐川してア クノ リッジ11，)"'1111を延長する)ji去をぶす。

I ¥ 1ORQ' 
I 7432 10 
I / (周辺装置へ)

1 ¥ WAIT 
I 7432 10 

/ (CPUへ)

IORO 

I 7432 I 

Ml--QI / 

図3-6A ウェイト・ステー卜を含む延長された割り込みアクノリッジ
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判↓
終
最

卜

最

の
一 しも

自動ウエイ 卜信号
ミ ¥ ユーザウエ イト

T2 T".' T".' T" T3 

INT 
r ーーー一ーー 、ーー

Ao-A'5 

Ml 

IORO 

IORO' 

データ・パス

WAIT 

1ウェイ卜・ステー卜の入った

アクノリッジ・タイム

図3-68 ウエイ卜 ・ステー卜を 1つ加えた要求/ アクノリッジ・サイク ル

3.6 ノン ・マスカブル割り込みの応答

閃 3- 7 にノン ・ マスカフ'ル存IJ り 込みのある場合の法ボ/アクノリ ソジ ・サ イクルの作IJ をノJ~ す 。

この{-;t~}は INT と異なり 立ち 卜がりエ ソジが有効信けとな っ ており、さらに件命令のどのタイミングで人 }) しでもよし、 。 ただし、

呪命令の'長行';6( 後に害1]り込みアクノリ y ジ ・サ イクルに入るためには、少な くとも 命令の1tif去のTサイクルまでに、 NMIが立ち

卜が っていなければならない。 この伝ひ線は INT信 りーよ りも?を先順位が，III'Jく、またソフトウエアによ ってその機能を無効にする こ

ともできない。

CPU はこのノン・マスカブル苦1]リ Jムみに対しては通常のメモリ討tみ ，'1'. し動作と l可じ!必?干をする 。 民なる}，I.~ は、 CPU がその IIS:}，'，': 

でのデータ・パス kの内容を無視して口動的に PC (プログラム・カウ ンタ )の内容を外古1;スタ ックに送迎ーした後、 0066H岳地へジ

ャンフ。する点である。

この割り込みんー式を使用する場介、ノン・マスカブル害IJ1)込みのためのサービス・ルーチンは0066H詐地から芹L、ておかねばなら

ない。

3.7 ホールト状態解除

プログラム内のホー ルト命令では CPU は NOP命令を実行し続けるが、~I] 1)込み入力があれば、この状態から抜けn'.る。(こ の場
合の害1]り 込みはノン ・マスカブル割り込みか、言IJリ込みフリソプ ・フロ yブがセッ トされてい る場介のマスカブル苦IJり込みのいず

れでもよい。)

これ ら2種の割り込み線を凶 3-8に示すように、件T.サイクルのクロ ックの ，'(ち 1--が 1)エ ッジで調べて 1-_述のいずれかであれ

ば、 CPUは次のクロ ックの立ち_cがり エ ッジ で、ホー ルト状態から解除される。
次のサイクルで、受け付けた書lい)jさみの開類に!必 じてそれぞ・;fLの:HIJリjるみのアクノリッジ ・サイクルに人ることになる。

もし、同H年にノン ・ マスカブルとマスカブルの割い)込みイ日けが入 っ た場介には、 f長先)1回{立の ~:j ~、ノン ・マスカブル害I J 1)込みが'受

け付ーけられる。

ホールト状態でNOP命令を実行させている開巾は、 メモリ 川のリフレッシュ伝りーをn'.し続けるためである。
こ の状態での各サイクルは、メモ リ からのデータを 1!1，~t.見す る以外は通常の Ml (フェッチ)サイクルと同様であり、 CPU内庁1;で白

動的にNOP命令を実行している。 ホールト命令を実行すると、 CPUはホールト状態に人ったことを外却に対して知らせるために

HALT{吉号カfアクティフ.となる。



φ 

NMI 

Ao-A15 

MI 

MREO 

RD 

RFSH 

φ 

HALT 

INT or 

NMI 

一一一一一最終M サイクル Ml 

図3-7 ノン・マスカブル割り込み、要求動作

一一一- Ml

℃ T， 

ホールト命令はこの
メモリ ・サイクル)t!J

11¥1で'乏け卜lけらhるn

Ml一一一一一一

T2 T3 T， 

図3 8 ホール卜状態解除
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Ml 

T， T今
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4.命令セット
Z-80A CPUには158種の命令があり、これらの命令には8080ACPUの78種の命令がすべて合まれている。

命令群は大別して次のようなグループに分けられる。

-ロード、交換

・ブロック転送、ブロック・サーチ

・算術、論理処理

・ロ ーテイト 、シフト

・ピット揖d乍(セ ッ ト、リセ ッ ト、テスト)

・ジャンプ、コール、 リターン

・入力、出JJ

・CPU市IJf却
4.1 命令の型について

ロード命令は、データと CPU内部のレジスタ問で、あるいは CPUレジスタと外部メモリ聞で、デー タを転送する機能を持って

いる。

この命令では、データを取り出すソースの番地と、それを格納するデステイネーションの帯地を指定しなければならない。

ロード命令ではその実行後においてソースの内容は変化しない。

ロード命令の例として、レジスタ Cからレジスタ Bへデータを移すというような汎用レジスタ聞のデータ転送命令がある。

また各CPUレジスタあるいは外部メモリに直接データをロードする命令や、 CPUレジスタとメモリ聞のデータの転送を行う命

令がある。

交換命令は 2つのレジスタ内のデータを入れ替える機能がある。

Z-80Aにはブロック転送というユニークな命令群がある。l命令で、どのようなサイズのメモリ・ブロ ックでも、メモリの他の

領域に移し換えられる。 このブロ ック転送の命令群は、大量のデータを処理する必要のあるときに非常に有効なものである。

Z-80Aのブロ ック・サーチ命令群も上記のような処理に有効である。1命令で必要な範囲だけ外部メモリのブロックをサーチし、

特定の 8ビット・キャラクタを探し出せる。 同的のキャラクタが見つかれば命令は自動的に終了する。

これらの命令の実行中に剖リ込みをかけることは n[能であり、長H、Ij:陪JCPUが独占されてしまうという弊'占はない。

算術および論理演算命令は、アキュムレータ内のデータと CPU汎JHレジスタあるいは外部メモリ内のデータの操作を行うもので

ある。

この操作の紡果はアキュムレータに人リ、その結果に!必じて関係するフラグがセ ッ トされる。

算術演算命令の例として、アキュムレータと外部メモリの内存の加算命令がある。加算の結果はアキュムレータに入る。

これらの命令群のうちには、 16ビット CPUレジスタ問の加減算命令などがある。

ローテイト、 シフトの命令群によりどのようなレジスタまたはメモリであれ、キャりまたはキャリなしに、算術的または論理的

に左右にローテイトできる。またアキュムレータ内の 1ディジットとメモリ内の 2ディジ ッ トで左右にローテイ卜することもでき

る。

ビット操作命令は 1命令でアキュムレー夕、各汎用レジス夕、あるいは外部メモリ内のデータのどのビットでも、セ ッ ト、リセ

ッ トあるいはテストができるも のである。 たとえば、レジスタ H内のデータの最上位ビ ッ トをリセッ卜する、といったことが可能

である。

この命令群は、制御への応用や一般のプログラミングにおいてフラグを多用する場合にとくに有効なものである。

ジャンプ、 コール、リターン命令はユーザ・プログラムの流れを変えるためのものである。

この命令群にはいくつかの異な った形式があり、これらの形式により外部メモリの特定アドレスからプログラム・カウンタに更

新データ(新しいアドレス値)を耳又ってくる形式も異なる。

ジャンプのうち、リスター ト命令はユニークなも ので、 8ビッ トOPコード の一部に新アドレスを含んでいる。 この命令では外

部メモリのページ・ゼロ内の 8箇所のアドレスを指定できる。

プログラム・ジャンプには、レジスタ HL、IX、IYの内容を直接PCに移して行う方法もあり、ジャンプ先のアドレスをその時

点で実行中のルーチンに関連させて決めることもできる。

Z-80Aの入出力命令群は、外部メモ リあるいはCPU汎用レジスタ群と多数の外部入出力デバイス群とのデータ転送に適してい

る。

入出力処理を行う際のポート番号はアドレス・パスの下位 8ビットにより 256ポートを指定できる。 ある種の命令では、このポー

ト番号を命令の 2バイト円に持ち、また他の命令では、 C レジスタの内存で指定できるようになっている。
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C レジスタを入 1'1'r力デバイスのポインタとして!日いるん:にの利点は、異な った入出力ポートでも共通の駆動ルーチンが使!日でき

る点にある。 これは、ルーチンがROMに入っていて、アドレスがOPコードの一部にな っている場合には不可能である。

f也の特長として、入力命令でフラグ・レジスタが自動的にセットされるので、入力データの状態(たとえば、人)Jのパリティ)

を決めるのに余分の命令を使用する必要がない点があげられる。

Z-80A CPUには、自動的に256バイト以上のブロ ック・データをメモリのある領域から入出力ポートへ、またその逆に転)iiす

る命令もある。

対にな っている汎問レジスタ群を両方使用して、これらの命令により高速の人出力ブロック転送ができる。

この入出力命令群の真価は次の例でよくわかるだろう 。害IJリ込み駆動形式を用いて倍密度フロ ッピー・ディスクを動作させる場

合、 Z-80ACPUは必要なフロッピー・ディスク・フォーマ ッ ト(すなわち、プレ・アンプル、アドレス、デー夕、 CRCコードイ史

用・本使用など)をプログラムによってたやすく用意できる。

最後のCPU信IJ笹Jl命令は種々の選択、モード設定のためのものである。 この命令群には剖り込みイネーブル・フリ ップ・フロップ

をセット、 リセ ッ トしたり、割り込み応答のモードを設定したりする命令などがある。

4.2 アドレシング・モード

Z-80A命令群には、 CPU内部レジス夕、外部メモリあるいは入出力ポート内にストアされたデータの操作命令が多く設けられ

ている。

これらのデータのある帯地の指定を行うことをアドレシングという 。

この節では、 Z-80Aで使用されるアドレシングのタイプについて簡単な説明をし、あとで待命令君r:の説明を行う際にさらに詳し

く述べる。

イミディエット・アドレシング このアドレシング・モードでは、 OPコードに続く 1バイトを実効オペ ランドとする。

'
ド
E

J
n
E
 

B

，、
ノ

丹
〆
臼+
ふた

手
AF--
l
j
 

d7 do 

例として、アキュムレータに定数をロードするような命令がある。

OPコ ドに続く 1バイトが直持その定数値となる。

拡張イミディエット・アドレシング このモードは上述のモードを拡張したものであり、オペ ランドが2バイトにな っているもの

で、ある。

1まfニは 2ノぐ イ 卜

ドf立データ

十.f¥;:データ

たとえば、 16ビット(2バイト)データを HLレジスタ対にロードする命令がある。

ゼロ・ページ修飾アドレシング Z-80Aには、メモリのセ。ロ・ ページの8箇所を 1バイトで指定する特別なコ ー ル命令がある。 こ

れはリスタート命令と呼ばれ、 PCをゼロ・ ページの実効アドレスにセ ットするものである。 この命令のfi責は、共通に使片jするサブ

ルーチンのアドレス(16ビット)を 1バイトで十日定できるようにな っていて、ステップ数を節約できる。

ノー，、
，F 

噌

E
A

0
 

2
0
 

7
 

L
U
 

実効ア ドレス (b"ムb30 0 0) 2 

相対アドレシング このモードでは、 OPコードに続く 1バイトにより、ジャンプ命令のある場所からのディスプレイスメントを指

定する 。 このディスプレイスメントは符片付の 2の補数であり、次の命令の先頭若手地の値にこのデ ィスプレイスメントを加えたfM:

がジ ャンプ先の帯地となる。
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A 8ビソトテ'ィスフ“レイスメント

( 2の捕ま¥()

ジャン プ先:A+2+(オペラン ド)A+l 

A+2 

このモードは近隣のアドレスへ 2バイトでジャンプでき、 3バイトのジャンプ命令を使則する必要がないときに役に立つ。多く

の場合、関係のあるプログラムのセグメン卜は近接して置かれるのが幸子通でありこのモードを利用してメモ リの節約が閃れる。

符号付2の補数の範Iltlは-128から +127であり、これを A+2に対して加えるのでOPコー ドのアドレスから計算すると、十129

から -126の範同へのジャンプナ旨之となる。

このモードの最大の特:長はリロケ ー タブル ・コードとなる ...1，くである。

拡張アドレシング このアドレ シン グ ・モー ドは命令に 2バイ トのアドレス・デー タを合む。64Kバイト内のどのアドレスに対し

ても、プログラムをジャンプさせられる。

01'コード ノ汀，、a' ηL
 

L
7
4
F
 
(
 
たホ4T1A

 

i
j
 

卜f.'i:アド レス または 1'1;【オ .--.::_ラン ド

u;，アドレスまたは |二代オ ベランド

拡リ長アドレ シングは メモリ のある位置から他の位置へジャンプした り、 ある位置でのデー タの出し入れの命令に必要なものである。

このモ ー ドにおいて、ソースあるいはデステイネーション ・アドレスを十旨定するオペランドとしてこれを (nn) と吉:いたとき、

nn岳地のメ モリ の内容をぷ昧する。 ここで、 nnは16ビ ッ トのアドレス指定値であリ、指孤の中の nnは 2バイトのメモリ番地ポイ

ンタで・ある。

たとえば (1200)は1200番地のメ モリの内容である。

インデックス ・アドレシン グ このアドレ シン グでは、 OPコード のあと にはメモリ・アドレスのポインタであ る2つのインデ yク

ス ・レジスタのうち、いずれかー方 (OPコードで指定する)の内容に加えるディスプレイスメン卜を指定するデータ・バイトが置

かれる 。 この-1:張作ではインデ ックス・レジスタの|付存は変らない。

デ fスプレイスメ ン 卜 | イ ンデ γ クス ・レ ジス タの!人l千五に加え りれる (11'(

。1・コ ド
2パイ 卜 ・コー ド

。pコー ド

イ ンデックス ・アドレシング命令の例として、アキュムレータにメモリ (インデックス+ディスプレイスメント)の内存をロー

ドする命令がある。 デ ィスプレイスメントは符号'Hの 2の補数である。

インデ yクス ・モード のヰキ長として、データ ・テーブルを使刑する場合、インデックス・レジスタにはどのテーブルのスタート

・アドレスで も入れておける ので、非常に簡4-1.に使!日できるという点がある。 2つのインデックス ・レジスタがある ので、 2つ以

上のテーブルをよ く使 川する必要があるときには都合がよい。 イ ンデ yクス・モードも相対アドレシングと同様にリロケータブル

.コードである。

イ ンデッ クス・レジスタとして IX、IYがある。 インデ yクス ・アドレシングでは次のような書き Jiが使用される。

(lX+d) または(lY+d) 

ここで、 dは OPコードのあとに置かれるディス プ レイスメントである。折孤はこの中の怖が外部メモリのポインタとして使用

されていることを意味している。

レジスタ ・アドレシング Z-80Aの多くの OPコードにはレ ジスタ十日定ビ ットがあり、どの CPUレジスタをf桑作用としてf夏用す

るかを指定するようになっている。 レジスタ・アドレシ ングの例として、 B レジスタの内存をCレジスタにロ ー ドする命令などが

ある。

インプライド ・アドレシング このモ ードでは 、 OP コ ー ド rdWがレ ジスタ 指・ ~È を合んでいて、 1 つ または 2 つのレジスタが自動的
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に指 定される。

たとえば、算術;~ií算命令では、つねにアキュムレータが+，1;県をセットするレジスタとなる 。

レジスタ間接アドレシング このタイプでは、メモリ |人!のf:Lj;t，: 1行主のポインタとして16ビソトのレジスタ・ ベア (例:HL)が使用

される c これは大変強}Jで役に，'(つ命令であ る。

己ニ斗 1ま山ぐイト

例 として、HLレジスタの1/'1'存をメモリのいー出ポインタとし、その 1 \1(~j': の I)'.] 'i~ をアキ ュムレータに ロ ー ド するといった命令がある。

インデ ックス ・アドレシングは、 インテ'ソクス・レジスタの|人n手にテーィスプレ イスメントを力11えるといったJ呆作三をfなんでいる Lユ
外は、レジスタ HI1拡アドレ シング ・モード の e形式である。

ブロヴク 'Iiぶ.i:&、ブロ〆ク・サーチの命令はこのモードの11L:'JKJI';であリ、 レジスタの|付布のrI!l!力インクリメント、デクリメントお

よびJヒ車主計針iEが1-1"}]IIされている。|iiげをモードでの，¥cUリ土レジス夕日をl，引)五で|川む。そしてそのレジスタをポ イ ンタとする。メ モリ

f:，:~:ポインタか HL レジスタの 1)'1 '-:(~である jJ)j介、

(HL) 

とi1i:く。 H¥J持モードでは16ビ υノト・オへラントをよく やと11)するがこの場介、 レジスタの内容はまず、オペラン ドの 卜イ立ノ〈イ卜を十日

し、 i大にレジスタ の|付存が l'11i}J(I ~J にインクリメン卜され、 卜f.i:ノ〈イトをJ行す。

ビット ・アドレシング Z-80Aには、多くのビソ 卜・セソ ト、 1)セソトおよびテスト命令がある。 これ らの命令は、どのメ モリ f立

問、 CPUレジスタにふjしでも イj効で、 liij述した 3モード(レジス夕、レジスタ!日H長、およびインデソクス) のいずれかのアド レシ

ング ・モードでビソトJ糸口ーができる。

8ビゾ 卜のうちのどのビゾ 卜をJ弘f'1'するかは Oド コー I~Î付 の 3 ビ ットによ り m~.ι する 。

アドレシング・モー ドの組み合わせ

これらの命令には、 WWfÜi:i~~: やロ ード命令のように、 1 つ以 | ーのオべラン ドが f77 まれている命令が多 ~\ o こ れらの命令では 、 2 

つのア ドレシ ング ・モ ー卜‘を叫 ん介わせて 11い、る口 たとえば、ロード 命令で、ソースの十日正はイミティエ ソ卜、テステイネーショ

ンの十日〉ιはレジスタ 11¥]1左あるいはインデ ックス ・アドレシングでiiうI必f?などである。

4.3 命令OPコー ド

この t!r'iでは、 Z-80A の 待命令についてぷí l り j し、それらの OP コ ード ぷをぶす。 これら作品乙の陰μ;'fl; で ~Jえした OP コードは80g0A

のものと JliJ ーである。

作命令に k ，JJ，~;するアセ ンフ リ川ニーモ二、ノクを J ， iJ I I ，'J に小す の OP コードは 16.ìlli 故点J}~ に してあ り、 1 バイトのコードは 2 行tの 16.ì生

数、 2パイ 卜では 4行Iの16進 紋で;1::く。16.i生から 2.i住への変挽(土次の点を利 J11するとよい。

16進数 2進数 10進数 16進数 2進数 10進数

。= 0000 。 8 1000 8 

0001 1 9 1001 9 

2 00]0 2 A 1010 = 10 

3 τ 0011 3 B 1011 11 

4 ← 0100 4 C 1100 12 

5 0101 5 D 1101 13 

6 0]10 ニ 6 E 1110 14 

7 = 0111 7 F 1111 15 

Z-80̂ の命令ニーモニソクとして Oドコード ili.ju'，のものと 、OPコードと 1つま たは 2つのオペランドよ り十再成されているもの

がある。 オヘランドのない命令(土オベランドが OPコードに|人I1尚されていると与える。

1つの，:HiiJljl_オヘランドのんの場介、あるいはロジカル OH.のような1'1')jのオべラン ドがイ4半の場介には、 1オペランド・ニーモ

ニ Iゾクにな って いる c

2変吹をJ於う命令は 2オへ弓ンド・ニーモニノクである ，、

ロードと交換命令 (LD，PUSH， POP) 

ぷ 4-1に CドUの 8ビ ソ卜・ロード命令lttをノJ，すr 九命令で佐川されるアドレシングのり1~ ii十，記しておく 。 データのソースは 1'.

1 '.W!iJ に、デステ f 守、ーシ 1 シは /I~i![lJ，!S，;' (二 'J，して cらゐ I 川!として、 nレジスタから Cレジスタへのロードは OPコード 4811となる。
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表巾のコ ード はすべて16進数表現であるが、この48H(2進数01001000)コード はM1サイ クルH寺に外部メモリから CPUにフェ

ッチされ、 CPUはこれをデコードしてレジスタ聞のデータの転送を実行する。

この命令群のアセンブリ話ニーモニ yクは LDであり、これのあとにデステ イネーション、ソースの)1闘で書く 。 (LDDEST.， S 

OURCE) 

これらの命令ではいく つかのアドレシ ング・モ ード を組み合わせて使用できる。 たとえば、ソースをレジスタ ・モード、デステ

イネーショ ンをレジスタ間持jモードとした命令では;](の ように記jAできる。

LD (HL)， D 

これは HLレジスタでm定されたメモリ へDレジスタの内容をロード(移す)するニーモニ ック命令で、 OPコードは 72Hである。
ここで HLをl川んだ.h!i孤は、 HLのl竹谷をメモリ の位置ポインタとして使う、ということを意味している。

Z-80Aのアセンブリ 三両吾はプログラミングが容坊なようにできている。

存命令は向己，j見明的(セルフ ・ドキ ュメ ンテ ィング)で意味がわかりやす く、プログラムの保守 も楽である。

Z-80Aで使用される OPコー ドには、 2パイ卜のものがし、くつかあるので注，むされたい。

命令には 8ビ ッ ト、 16ビ ッ ト、 24ビッ卜、 32ビ ッ トの命令があるが、これはメモリの有効利用に役，'rつ。つまり、 算術、論J:W.i寅

~l の ような命令で、 8 ビ ッ トて1芥む場合にでも、 16 ビ ッ ト |吋乏の命令を使間しなければな ら ないとしたら、メモリ のむだになるか

らである。

LD命令で、ソ ー スあるいはデステイネ ー ションの{，'(置のアドレシングにイ ンデ ックス・モー ドを使I"IJした場合、メモリは 3バイ

ト必要で、 3バイト川はディスプレイスメント dとなる。

たとえば、次のような命令ニーモニ y クは、 IXの内存から 8バイト Hの場所の内存をレジスタ Eにロードするもので、数字8が
オフセ ッ トでありディスフ。レイスメントとなる。

LD E， (IX十8)

命令の メモリ上での11田町は次の ようになる。

:¥+1 

ディスプ レイス メント ・オペ ラン ド

ア ドレ スA

01'コー ド

A+2 

拡張アドレシング命令も 3バイトである。 メモリ 6F32H罫地 の内存をアキュムレ タにロードする次の ような命令では、メモリ

上の11出l'fはJ大のようになる。

LD A， (6F32H) 

ス

ス

レ

レ

L
h
a
 

h
h
h

u
h'
 

F

ア

ア

p
a
--
イ
ベ

、.，

E『
B

I

E

'

一

A

-

2

一

F

一

一
3

一
3

一
6

一

'
i

内，
，M

4

+
 

A

A

A

 

スレ
l
h
'
 

アドレスの ド{，'，:バイトはつねに第 1オペ ランドである点にi:I'.立しなければならない。

i凡}十J8ビ ソト・レ ジスタ へ[((1妄ロ ードする命令は 2バイト命令である。値 36Hをレジスタ Hへ ロー ドする命令は次のよ うに書 ける。

LD H， 36H 

アド レスA 2(j I 01'コード

Aト1 I :~6 I オヘラン ド

デステ イネーシ ョン側 のメモリをインデ ックス・アドレシングでf旨定し、ソースfJ!IJをイミデ ィエ ッ トで指!定してロ ー ドする場介、

4バイトを必要とする。
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LD (IX-15)， 21H 

ア ドレスA

01'コ ー ド
A十 1

A+2 ディスプレイスメ ン トー15( 2の補放fl自)

A十 :l オペ ランド

インデ ックス ・アドレシングでは、いつもデ ィスプ レイスメントは OPコードの直後にあるので注意を要する。

表 4-2に16ビ ッ ト・ロード命令群の OPコードを示す。 これは 8ビ y トのものとよく似ている。注意すべき点は、拡張アドレ

シングは全部のレジスタ・ペアにふjして使用できることである。

さらに、スタ ック ・ポインタを用いたレジスタ間接アドレシング命令とし 、PUSHと POP命令がある。 これらのニーモニ ッ

クはそれぞれ "PUSHぺ"POP"である。 この命令ではスタ ックへあるいはスタックからプッシュやポップする際、スタ yクポ イ
ンタが内動的にインクリメントあるいはデクリメン卜される}，~:が、他の 16 ビット命令と異な っ ている 。

PUSH AF 

これは OPコード F5Hの 1バイト命令であるが、次のような操作が自動的に行われる。

o (SP)を 1する。

oLD (SP)， A 

o (SP)を-1する。

oLD (SP)， F 

この結果、外部スタ ソクは次のようになる。

(お1・) スタ y ク先li!i

(SP+I) 
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ソース

デステイネーション

インフライド レジスタ インテヘyクス
イミテ'イ
エッ ト

R A B C 。 E H L (HL) (8C) (OE) (IX +d) (IY" d) (円n) n 

00 FO 3A 3E 
A EO EO 7F 78 79 7A 78 7C 70 7E OA 1A 7E 7E n n 

57 5F d d n 

00 FO 
B 47 40 41 42 43 44 45 46 46 46 06 

d n 

00 FO 。 4F 48 49 4A 48 4C 40 4E 4E 4E OE 
d d n 

00 FO 
レジスタ D 57 50 51 52 53 54 55 56 56 56 16 

d d n 

00 FO 
E 5F 58 59 5A 58 5C 50 5E 5E 5E 1E 

d d n 

00 FO 
H 67 60 61 62 63 64 65 66 66 66 26 

d d n 

00 FO 
し 6F 68 69 6A 68 6C 60 6E 6E 6E 2E 

d d n 

(HL) 77 70 71 72 73 74 75 36 
n 

レジスタ
(8C) 02 

間接

(OE) 12 

00 00 00 00 00 00 00 00 

(IX -d) 77 70 71 72 73 74 75 36 
d 

インデッ d d d d d d d 
円

クス
FO FO FO FO FO FO FO FD 

(IY十 d) 77 70 71 72 73 74 75 36 
d 

d d d d d d cl n 

拡張アド 32 

レシング
(1111) n 

n 

EO 

イ ンフ ラ
47 

イド

R EO 
4F 

表4-1 8ビッ トロード ホしげ

ポ ップ命令はプッシュ命令とちょうど逆の操作になる。

これらの命令では、オペ ランドは16ビソ卜であ 1)、 1--位ノ〈イトが品初にプ y シュされ、また最後にポ ップされる。

PUSH BC は PUSH B そして C 

PUSH DE は PUSH D そして E 

PUSH HL は PUSH H そして L 

POP HL は POP L そして H 

となる。

ソー スに対する十広5長イ ミディエ ソ卜・ アドレ シングでは、 OPコード のあとに 2バイ トのデー タが付 く。

LD DE、0659H

'
A
V

ヲ
A
V

人

人
へ

へ

E

D
 

タ

タ
ス

ス

、

ン

‘

ン

レ

レ

L
a

tr
 

七
ト
E一

パ

ィ

コ

い

-

h

p

f

{
 

。

ー

ー

同
司
凹

官

E

ゅ，
ム

ム

十

主

主

主

スレド'

すべての封;張イミディエ ッ トあるいは拡張モー ドでは、 ド位ノ、ィトが OPコードのす ぐあとに続 く。
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表 4-3にZ-80Aに設けられている 16ピ ッ ト・データの交換命令をポす。

OPコード 08Hは、 2組のアキュムレータとフラグ類の切り換えを プ ログラムで実行させるためのもので、また D9Hで、 6個の汎

間レジスタ群をもう 一 方のレジスタ群に切り換えることができる。

これらの OPコードは、これ以下に短くできないという最短の 1バ イト命令であり、 2セットのレジスタ群を即時切り換えて使

用できるので、高速の剖り込み応答が必要な場合に利用できる。

ブロック転送およびサーチ

表 4-4に、非常に特長があり、しかも強力なブロック転送命令を示す。 これらの操作は次の 3つのレジスタを使別して行う 。

HL ソースの位置のポインタ

DE テ'ステイネー ションのポインタ

BC ノ〈イト・カウンタ

プログラムでは、これらのし、ずれかのブロック転送命令を使用するまえに、上記の 3つのレジスタに伺.をセ ッ トしておく必要が

ある 。

LDI (ロード&インクリメン卜)命令は、 (HL) で指定される代置から (DE) で指定される{，'(世へ、1バイトだけ転送する。 そ

の後、 2つのレジスタの内容はインクリメン卜されて次の位置を指している。

バイト・カウンタ (BC) はデクリメン卜される。 この命令は、データ転送の途中で他の処理を行いたい場合に便利である。

LDIR (ロード&インクリメント&リピート)命令は LDIの拡張形で、白動的に全部(ノぐイト・カウンタが零になるまで)デー

タを転送してしまいたい場合に便利である。

16ビ ッ ト・レジスタを使用するので、ブロ ソクの大きさは最大 64Kノ〈イ卜 (1Kバイト =1024パイ卜)まで指定でき、ソース、

デステイネーションのアドレスはメモリ空間のどこにでも配置できる。

さらに、ブロック相互のオーバラ ップ も可能で、 3つのレ ジスタ ・べアを使)-14して撒えるデータに何ら制限のないことに;主目さ

れたい。

LDDとLDDRはさきの 2っ とよく似ている。 ただ、データ転送後、レジスタ・ベア HL、DEがデクリメン卜される}，I.(が典なっ

ていて、位置の t~j ~、方から低い方へ転送する場合に使肘するのに適している 。

デステイネーション

PUSH命令 一一一』

AF 

AF 

BC 

OE 

レジスタ Hし

SP 

IX 

IY 

J広張:アド
(nn) 

レシング

レジスタ
(SP) F5 

問f妾

UU  PUSH および POP命令の
全'kiiが終わ ったあとに

BC 

EO 
43 
n 
n 

C5 

ソース

レジスタ

OE Hし SP 

F9 

EO 22 EO 
53 

n 
73 

11 n 
n n 

n 

05 E5 

fJtS長:イミ f広5長ア ド レジスタ
デイヱッ卜 レシング 間f妾

IX IY nn (nn) (SP) 

F1 

01 EO 

n 
4B C1 
n 

n 
n 

11 EO 

n 5B 01 
n 

n 
n 

21 2A 
n n E1 
n n 

EO 31 
00 FO 

n 
7B 

F9 F9 n 
n 

n 

00 。。
21 2A 00 
円 門 El 
n n 

FO FO 
21 2A FO 
n 円 E1 
n n 

00 FO 
22 22 
n 11 

n 11 

。。 FO 
E5 E5 

SPが陪 11守される POP命令

表4-2 16ビッ トロードホしげ
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インフライド・アドレ シング

AF' BC'， DE' & Hし' Hし IX IY 

AF 08 

インフラ
BC， 

イド
DE D9 
& 

Hし

DE E8 

レジスタ (SP) E3 DD FD 
間接 E3 E3 

表4-3 交換

ソース

デステイネーション

レジスタ

間接 HLはソー スのポインタ
DEはデステイネーションのポインタ
BCはノぐイトカウンタ

(HL) 

ED "LDI" -Load (DE)ー一 (HL)
AO Inc HL & DE. Dec BC 

ED もしDIR"-Load (DE)--ー(HL)
BO Inc HL & DE. Dec BC. Repeat untll BC=O 

レジスタ (DE) 
間接

ED 九DD"-Load(DE)ー- (Hし)
A8 Dec Hし&DE. Dec 8C 

ED "LDDR" -Load (DE)ー- (HL)
B8 Dec HL & DE. Dec BC. Repeat until BC =0 

表4-4 ブロック転送グループ

、ノヨ、ン
チ
一
一
ケ

サ
ロ

レジスタ
間接

HLはアキ ュムレータの内等と照合
するメ モリ の1.T.1在のポインタ

(Hし) BCはノぐイトカウンタ

ED 令CPi"
A1 Inc HL. Dec BC 

ED "CPIR砂 IncHL. Dec BC 
81 rep巴atuntil BC=O or find match 

ED ‘CPD" Dec HL &臼CA9 

ED 、CPDR"Dec HL & BC 
89 Repeat until BC=O or find match I 

表4-5 ブロ ックサーチ

表 4-5に4種のブロック・サーチ命令のOPコード を示す。
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CPI (コンペア&インクリメント)は、 HLレジスタで指定されるメモリの内存とアキュムレータ内のデータを比較し、その結果

をフラグ・ビット(第5章 を参照)の 1つ にセ ッ トする。その後、 HLレジスタ・ベアをインクリメントし、バイト・カウンタ (BC

レジスタ・ペア)をテ'クリメン卜する。

CPIRは CPI命令の拡張形であり、パイ卜・カウンタが零になるまで比較を繰り返す。 この 1命令で、ある 8ビ ッ ト・キ ャラク

タを全メ モリ内 でf~すこともできる 。

CPD (コンペア&デクリメント)と CPDR (コンペア&デクリメン卜&リピート)は同様な命令であるが、各比較ののち HLレ

ジス タをデクリメン卜する点のみが異な っている。 したがって、逆方向へのメモリのサーチが行える。(このサーチはメモリ・ブロ

ックの最高アドレス近 くからスター卜し、下位アドレスへすすむ。)

このブロ ック転送、サーチ命令は、文字列の操作などの応用に非常に強力な道具となる。

算術と論理演算

表 4-6にアキ ュムレータを中心にした 8ビ ッ ト算術演算命令群を示す。 インクリメント (INC)、デクリメント(DEC)命令も

ともに示す。

これらのうち、 INC、DECを除いた 8ビ ッ ト操作命令で、アキュムレータと表に示したソース・データとの聞の操作が行われ、

その結果は、コ ンペア (CP)命令を除き、アキュムレータに置かれる。CPでは命令実行の前後でアキュムレータの内容は変わら

なし、。これらの挽作の結果で、フラグ ・レ ジスタがセッ 卜される。(各命令でセッ トされるフラグの詳細については、第 5章に述べ

る。)

INC、DEC命令は、レ ジスタは どのメモリの位置に対しても実行できるが、ソースとデステイネーションを別々にとることはで

きない。

ソー ス ・オ ペラン ド(ソースの指定)にインデ ックス ・レジスタを使用した場合、ディスプレイスメントをすぐあとに続けて指

定し ておく 。

イミディエ ッ ト・アドレ シングを使用した場合には、実際のオペ ランドで直接指定する。仔IJとして、次のような命令では、あと

の ようなメモリ配置 となる。

AND 07H 

ア ドレ ス九 I Di I 01'コード

A+l I 07 オペラン ド

アキュムレータの内存が F3Hであれば、結果として 03Hが得られ、最終的にアキ ュムレータの内容は 03H となる。
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ソース

レジスタ ・アドレシング レジスタ インテ.ッ クス イミデイ
間接 エッ卜

A B C 。 E H L (Hし) (IX十d) (IY+d) n 

DD FD 
C6 。ADD砂 87 80 81 82 83 84 85 86 86 86 

d d 
n 

ADD w CARRY 
DD FD 

CE 
"ADC" 

8F 88 89 8A 88 8C 8D 8E 8E 8E 
d d 

n 

SU8TRACT 
00 FD 

D6 
97 90 91 92 93 94 95 96 96 96 ‘SU8か

d d 
n 

SU8 w CARRY 
DD FD 

DE 
9F 98 99 9A 98 9C 9D 9E 9E 9E 、S8C"

d d 
n 

。。 FD 
E6 、AND" A7 AO A1 A2 A3 A4 A5 A6 A6 A6 

d d 
n 

。。 FD 
EE 、XOR" AF A8 A9 AA A8 AC AD AE AE AE 

d d 
n 

DD FD 
F6 "OR砂 87 80 81 82 83 84 85 86 86 86 

d d n 

COMPARE 
DD FD 

FE 
8F 88 89 8A 88 8C 8D 8E 8E 8E 

ホCP砂
d d 

n 

INCREMENT 
。。 FD 

ホINC" 3C 04 OC 14 1C 24 2C 34 34 34 
d d 

DECREMENT 
00 FD 

‘DEC" 3D 05 OD 15 1D 25 2D 35 35 35 
d d 

表4-6 8ビット算術、論理演算

Decimal Adjust Acc，ホDAA" 27 

Complement Acc，‘CPしか 2F 

N日gSate Acc.、NEG" ED 
(2's complement) 44 

Complement Carry Flag. "CCF" 3F 

Set Carry Flag.‘SCF砂 37 

表4-7 その他の操作

AND 07Hの操作と 結果

操作而jのACCの内容 1111 0011 F3H 

オペ ラ ン ド 0000 0111 07H 

t%H'p後;のACCの内平手 0000 0011 03H 

ADD命令 (ADD)は、ソースの位置|付のデータとアキュムレー タ(ACC)のデータ聞で2進加算を行い、 SUB命令は 2進減算を

行う命令である。

キャリを含めた操作を行 う場合、 ADC(加算)、 SBC(減算)を使用すればよ ~' o それぞれキ ャ リ・フラグの内脊を演算に関与

させ られる。



Z-80A では、フラグとデシマル・アジャス卜(10進怖JU の命令を;大のような ~!N可 ìí.i í算操作に対して使rlJ できる 。

パ ソクされた BCD数のi刈心刈:j干村杭1J市t月;-1皮主幻j泊出算算; 

符 3りり;f-付 2_;住数の l仏心-:i*

符りf小付付、J寸J-2の補数伯値:の，'，山7可:j梢}皮支i杭市口

この d行イnt下には f也に d命湾問~AND 、 i命.f1_j.!干1I0R、.UIニ{也(1札治Rn平IIXOR、Iヒ車交CPカぜある。

アキュムレータあるいは、キャリ・フラグを操作する 5 つのìJ'L1 iJ ~抑lii ì1i í算命令があるが、これを表 5 - 7に示す。
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10進補正は加算と同様初日1:に対しても行うことができ、 BCD算術演算が簡単に行える。 このj成#補正にはNフラグを利用すると

よ L 、 。 このフラグは lìíjの算術j寅 ~l命令がj成~}ー であればセソ卜されている 。

NEG命令はアキュムレータ内の{直の 2のtln数{凶をアキュムレータに置く (セ ッ 卜する)。

ここで、 Z - 80A にはキャリをリセソ卜する命令がないことに注立された ~) o この操作はアキュムレータ白身で AND をとるなど

のJ袋行二 をすれば、キャリ・フラグがリセ ッ トされるので、その命令をとくに設けていない。

表 4-8に16ビ ッ ト・レジスタ問の16ビ ッ ト演昨命令併をノj三す。 これらにはキャリを合めた加、 i成算を入れて、 5グループある。

ADC 、 SBC 命令は全フラグに民主幹を与える 。 これらの命令を使用すればアドレス d'n~: あるいは 16 ビット算術;山口操作の簡 lìi_化

カ汁刈れる。

ソー ス

8C DE HL SP IX IY 

HL 09 19 29 39 

、、ADDか IX 
。。 00 00 00 
09 19 39 29 

IY 
FD FD FD FD 
09 19 39 29 

デステイネーション

ADD WITH CARRY AND 
HL 

ED ED ED ED 
SE T FLAGS、ADC" 4A 5A 6A 7A 

SU8 WITH CARRY AND 
HL 

ED ED ED ED 
SET FLAGS、S8C" 42 52 62 72 

INCREMEN 丁、INC砂 03 13 23 33 
00 FD 
23 23 

DECREMEN 丁、DEC" 08 18 28 38 
00 FD 
28 28 

表4-8 16ビッ ト算術演算

ローテイトとシフト

Z - 80A のとなヰキ長として、アキ ュ ムレー夕、 ìJlJ lJ レ ジスタあるし、はメモリ l付 のデータのローテイトあるいはシフト命令がず亡'j~ し

ている }.I~~ カずあ lずら h る 。

ローテイ卜とシフト命令の OP コードをよ 4 - 9 に /J~ す。 Z - 80A に は、は卜lìiおよび論R~. シフト f呆作も設けられている 。 これらの

操作は樫数の乗-~il: および除~~を介む広範 IJ ~ の 川 i主 に使 )-H でき、 J~JÎo'ií出利なものである 。

2つの BCDディジ ッ 卜・ロー テイト命令 (RRDとRLD) は、 HLレジスタ・ べアで十日半されるメモリ 1)'1の 2Hi (デ ィジソ卜、

4ビ ッ トで 1祈lをぷわす)とアキュムレータ |人!の 1Hiとのロ ーテイト(人れ行え)が行える。 (ぷ 4-9を参照)これらの命令は

BCDテー タのili:i~1: に干IJ ) I]できる 。
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ローテイト
あるいは

シフトの型

ビット操作

‘RしC"

ホRRC"

ホRし。

‘RR" 

水SLA"

、SRA"

ホSRしみ

‘Rし0"

、RRO砂

A 

CB 
07 

CB 
OF 

CB 
17 

CB 
lF 

CB 
27 

CB 
2F 

CB 
3F 

ソースおよびデステイネーション

B C D E 

CB CB CB CB 

00 01 02 03 

CB CB CB CB 
08 09 OA OB 

CB CB CB CB 
10 11 12 13 

CB CB CB CB 
18 19 1A 1B 

CB CB CB CB 
20 21 22 23 

CB CB CB CB 

28 29 2A 2B 

CB CB CB CB 
38 39 3A 3B 

~b7-bO ~ 

~b7-bO~ 

』←イ b 7 -bO~

La→ b7 --bO~ 

。

H L (Hし) (IX+d) (IY+d) 

00 FO 
CB CB CB CB CB 
04 05 06 d d 

06 06 。。 FO 
CB CB CB CB CB 
OC 00 OE d d 

OE OE 

00 FO 
CB CB CB CB CB 
14 15 16 d d 

16 16 

00 FD 
CB CB CB CB CB 
1C 10 1E d d 

1E 1E 

00 FD 
CB CB CB CB CB 
24 25 26 d d 

26 26 

00 FO 
CB CB CB CB CB 
2C 20 2E d d 

2E 2E 。。 FD 
CB CB CB CB CB 
3C 3D 3E d d 

3E 3E 

ED 
6F 

ED 
67 

t;=_ローテイ ト・サーキュラ

;(-iローテイ ト・サーキュラ

右tローテイト

イiローテイ ト

算術的tJ.'_シフ ト

算術的右シフ ト

論理的右シフ ト

1，:ローテ イト
デ ィジソ 卜

布ローテイト
ディジット

表4-9 口ーテイトとシフト

ピットごとのセット、 リセ ッ トあるいはテストとい った揖d乍はどのようなプログラムでも必要なものである。 とくにそのJ呆作が

レジスタに限らずメ モリ内でできれば、大変便利である。 このビ ッ トは普通汎用ソフトウエア・ルーチ ン、 外部の制御状態の指示
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あるいはメモリの有効利用のためにパックしておくデータ群の指標などのためのフラグとしてよく使ItJされる。

Z-80Aには、 1命令によりアキュムレー夕、各汎用レジス夕、あるいはどのメモリ位置に対してもその中の各ビ ッ トのセ ッ ト、

リセ ッ ト、あるいはテストカfできる台E力カずある。

表 4-10にこの 1.::1的のための240の命令群を示す。

レジスタ・アドレシングでは、アキュムレータあるいはいずれかの汎用レジスタをf旨定でき、そこでのビ ッ ト1ik作ができる。

レジスタ間接およびインデックス・アドレシングでは、そのf旨定によって外部メモリ ーヒでビ ッ トf呆作ができる。

ビッ ト・テスト操作では、ビ ッ トの状態をゼロ・フラグ (Z) で判定する。 たとえば、 Zフラグがセ ッ トされているならば、テ

ストされるビットは零である。
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レジスタ・アドレ シング
レジス

インテ'ッ クス
タ間接

ビッ ト A B C D E H し (HL) (IX+d) (IY十d)

。 CB CB CB CB CB CB CB CB 
d 4DC6 D B 

C F D B 

47 40 41 42 43 44 45 46 d 
46 

00 
C FD B CB CB CB CB CB CB CB CB Cd B 

4F 48 49 4A 4B 4C 40 4E d 
4E 4E 

2 
CB CB CB CB CB CB CB CB C DD B 

F d 5C 6 B D 
57 50 51 52 53 54 55 56 

d 56 

3 
CB CB CB CB CB CB CB CB D CD B 

d 5F CE D B 
5F 58 59 5A 5B 5C 50 5E 

d 5E TEST 
‘BIT" 

d C 6D 6 D B d 6C F6 D B 4 
CB CB CB CB CB CB CB CB 
67 60 61 62 63 64 65 66 

5 
CB CB CB CB CB CB CB CB DCD B 

F d 6CE D B 
6F 68 69 6A 6B 6C 60 6E 

6d E 

d 7CO6 B D 

FO 

6 
CB CB CB CB CB CB CB CB 
77 70 71 72 73 74 75 76 

7 
CB CB CB CB CB CB CB CB d 7D C E D B Cd 7F E D B 
7F 78 79 7A 7B 7C 70 7E 

。 CB CB CB CB CB CB CB CB 
d 8D C6 D B d 8CF 6 B D 

87 80 81 82 83 84 85 86 

1 
CB CB CB CB CB CB CB CB D CB D 

d 8F C E D B 
8F 88 89 8A 8B 8C 80 8E 

d 8E 

2 
CB CB CB CB CB CB CB CB C DD B 

d 9CF 6 D B 
97 90 91 92 93 94 95 96 d 96 

3 C 9戸B 
CB CB CB CB CB CB CB 

d 9OCE D B 
C F D B 

RESET 98 99 9A 9B 9C 90 9E 
9d E 

BIT 
ホRES砂

CB CB CB CB CB CB CB CB 
DC d A6 D B 

FC d D B 
4 

A7 AO A1 A2 A3 A4 A5 A6 
A6 

5 
CB CB CB CB CB CB CB CB 

d D C AB E D Cd AFE D B 
AF A8 A9 AA AB AC AO AE 

6 
CB CB CB CB CB CB CB CB C D D B 

d C FB6 D B 
B7 BO B1 B2 B3 B4 B5 B6 d B6 

7 
CB CB CB CB CB CB CB CB 

C d D BE D B Cd FBO B E 
BF B8 B9 BA BB BC Bo BE 

。 CB CB CB CB CB CB CB CB 
d CCD6 D B d CF C6 D B 

C7 CO C1 C2 C3 C4 C5 C6 

CB CB CB CB CB CB CB CB 
d D CCE D B 

F C O B 

CF C8 C9 CA CB CC CO CE 
d C E 

2 
CB CB CB CB CB CB CB CB 

d D CD6 D B d DC F 6 D B 
07 。。 01 02 03 04 05 06 

3 
CB CB CB CB CB CB CB CB D C d DD B E C d F DE D B 

SET oF 08 09 oA OB OC 00 OE 

BIT 
ホSET"

CB CB CB CB CB CB CB CB 
d C DE6 D B 

F CD B 
4 

E7 EO E1 E2 E3 E4 E5 E6 
d E6 

5 
CB CB CB CB CB CB CB CB 

d DCED B E d FC ED B E 
EF E8 E9 EA EB EC EO EE 

6 
CB CB CB CB CB CB CB CB 

d C FDD 6 B 
F C D B 

F7 FO F1 F2 F3 F4 F5 F6 
d F6 

7 
CB CB CB CB CB CB CB CB 

d DF CD B E d C F F D B E 
FF F8 F9 FA FB FC FO FE 

表4-10 ピット操作グループ
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ジャンプ、コール、リターン

去 4-11にジャンプ、コール、およびリターン命令群をボす。ジャンプとはプログラム中でのステ ップの変更であリ、プログラ

ム・カウンタには、 3つの適、11なアドレシ ング ・モード(拡張イミデ ィエッ ト、相対、またはレ ジス タIMJ持) のいずれかて寸旨定さ

れる 16ビ ッ トの仙ーがロードされる。

ジャンプ命令群には条件ジャンプがある。 これらはジャンフ。命令l白:両ijの条件によ ってジャンプした り、その まま次の命令ステ ッ

フ。へ続けられるものである。 この条件はフラグ・レジスタ内のデータにセ ッ トされている。(フラグ ・レ ジスタに関しては、第 5主主

を参.I!¥-o
拡張イ ミディエッ ト・アドレ シングを使用すれば、メモリ のどの位置へでもジャンプできる。この命令は3パイ卜必要で、 OPコ

ード の次のバイト がド牝アドレス・ バ イト であ り、そのあとに_I-_ui:アドレス・ バ イトが続く 。(2バイ トで64Kノ〈イト 全メ モリを指

定する。)

たとえば、メモリ の位置 3E32Hへの無条f午ジャンプは次の ようになる。

アドレ スA I C:l I 0ドコード

A十1 I :12 ドf:r.アドレス

A+2 I :m I 1-.('/:アド レス

相対ジャンプ命令は 2バイト命令であ り、 2バ イト UはそのH寺点での PCの内存に加えるためのディスプ レイスメン ト(2の補

数値)である。

このデ ィスフ。レイスメントにより OPコード のあるアドレスから +129--126の革E聞を十旨定できる。

レジスタ間接ジャンプには 3栴あ って、 レジスタ・ ペアHL、イ ンデックス・ レジスタ IX、IYの|付存を直接 PCにロードして行

う。このモードでは、まえで計算した値をもとに ジャンプ先を決めてジ ャンプする ことができる。

コール命令はジ ャ ンプ命令の特妹な形であり、反り番地(コ ール命令のあと のバイト のアドレ ス)を スタックにプッシュしてお

いて ジャンプを実行するものである。 リター ン命令はコールの逆で、スタ ソクからデー タをポップしてきて、それを直接 PCにロ

ードしてジャンプする 命令である。

コールおよびリター ン命令で、サブルーチンあるいは割り込みの処理が、簡単に行える。

Z-80Aファミ リ用に、 2つの特殊リターン命令が設 け られている。RETI(マスク可能な剖り込みか らの リター ン)と RETN(ノ

ン・マスカブル剖リ込みからのリタ ー ン)の 2種で、 CPU内では OPコー ドC911の無条件 J)ター ンと16J様に扱われるが、次の}，I.;(で

異な って いる。

RETIは割り込み処理ルーチ ンの終わ りで使用する が、 Z-80Aの同辺チ ップはこの命令の'よ行ーを検知して、ネステインク二してい

た割り込みに対して適切な処理が行われたことを認識できる。

Z-80Aの!司辺デバイスの構成 を考l悲した この命令を使則すれば、 ネスティングしてい た剖り込みからの正常 リター ンの手続きが

簡単になる。 もし、このような命令がなければ、訓リ込み処理ルーチンが完 fし、書Ijり 込みをかけてきたデノ〈イスにそれを伝える

ためには、 J大の ようなプログラム・ステップが必要であろう。

01 このルーチンが始まるまえにまず吉iIリ 込みを禁Iトーする (テ ィセーブル害iIり 込み)。

LD A， n 

OUT n， A 
)サー ビス ルーチ ン完 fをデバ イスへ通知する。

RET ; リタ ーン。

Z-80Aでは、2バイト の RETI命令で、さき のような 6バイトのステ ソプを置 き換えることができる のである。 これは割リ込み

サービ スの11割引をできる限り短縮しなければならない場合には重要となる。

プ ログラムでループ制御を筒 Jli_にするために DJNZ命令があり、便利なものである。 これは 2バイトの条件付相対ジャンプ命令

で、 しか も命令実行ごとにBレジスタがデ クリメン 卜される。B レジス タが零になるまで繰り返しジャンプを行い、守主になれば次

の命令ステップに移る。 オペラン ド(ディスプレイスメント)は 2の補数11在でJオえる。j大に簡lf-な例を子jミしておく 。
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アドレス

N、N+1

N+2 

N+9 

命令 コメン卜

LD B、7 ; Bレジスタをカウン ト7にセッ ト。

(プ ログラム・ステ ッフ) ; 7同繰り返す内容。

N+10、N+ll DJNZ -10 もし、 Bレジスタが Oでなければ

N+12 

拡張
JUMP‘JP" イミディ

エッ卜

JUMP‘JR砂 相対

JUMP、JP"

JUMP 、JP" レジスタ
間接

JUMP‘JP" 

拡張
"CALL" イミディ

エット

OECREMENT B. 
JUMP IF NON 相対
ZERO‘OJNZ砂

RETURN レジスタ
、RET" 間接

RETURN FROM レジスタ
IN 丁、RETI" 間接

RETURN FROM 
NON MASKABLE 

レジスタ

IN丁 、RETN" 間接

あるフラグは 1つ以上の
目白守てリflいられる。
詳細は第 5:i表参照。

nn 

PC+e 

(Hし)

(IX) 

(IY) 

nn 

PC+e 

(Sp) 

(SP+1) 

(SP) 
(SP十 1)

(Sp) 

SP+1) 

N+12か らN+2へ戻る。

(次のステ ップ) (Bレジスタ )=0のとき、ここへ。

条件

無条件 キ ャリ
ノン ・

ゼロ
ノン パ リティ パ リテ ィ

キャリ セ'ロ 偶数 奇数

C3 OA 02 CA C2 εA E2 
n n n n n n n 
n n n n n n n 

18 38 30 28 20 
e-2 e-2 e-2 e-2 e-2 

E9 

00 
E9 

FO 
E9 

CO OC 04 CC C4 EC E4 
n n n n n n n 
n n n n n n n 

C9 08 。。 C8 CO E8 EO 

EO 
40 

EO 
45 

表4-11 ジャンプ、コ ール、 リター ン グループ

負 正 カウン卜

FA F2 
n n 
n n 

FC F4 
n n 
n n 

10 
e-2 

F8 FO 

表 4-12に8穂のリスタート (RST)命令の OPコード およびニーモニ ックを示す。 この命令は 1バイトで8筒所のいずれかを

コールできる。

この命令の特長は、よく使用するルーチンをこれで呼べば、 プ ログラム・ ステ ップ数、すなわちメモリ使用量を節減できる点に

ある。
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OPコー ド

OOOOH C7 、RST 0砂

0008H CF ホRST8砂

0010H 07 、RST 16" 

コ

Jレ
0018H 令 RST 24" 

ーノヲ

ド
レ 0020H E7 、RST32砂
ス

0028H EF もRST 40" 

0030H F7 "RST 48" 

0038H FF ホRST 56" 

表4-12 リスタ ー 卜

入力/出力

Z-80A CPUには長 4-13および表 4-14に示すように、多椅の入出力命令群がある。

人71/出))デバイスのアドレシングには、キ色対モードあるいは、 Cレジスタをイ史用したレ ジスタ|品川妾モ ー ドがある。

レジスタ間持モ ー ドでは、入m)Jデバイス群と内部レジスタ 1M]のデー タの直接転送が可能である点に注意された "'0 さらに、 8 

つのブロ ック転送命令が設けられている。

これらの命令若干はメモ リ ・ブロ ック 伝送と同時のものであるが、 HL レジスタ・ ペアをメモリ・ソース(出))1::::1との場合)または

メモリ ・デステ イネー ション (入))要求の場合)のポインタとして用いる点が異なる。一方、 Bレジス タはlnJ様にバイト ・カウン

タとして使用する。

C レジスタは入))/，'1'，力の必要なデバイスのポー トのアドレスを保持する。

B レジスタは 8ビ ッ トj乏なので、人11'，力ブロ ック転送は256バイ トまでである。

次のような入，'1'，力命令では nはアドレ ス ・パスの ド位 8ビ ッ トに出力される。

IN A， n 

OUT n， A 

I，;J 時にアキュムレ ー タの|付存がアドレス・パスの上杭 8ビ y 卜へ出力される。

入11'，))ブロック転込も含めたレジスタ !日j持人，'1'，力命令のいずれにおいても、レジスタ CのÎJ存は、アドレス ・パスの下伏 8ビ y

トで転j孟され同11;'干にレジスタ Bのl付符がアド レス ・パスの 卜伏 8ビ ッ トに山力される。
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デステイネーション
入力

INPU 丁、IN"

、INI"-INPUT & 
Inc HL. Dec B 

"INIR" -INP. Inc HL. 
Oec B. REPEAT IF B手O

"INO砂ーINPUT& 
Dec HL. Oec B 

、INDR"ーINPUT.Dec H し
Oec B. REPEAT IF B手O

A 

8 

C 

レジスタ
-アドレ D 
シング

E 

H 

L 

レジスタ (Hし)
間接

表4-13 入力命令群

、OUT砂

、OUTI"-OUTPUT 
Inc HL. Dec b 

、OTIR" -OUTPUT， Inc HL. 
Dec B， REPEAT IF B手O

、OUTD"-OUTPUT 
Dec Hし&B 

、OTDR"-OUTPUT， Dec Hし
& B. REPEAT IF B学O

イミデイ (n) 
エッ 卜

レジスタ (C) 
間接

レジスタ (C) 
間接

レジスタ (C) 
間接

レジスタ (C) 
間接

レジスタ (C) 
間接

デステイネーション
出力ポート

ソース

レジスタ

A B C D 

03 
n 

ED EO ED EO 
79 41 49 51 

表4-14 出力命令群

ソース
入力ポー卜

イミデイ レジスタ
エ ッ ト 間接

(n) (C) 

OB ED 
n 78 

ED 
40 

ED 
48 

ED 
50 

EO 
58 

ED 
60 

EO 
68 

ED 
A2 

EO 
B2 

ED 
AA 

ED 
BA 

E H 

ED ED 
59 61 

ブロック入力
コマンド

レジスタ
間接

し (HL) 

EO 
69 

A3 

ED 
B3 

ED 
AB 

ED 
BB 

ブロック出力

コマンド
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CPU制御命令

長4-15に6つの汎用 CPU制御命令を示す。NOPは何もし ない命令である。HALTは CPUの動作を次に割り込みが入るまで停

l卜させる命令であるが、この者Ijり込みは D1、E1命令によってソフト 的 に受け付け可否の制御ができる。

3阿賀nの剖 り込み動作モ ードの指 定命令によ って、CPUはそれぞ れ次のような対応する割 り込み応答モード になる。
モード Oにセ ッ トされた場合、割り込みを発しているデバイスがデータ・パスー1--に何らかの命令を乗せて、 CPUがそれを実行す

るJIヲ£に となる。

モード 1は簡単ーなもので、CPUは内動的に位置 003811から リスタート (RST)するので、外部恒j路からの指 令は何 ら必要でない。

Ciiijの PCの|付存はスタ ックにプッシュされる。)

モード 2は品も 強力な もので、全 メモリの位置への!日j接 コールができる。このモードでは、 CPUはレジスタ Iの内存により七fι

8ビ y 卜を指定し、剖 1)jムみを 先生 している デバイ スからのデー タで下位8ビ ッ トを指定 し、計16ビッ ト・ メモ リ・アドレ スを形

成する。

このアドレスとそれに続くアドレスの内存 2バイ 卜によ り、サービス・ ルーチ ンの先E頁アドレスをf旨定する。

CPUは円則的にこ のデータ 2バイトで指定されるアドレスへの CALL命令を実行する。

テーフル

'，IiIJI)jムみ
サー ビスルーチ ン

の 先日目アドレ ス

、NOP砂

やHALT砂

DISABLE IN丁、(DI)"

ENABLE IN丁 、(EI)の

SET INT MODE 0 
ホIMO"

SET INT MODE 1 
ホ1M1" 

SE T INT MODE 2 
快1M2"

。。

76 

F3 

FB 

ED 
46 

ED 
56 

ED 
5E 

[レジスタ (I) j_f.i:アド レス1:むと
l J，'，'J .i[2テ'，;"イス 卜，.i:アドレスf片宅

808M モード

3811 i引也へのコ ール命令

レジスタ Iと'，'IIJI)込みデバ イスから の
8ビ ソ卜データを JlJ¥、たII¥J1安コ ール命令

表4ー 15 CPU制御命令
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5. フラグ妻頁
Z-80A CPUの 2組のフラグ・レジスタは種々の CPU操作による結果を 6ビッ トで保持する。

このうち、 4つの ビッ トはプ ログラ ムによりテス トで き、ジャンプの条件として使用できる。 これらについて説明する。

1)キャリ・フラグ (C)ー アキュムレータの最上位ビ ッ トからの桁上がりでセ ッ トされる。 加算命令でのキャリ、または減算命令

でボロ 一発生の場合などでセ ッ トされる。 シフト、ローテイト命令ではこ のCビ ッ トが関係する。

2) ゼロ・フラグ (z)一演算 の結果、アキュムレータに零 が ロード されたときにセ ッ トされる。他の場合リセ ッ トされる。

3)サイン・フラグ (5)ーこ のフラグは符号付数値を扱う場合に使用し、 j寅算 の結果が負ならばセ ッ トされる。符号としてビ ッ ト

7 (MSB) を使用する ので、アキュムレータのビ ッ ト7の内脊がこのフラグに置かれる。 (負の数ならば1が立つ。)

4)パリテイ /オーバフロー・フラグ (P/v) この 2つの 目的を持ったフラグは論理演算 (ANDA， Bなど)が行われた場合には

パリテ ィを示し、また符号付2の補数値の算術演算が行われた場合にはオーバフローの有無を示すために用い られる。 Z-80Aの

オーバフ ローはアキュムレータ内の 2の補数値が+127を超えるか、 128より小さくな った場合に出される。次 のような加算では

オーバフローとなる。

+ 120= 0111 1000 

+105= 0110 1001 

C = 0 1110 0001 = (-31)オー バフロ一発生(エラー)

これはエラーであり、オーパフロ ーがあるがキャリは出ないので、エラー表示のためにオーバフロ ー ・フラグがセ ッ トされる。

次のような 2の補数値の加算では正しい結果が11-'.て、キ ャ リ・ フラグがセッ卜される。 この場合、オーバフロ ー ではないので、

オーバフ ロー ・フラ グはセ ッ トきれない。

-5= 1111 1011 

-16= 1111 0000 

C = 1 1110 1011 (-21) キャリ先生(IF.答)

キャリは結果の正誤に直持関係しないので、オーバフロー・フラグが特別に必要である点に注意された ¥" 0論理j寅算 (AND、OR、

XOR) では、結果のパリティが偶数ならばこのフラグはセ ッ トされ、奇数ならばリセットされる。

プ ログラマがi直接に閲ワ宇する必要のないフラグ・レジ スタの残りのビットは、いずれも BCD算術演算削として使用される。

1 )ハーフ・キャリ (H)-BCD 演算結果の下位4ビ ットからのキ ャ リ、ポロー用である。命令DAAを用いて10進補疋演算 を行う

場合、このフラグHを用いて、 CPUは自動的にパ ックされた10進数の加算結果または減算結果に対して補正を行い、正しい結果を

算HJ，する。

2)サブトラクト・フラグ (N)-BCD 演算で、加算と減算とではアルゴ リズムが異な っている ので、こ のフラグを見て、先に'夫行・

された命令が加算か減算かを判定し、正しく DAA命令を'夫行する。

このフラグ・レジスタはプログラムによ って調べ たり十呆作したりするこ とができ、フ 寸ーマ ッ トは次の ようにな っている。

トトト IH I X II'/V川J
Xは未定義

表 5-1に各種の CPU命令でどのようにフラグ・ビ ッ トが変化 するかを示す。 各記号は次のような意味を持つ 0

・- フラグ変化なし。
X -フラグ不定。

o リセ ッ トされる。

1 セ ッ トさ hる。

t - 各条件(前述)にしたがって、セ y トあるいはリセ ッ トきれる。

この表に書 かれていないその他の命令はフラグに影響を与えない。
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K. 5 --1には、説IIJJの必裂があるい く柿かの場介が台まれている 。Zフラグは、ブロ ック ・サーチにおいて、それらの結果、状

態をぶすのに)IJ¥、られる 。

フ ロ "j ク ・サーチて¥ ソースと アキ ュム レータのデータがぶ交すればZフラグはセ ッ トされる 。 またノfリティ ・フラグは、バイ

ト・カウ ンタ (BCレジスタ ・ベ ア)が'長でなければセ ソトされている。 ノfリティ・フラグはブロ ック転，己主の|療にもl司-f'，kーにな って

L、る 。

ブロ yク人，'1'，}J 命令においては、 Zフラグはノ、イト・カウ ンタとしての B レジスタの状態をノjミすために)I~ ¥-、ら れる。 入Ll'，力ブロ

ソク 'Ii.[，し;.&がま与 ]'したとき、 Zフ ラグは'七: (すなわち、 B= 0) にリセ 、ソ卜される。 (也ん、 メモ!)H~l ブロ ック 恥， J丞の来冬(u寺には、ノ ず

リテ ィ ・フラグカ言リセットさ hる。

リフレッシュH午、あるいは Iレジスタの|人j存がアキュムレータにロードされたとき、吉1]りj主みのイネーブル・フリップ・フロソ

ブ (lFF) の|人l存は、ノぐリティ・ フラグ(こ_l_IL;i¥:される ので、CPUの4たlsはいつでも Jlじ全に保イrさhている 。
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ノ81L11 ~入2 C z P/V S うえ H li引111 15 

ADD A， s; ADC A. s I V : 。 8ピ ソト bll'Q.キャ 1) を合む }JII~~: 

SUBs;SBC A，s， CPs 1 : t V t I 8ビ ソトi成rr、キャリを予7む り1I~}、 比粒
NEG V : 符りIi.申!，(ニケ'イト )

AND s 。 t P : 。
，iiiiJlIUii-iW 

OR s;XOR s 。 : n 。
INC • t V : 。 t 8ビ ゾト・イノク リメン卜
DEC s • i t v t 8ビ ソト・テ'クリメント

ADD dd， ss • • • 。X 16ビソ ト}JIIW
ADC HL， ss 1 v 。X 16ビソトキャリをC7もt}Jn~~: 

SBC HL， ss t 、f 1 X 16 ビゾ ト キャリを戸すむ i成~~

RLA;RLCA;RRA;RRCA 1 I・ • • (1 。 ローテ イト ・アキュムレータ
RL s; RLC s; RR s; RRぐ s

t I t t 。 () ローテイト、シフ トS
SLA s; SRA s; SRL s 

RLD， RRD • : 。 () ローテ イト ・デ fジソト }.'.イ1

DAA t t p 1 • I t テシ 7 ル ・ア シャス ト・ アキュムレータ
CPL • • • • アキュム レータM紋変換
SCF 1 • • • 。 () セソ 卜・キ ャ リ

CCF 1 • • • 。X キャリ 補数変倹
IN r， (C) • : p 1 () 。 レシスタ 1:1]被人 }J
lNI; lND; OlJ1'l; OlJ1'D • : X X X ブロック八11'，}J 

Ii¥"IR; INDR; 01'lR; O1'I>R • 1 X x X H+Oならばz=O その他は Z=l

LDI， LDD • x i 1 X 。 () ブロソク 恥、j1.

LDIR. LDDR • X ! 0 X 。。 B手Oなら(.:fl'iV= 0、 その1t!Lは l'iV=0 
ブロノ 7 ・サーチ

CPI， CPIR. CPD. Cpl)R • X X 八 二 (HL)なら(工Z= 1、 そのlt!Lu:Z= 0 

BC手Oな ら(;fl'/Vーで 1、 その(也は P/V-=0 

LDA， 1; LD A， R • IFF 。 () IFFの|人]干長が PiVにコビーされる。

Bl1' b. s • t X X 。 1 Sのビソト bの|人l告がZに コヒーされる。

~;.'i * の JVISB からのキャリがあれば、 C- 1 。

.~，.:なら(工 、 Z τ 1 0 

キ.'i~~ O) MSBカ， 1なら(.1、 S= 1 c 

キ山県が ;~itz、またはオ ーバフローならば、 P/V=10 
手1，埼Lカ'1凶器tなら L:f、 P/V=0.， 
キ1，来にキ ャリ、ボロ ーがあれば、 H= 1" 

さきの ~iii ~~ がi成切ならば、 N = L

操作・の1J;米、変化す るの

操作 eの品川L、変化 しない o

-tJ，!!liによ リ、 リセ ソ卜される。

J主H'I'によ り、セ ソトさ.iLる。

合研十見 してよい。

オーバ ・フラグとしてぬわれる。

パリティ ・フラグとして披 われる。

8ビソ ト・ロケ ーンョン。

リフレソシュ ・カウンタ 。

Iレジス y (害Ijり込みベクトルの トード1ノ〈イトJlJ)。

CPUレジスタ A.H， C， D， E. H， L。

16ビ ソト・ロケーション。

8ビ ソト fI!i.(0 --255)。

16ビソ 卜f1!i.(0 -65535)。

記号の説明

C キャリ / リンク ・フラグ

Z セ'ロ ・フラグ

S サイ ン ・フラグ

P/V:ノfリテ ィとオーバフロ-~~J IJ フラグ

ハーフ ・キャ リヮラ グ

加W/ i成 ~Î フラグ

S

R

I
 

s

n

 

r

s

n

n

 

H

N

t

・o
l
x
v
p

表5-1
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6. オペコードとタイミング表

この市で、 Z-80Aの命令セットをまとめておく 。 これらをグループJJIJに衣 6-1か ら表 6-11にぷ し、 作ぷで、次の符i百につい

てぷす。

アセンブリ訓ニーモニ ソクの OPコード

マシン I~-:~. の OP コード

シンボリ ソク・オペ レーシ ョン (CPUの重力作、または操;門:)

命令'kid去のフラグ ・レ ジスタの|付存

命令のバ イト紋(メモリ・サイ クル数)

ブ工 、ソチ、 実行に必要なTステート (外部クロ ックJhJJ例) の品志注文

これらのぷはできるだけそのぶだけで J:i-:H木がわかるよう I~己ほされている 。



116 

ニーモニック シンボリ ック フラグ オペ コード バイト Mサイ Tステ
コード オペ レーシ ョン C Z P/V S N H 76 543 210 数 クル数 一卜散

コメント

LD r，r r←-r • • • • • • 。1 r r 1 1 4 r， r レシスタ

LD r，n r←→n • • • • • • 00 r 110 2 2 7 000 B 
← n 一一歩 001 C 

LD r，(HL) r←(HL) • • • • • • 01 r 110 1 2 7 010 D 

。11 E 
LD r，(lX+d) r←(lX +d) • • • • • • 11 011 101 :> 19 

100 H 
01 r 110 

101 
← d → 

111 A 

LD r，(lY +d) r←(lY +d) • • • • • • 11 111 101 3 :> 19 
01 r 110 

← d → 

LD (HIふr (HL)←r • • • • • • 01 110 r 1 2 7 
LD (IX +d)， r (IX十d)←r • • • • • • 11 011 101 3 a 19 

01 110 r 

← d → 

LD (IY +d)，r (lY +d)←r • • • • • • 11 111 101 3 5 19 
01 110 r 

← d → 

LD (HL)，n (HL)←n • • • • • • 00 110 110 2 3 10 
← n 一→

LD (lX+d)，n (IX +d)←n • • • • • • 11 011 101 4 5 19 
00 110 110 

← d → 

← n 一→

LD (lY +d)， n (lY +d)←n • • • • • • 11 111 101 4 5 19 
00 110 110 

← d → 

ゃ n 一一歩

LD A，(BC) A←(BC) • • • • • • 00 001 010 2 7 

LD A，(DE) A←(DE) • • • • • • 00 011 010 1 2 7 
LD A.(nn) A←(nn) • • • • • • 00 111 010 3 4 13 

← n 一→

← n 一+

LD (BC)，A (BC)←A • • • • • • 00 000 010 1 2 7 
LD (DE)，A (DE)←A • • • • • • 00 010 010 1 2 7 
LD (nn)，A (nn)←A • • • • • • 00 110 010 3 4 1:3 

← n 一一歩

← n 一→

LD A，I A←I • IFF2 。。11 101 101 2 2 9 
01 010 111 

LD A，R A←R • IFF2 。。11 101 101 2 2 9 
01 011 111 

LD I，A I←A • • • • • • 11 101 101 2 2 9 
01 000 111 

LD R，A R←A • • • • • • 11 10] 101 2 2 9 
01 001 111 

一一一一

i主) r、rはA、B、C、D、E‘H、Lレジス 7をJ行す。

IFF (主1]リ J企み イネーブル ・フリ 、，7)はPVフラ 7にコヒ ーされる。

フラグ:・ ='!t化せず、0- 1)セソ卜、 1 セノ ト、x=イ、主。
t =1扶Hoの手山県でセットま たはリ セ ソ卜される。

表6-1 8ビット・ロード
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ニーモニ yク シンボリ ック フラグ オペコード バイト Mサイ Tステ
コメ ン

コード オペレーション C Z P/V S N 日 76 543 210 数 7ル数 ート数

LD dd， nn dd←nn • • • • • • 00 ddO 001 3 3 10 dd 

← n ー多 。。 BC 
← n 一+

01 DE 
LD IX， nn IX←nn • @ • • • • 11 011 101 4 4 14 

00 100 001 
10 HL 

← n → 11 SP 

ゃ n 一→

LD IY， nn IY←nn • • • • • • 11 111 101 4 4 14 
00 100 001 

← n 一+

← n 一+

LD HL，(nn) H←(nn + 1) • • • • • • 00 101 010 3 5 16 nnは2/，イトの段、1'，-:':1ノfイ
L←(nn) ← n 一一惨 トはオペコー ドのil'(後。

← n 一 歩 I-_P: 1バイト はその次に人る。

LD dd，(nn) ddll←(nn+l) • • • • • • 11 101 101 4 6 20 
ddL←(nn) 01 ddl 011 

← n ー+

，_ n 一→

LD 1 X ，(nn) 1XlI←(nn+1) • • • • • • 11 011 101 4 6 20 
IXL←(nn) 00 101 010 

← n 一ーや

← n -> 

LD IY，(nn) IYlI←(nn十1) • • • • @ • 11 111 101 4 6 20 
IYL'一(nn) 00 101 010 

← n 一 砂

<-- n 一→

LD (nn)，HL (nn + 1)←H • • • • ③ • 00 100 010 3 D 16 

(nn)←L ‘ n -> 
，_ n → 

LD (nn)，dd (nnト1)←ddll • • • • • @ 11 101 101 6 20 

(nn)←ddL 01 ddO 011 

← n 一→

← n 一ータ

LD (nn).IX (nn+1)←IX'l • @ @ @ @ @ 11 011 101 4 6 20 
(nn)←IXL 00 100 010 

← n → 

← n 一一参

LD (nn)，IY (nn十1)←IYII • • • • @ @ 11 111 101 4 6 20 
(nn)←IYI. 00 100 010 

← n → 

← n 一一・

LD SP，HL SP←HL @ @ @ @ @ 。 11 111 001 6 

LD SP，IX SP←IX • @ @ @ @ @ 11 011 101 ヲ 2 10 

11 111 001 

LD SP，IY SP←IY • @ @ @ @ @ 11 111 101 2 ヲ 10 
11 111 001 
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ニーモニック シンボリック フフグ

コード オペレーション C Z P/V S N 

PUSH qq (SP-2)←qq L • • • • • 
(SP-l)←qqH 

PUSH IX (SP-2)←IXL • • • • • 
(SP-l)←IXII 

PUSH IY (SP-2)←IY L • • • • • 
(SP-l)←IY 11 

POP qq qqll←(SP十1) • • • • • 
qqL←(SP) 

POP IX IXII←(SP+ 1) • • • • • 
IXL←(SP) 

POP IY IYII←(SP +1) • • • • • 
IYL←(SP) 

i主)ddはレジスタ ・ベアBC、HL、SPo

qqはレジスタ ・ペアAF、BC、DE、HL。

i.f.-;'j<H、Lはそれぞれ出j-;，:ノぐイト、 f氏P:パイトを表わす。

jylJ) BCr_ =C、 AFH=A

H 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

オペコード バイト Mサイ Tステ

76 543 210 数 クル数 ート数

11 qqO 101 1 3 11 

11 011 101 2 4 15 

11 100 101 

11 111 101 2 4 15 

11 100 101 

11 qqO 001 1 3 10 

11 011 101 2 4 14 

11 100 001 

11 111 101 2 4 14 

11 100 001 

フラグ :・=変化せず。

0=リセ ソトさ hる。

1 =セソ卜 さhる。

x=イ、:主である 。

コメント

qq レジスタ

。。 BC 

01 DE 

10 HL 

11 AF 

t =1扶fi'の結果によ り、セソ卜または I}セ ソ卜される 。

表6-2 16ビット・ロード



ニーモニ ック

コード

EX DE，HL 

EX AF，AF 

EXX 

EX (SP)，HL 

EX (SP)，IX 

EX (SP).IY 

LDI 

LDIR 

LDD 

LDDR 

CPI 

CPIR 

CPD 

CPDR 

シンボリ ック フフグ オペコード

オペレーション C z P/V S N H 76 543 210 
DE~HL • • • • • • 11 101 011 
AF +-+AF' • • • • • • 00 001 000 

(BC)(BC) 
• • • • • • 11 011 001 

DEI-IDE' 

HLJ ¥HL' 

H++{SP十1) • • • • • • 11 100 011 
L←べSP)

IX" <-+{SP + 1) • • • • • • 11 011 101 
IX.. ++(SP) 11 100011 

IY"叶 SP+l) • • • • • • 11 111 101 
IY..叶 SP) 11 100 011 

① 

(DE)←(HL) • • • 。。11 101 101 
DE←DE+l 10 100 000 

HL←HL十1

BC←BCー1

(DE)←(HL) • • 。• 。。11 101 101 
DE←DE+l 10 110 000 

HL←HL+l 

BC←BC-l 

BC = O ま で*~~

リ.;16す

① 

(DE)←(HL) • • • 。。11 101 101 
DE←DE-l 10 101 000 

HL←HL-l 

BC←BC-l 

(DE)←(HL) • • 。• 。。11 101 101 
DE←DE-l 10 111 000 

HL←HL-l 

BC←BC-l 

BC=I)まで泌

リ返す

② ① 

A--(HL) • 1 11 101 101 

HL←HL+l 10 100 001 

BC←BC-l 

② ① 

A-(HL) • 11 101 101 

HL←HL+l 10 110 001 

BC←BC-l 

人一(HL)または

BC=Oまで繰り

返す

② ① 

A-(HL) • 1 11 101 101 

HL←HL-l 10 101 001 

BC←BC-l 

② ① 

A-(HL) • 11 101 101 

HL←HL-l 10 111 001 

BC←BC-l 

A=(HL)または

BC=Oまで革#:')

J話す

j主) 1 sC- 1 .. 0ならばP VI土O、そ グ)f也(t1 c 

2'̂-(日Llならば χl土1、その(也!土 O.ご

バイト Mサイ Tステ コメン ト
数 クル数 ートtt

1 1 4 

1 4 

1 1 4 レジスタ・ ぺアの内本と その

補助レ ジスタ・ ぺアの内本を

交換する

1 5 19 

2 6 23 

2 6 23 

2 4 16 ポインタ 1 !j'f/ 

ノ〈イト カウ ンタ 1i成

2 a 21 BCキOの場合

2 4 16 BC=Oの場合

2 4 16 

2 5 21 BC宇Oの場合

2 4 16 BC=Oの.ti'Jfl"

2 4 16 

2 D 21 BCキOかつAヰ (HL)の場合

2 4 16 BC=OまたはA=(HL)の場合

2 4 16 

2 a 21 BCキOかつAキ(HL)の場合

2 4 16 BC=OまたはA=(HL)の場合

フラグ :・ 変化せず。

0-=セ ソト、 1= リセ ノトT

1 - -t~! 1'I ・ 手，1; ~~で変 化する 。

表6-3 交換、 ブロック転送、サーチ
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ニーモニ ヅク

コード

ADD A，r 

ADD A，n 

ADD A，(HL) 

ADD A，(lX+d) 

ADD A，(lY +d) 

ADC A，s 

SUB s 

SBC A，s 

AND s 

OR s 

XOR s 

CP s 

INC r 

INC (HL) 

INC (lX +d) 

INC (lY +d) 

DEC m 

シンボリ ック フラグ オペコード バイト Mサイ Tステ
オペレーショ ン C Z P/V S N H 76 543 210 教 クル数 ート数

コメ ント

A←A+r t I v 。 10 [函 r 1 1 4 r レジスタ

A←A+n t I v 。 n[画 110 2 2 7 000 B 

← n 一→ 001 C 

A←A+(HL) t I v 。 10而司 110 1 2 7 010 D 

A←A+(IX +d) t I v 。 11 011 101 3 5 19 011 E 

10 [函 110 100 H 

← d → 101 L 

t I v 
111 A 

A←A+(lY+d) 。 11 111 101 3 5 19 

101函 110
← d → 

A←A+s+CY t I v 。 |画 sは， ADD命令と同様にr，n， 

A←A-s t I v |函 (HL)， (lX +d)， (lY +d)のい

A←A-s-CY t I V 1 凪 ずれかをポす。

A←Aハs 。 P 。1 圃 ワクで凶ったビソ卜を上の

A←AVs 。 P 。。 田副 ADD命令の16而!のかわりに;斤

A←AYs 。 P 。。 !函
A-s t I v 1 [ill] 
r←r十1 • t 1 V 。 00 r [函 1 4 

(HL)←一{HL)+1 • t 1 V 。 00 110 [函 1 3 11 

(lX +d)← • t 1 V 。 11 011 101 3 6 23 

(IX十d)+1 00 110 [函
← d → 

(lY +d)← • t I v 。 11 111 101 3 6 23 

(lY +d)十1 00 110圃

← d → 

m←m-l • t I v 1 [函 mは!NC命令と同様にr，(HL)

(lX +d)，(IY十d)のいずれか

を示す。

オペコー ドはINC命令の圃

を固に変更したものに同じ

である。

i主) vはオーノ〈フロー ・ フラグとして 、 PIま ノ {I) テ f ウラグとし て.tlk われるこ と を Æí: lI~えする 。

フラグ 変化せず。

0=リセ ソ卜さ tLる。

1ニセ、ソト さtLる。

x=ィ、主。
! = 1~O 土手占日L によリ、セ y トま たはリセ ソ卜さ れる 。

表6-4 8ビット算術・論理演算



ニーモニ ・ソ ク

コード

DAA 

CPL 

NEG 

CCF 

SCF 

NOP 

HALT 

。I
EI 

1M 0 

1:¥'1 1 

1M 2 

シンボリック フラグ オペコード

オペ レー ション C Z P/V S N H 76 543 210 

P 
‘' 00 100 111 

A←A • • • • 1 00 101 111 

A←A+l t I v 1 11 101 101 

。1000 100 
CY←CY • • • 。X 00 111 111 
CY←1 • • • 。。00 110 111 
何も実行しないが • • • • • • 00 000 000 
PC←PC+l 

CPUf子止 • • • • • • 01 110 110 
IFF←O • • • • • • 11 110 011 
IFF←1 • • • • • • 11 111 011 
'，li1Jリ込みモード @ • • • • • 11 101 101 
0にす る 01 000 110 

'，Ii1Jり込みモ ード • • • • • • 11 101 101 
1にする 01 010 110 

'，ii1Jリiふんモ ー ド • • • • • • 11 101 101 
2にする 01 011 110 

j主)1 FF(j'，i;.l!りtムみつリ ッフ ・7 ロ ソ7 。

CYi立キ セ '1 ・フリソワ ・フロゾブ 。

フラグ :・ー交化せ ず。

0=リセソト さhるの

1一七 。ソトさ hる。

X ーイじと。

バイト Mサイ Tステ
数 7ル数 一卜数

1 4 

1 1 4 

2 2 8 

4 

4 

4 

4 

4 

1 4 

2 2 8 

2 2 8 

2 2 8 

! - ~弘行ーの がz 以 により、セ 〆 卜またはリセ ゾ トされる 。

表6-5 各種操作およびCPU制御
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コメン ト

2進化10進数(sCD)frlliE 

1のhll数 Acc

2の f.IIl~Z Acc 

キャ リの!ぇ如、

キャ リ ・セ ソト

デ ィ セーフ"/ l.- '，i!1] リ j~ み

イネーフ'ル'，IflJリj今み

}i1Jり込みモ ー ドの セ ソ卜
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ニーモニ ック

コード

ADD HL，ss 

ADC HL，ss 

SsC HL，ss 

ADD IX，pp 

ADD IY， rr 

INC ss 

INC IX 

INC IY 

DEC ss 

DEC IX 

DEC IY 

シンボリ ック フラグ オペ コー ド

オペ レーション C Z P/V S N H 76 543 210 

HL←HL+ss • • • 。X 00 ssl 001 
HL←HL+ss+CY t I v 。X 11 101 101 

01 ssl 010 

HL←HL-ss-CY t I v 1 X 11 101 101 
01 ssO 010 

IX←IX+pp 1・• • 。X 11 011 101 
00 ppl 001 

IY←IY+rr • • • 。X 11 111 101 
00 rrl 001 

ss←ss+ 1 • • • • • • 00 ssO 011 
IX←IX+l • • • • • • 11 011 101 

00 100 011 

IY←IY+I • • • • • • 11 111 101 
00 100 011 

ss←ss-1 • • • • • • 00 ssl 011 
IX←IX-l • • • • • • 11 011 101 

00 101 011 

IY←IY-l • • • • • • 11 111 101 
00 101 011 

i主) 55はレジスタ ・ペアBC、DE、HL、SP。

ppはレジスタ ・ペアBC、DE、IX、SP。

rJ'は レジスタ ・ベアBC、DE、IY、SP。

フラグ ・=変化せず。

0=リセソトさ hる。
X=ィ、定。

バイト Mサイ Tステ
数 クル数 ート数

1 3 11 

2 4 15 

2 4 15 

2 4 15 

9 4 15 

1 6 

2 2 10 

2 2 10 

1 1 6 

2 2 10 

2 2 10 

t =1呆f乍の紡一米;によ り、セ ッ トまたはリセ ッ トされる 。

表6-6 16ビット算術演算

コメント

ss レジス タ

。。 sC 

01 DE 

10 HL 

11 SP 

pp レジス タ

。。 BC 

01 DE 

10 IX 

11 SP 

rr レジス タ

。。 BC 

01 DE 

10 IY 

11 SP 



ニーモニ ック

コー ド

RLC A 

RL A 

RRC A 

RR A 

RLC r 

RLC (HL) 

RLC (lX +d) 

RLC (IY +d) 

RL s 

RRC s 

RR s 

SLA s 

SRA s 

SRL s 

RLD 

RRD 

シンボリ ック フラグ オペコード バイト Mサイ Tステ
オペレーシ ョン C Z P/V S N H 76 543 210 数 クル散 ート数

EEE • • • 。。00 000 111 1 1 4 

~在住J • • • 。。00 010 111 1 4 

日盟国 • • • 。。00 001 111 1 4 

比三日子」 • • • 。。00 011 111 4 

P 。。11 001 011 2 2 8 
00函QJr 

P 。。11 001 011 2 4 15 
00 [QQQJ 110 

EトE三己 P 。。11 011 101 4 6 23 
11 001 011 

← d → 

00匝到110

P 。。11 111 101 4 6 23 
11 001 011 

← d → 

00瞳司110

L主D--IT三岳」 P 。。 匝E
s 

日玉lCUJ P 。。 [亙E

~f}」 P 。。 匝E
s 

~二Q}- o P 。。 l亘E
s 

百手団 P 。。 匝E
o-{[三]J-----KI] P 。。 国E
位巨尋 • P 。。11 101 101 2 5 18 

'111. 1 01 101 111 

~ • p 。。11 101 101 2 。 18 
01 100 111 

フラグ .・ =変化せず。

o ~ 1)セ 。ソ トされる。
1 =セ ソ卜さ t"Lる。

x=イらζ。
t ---' 1弘 fn.'i'..!~ に よ り、 セ ノ 卜 またはリセノトさ f.Lる。

表6-7 口ーテイ卜 、シフ ト
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コメン ト

アキュムレータの内作を左へ

ローテイ卜 する

アキュムレータの内科を右へ

ローテイ 卜する

レジスタ rの内科を左へ

ローテイ 卜する

r レジスタ

000 B 

001 C 
010 D 
011 E 

100 H 
101 L 
111 A 

オペラン ドsにはr，(HL)，(IX
+d)，(lY +d)が附いられる
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ニーモニ ック

コード

8IT b，r 

BIT b，(HL) 

BIT b，(lX十d)

BIT b，(lY+d) 

SET b， r 

SET b，(HL) 

SET b，(lX +d) 

SET b，(lY +d) 

RES b，s 

シンボリ ック フラグ オペコード バイト Mサイ Tステ
オペレーション C Z P/V S N 日 76 543 210 f< クル数 ート教

Z←子b • X X 。1 11 001 011 2 2 8 
01 b r 

Z←(HLh • X X 。1 11 001 011 2 3 12 
01 b 110 

Z←(IX +dh • t I X X 。1 11 011 101 4 ;) 20 

11 001 011 

← d → 

01 b 110 

Z←(lY +d)b • t I X X 。1 11 111 101 4 5 20 
11 001 011 

← d 一__，・

01 b 110 

rb←1 • • • • • • 11 001 011 2 2 8 
固 b r 

(HL)b←1 • • • • • • 11 001 011 2 4 15 
日 b 110 

(lX+dh←1 • • • • • • 11 011 101 4 6 23 
11 001 011 

← d → 

回 b 110 

(lY+dh ←1 • @ • • • • 11 111 101 4 6 23 
11 001 011 

← d → 

回 b 110 

Sb←O 圃
S三 r，(HL)，

(lX +d)， 

(IY+d) 

i主) m のはmのぷすメ モリのf，'(;;'1:またはレジスタ のピット 0-7をぷす。
ノ h"b
フラグ :・=変化せず。

0=リセ ッ トさil.る 。

1 =セ ゾト さiLる 。

x=イ、〉ι。
t = 1主d1' の紡~ーにより、セ !ノ卜 またはリセ サ トさ れる 。

表6-8 ビッ ト操作 、テスト

コメ ント

r レジスタ

000 B 

001 C 

010 D 

011 E 

100 H 

101 L 

111 A 

b テス トビ ット

。。。 。
001 1 

010 2 

011 3 

100 4 

101 5 

110 6 

111 7 

オペランド8のビ ソ卜bをリ|

セ ソトする



一一モ ニック

コー ド

JP nn 

JP cC，nn 

JR e 

JR C，e 

JR NC，e 

JRχ，c 

JR NZ，e 

JP (HL) 

JP (IX) 

JP (lY) 

DJNZ，c 

シンポリ ・ソ ク フラグ オペ コード バイト Mサイ Tステ
オペレーション CIZ P/V SIN H 76 543 210 数 クル数 ート数

コ メン

PC←nn .1. -・ .1. 11 000 011 3 3 10 

← n → 

← n ー参

CCが!'{な ら .1. .1. .1. 11 cc 010 3 3 10 CC 条件

PC←nn <- n 一一惨

偽ならi大の命令へ
000 NZnon zero 

← n 一 一歩
001 Z zero 

010 NCnon carn 

011 C carrv 

100 PO parity odd 

101 PE parity cvcn 

110 P sign positivc 

111 M sign nega tiv e 

PC←PC+e • @ • • • • 00 011 000 2 3 12 
← e-2 → 

C=oならi大の命令 • • • • • • 00 111 000 2 2 7 
~ ← e-2 → 

C=1なら 2 3 12 

PC←PC+e 

C=1なら @ @ • • • • 00 110 000 2 2 7 
次の命令ヘ ← e-2 → 

C=oなら 2 3 12 

PC←PC+e 

z=oならi欠の命令 • • • @ • • 00 101 000 2 2 7 
~ ← e-2 → 

Z=1なら 2 3 12 

PC←PC+e 

Z=1なら次の命令 @ @ • • • • 00 100 000 2 2 7 
ノ¥ ← e-2 → 

Z=Oなら 2 3 12 

PC←PC十世

PC←HL @ @ • • • • 11 101 001 1 1 4 
PC←IX • @ • • • • 11 011 101 2 2 8 

11 101 001 

PC←IY @ • • • • • 11 111 101 2 2 8 
11 101 001 

B←B-l @ @ @ @ • @ 00 010 000 2 2 8 B=Oの場合
B=Oなら;大の命令 ← e-2 → 

，、、

8=0なら 2 3 13 BキOの場介

PC←PC+c 

i主)叫主相Ik、iア ドレシング ・モードでの イクステンン ヨン。

e (まねり 1・J'2のt'IIJ~'<fl l i (ー126~. ム 129) 。

e -2 (士 ドCが 1'11，)j(I'.)に 一 2され て しまう の で、これ会キ ャン セルしたfl{1であゐ 。

eその もの (士 、OPコー ドのf\'，~ ; ;(，: から ，n . .~ :l し た 11 1 1 である の

フラグ ・ ~ 変化せず ，

0=リセ ソトさJ.Lる ハ

1 -~ 七 r 卜さ h る o

x ィ、〉ヒ。
! j弘1'1・の*.1;れにより、セ ソト士た(土 リ七 ソ卜される 。

表6-9 ジャンプ
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ニーモニック

コード

CALL nn 

CALL cC，nn 

RET 

RET cc 

RETI 

RETN 

RST p 

シンボリック フラグ オペコード バイト Mサイ Tステ
オペレーション C Z P/V S N H 76 543 210 数 クル数 ート数

(SP-l)←PCII • • • • • • 11 001 101 3 5 17 
(SP-2)←PCL ← n 一→

PC←nn ← n 一+

CCがJ:tならば • • • • • • 11 cc 100 3 3 10 
CALL nnと同 じ、 ← n 一一歩

偽ならi大の命令へ ← n --> 3 5 17 

PCL←(SP) • • • • • • 11 001 001 1 3 10 
PCH←(SP+l) 

ccカ{(i-ならばRET • • • • • • 11 cc 000 1 1 5 
と同 じ、 偽なら次 1 3 11 

の令lif，-"

害IJり込みからの リ • • • • • • 11 101 101 2 4 14 
ターン 01 001 101 

NMIからの リター • • • • • • 11 101 101 2 4 14 
J 01 000 101 

(SP-l)←PCII • • • • • • 11 t 111 1 3 11 
(SP-2)←PCL 

PCH←O 

PCL←P 

フラ グ :・ =変化せず。

0=リセットさ iLる 。

1 =セ γ トさiLる 。

x=ィ、定。
t =4::;:(1・のがi米によリ、セ ソ卜またはリセ ソ卜される 。

表6-10 コール、 リター ン

コメント

CCが偽のI必{i・

CCがJt-の場一{;--

ccがit:うの場{;
CC が JJ{ の .t~{ト

cc 条件

000 NZ non zero 
001 Z zero 
010 N C non carry 
011 C carry 
100 PO parity odd 

101 PE parity eyen 

110 P sign positIYe 

111 M sign nega tiYe 

t P 

000 OOH 

001 08H 

010 10H 

011 18H 

100 20H 

101 28H 

110 30H 

111 38H 



ニーモニ ック

コード

IN A，(n) 

IN r，(C) 

INI 

INIR 

IND 

INDR 

OUT (n)，A 

OUT (C)， r 

OUTI 

OTIR 

OUTD 

OTDR 

シンボリ ック フラグ オペコード バイト Mサイ Tステ
コメント

オペレーション C z P/V S N H 76 543 210 数 クル散 ート数
A←(n) • • • • • • 11 011 011 2 3 11 n to Ao-A 

← n 一→ Acc to As-AI，-' 

r←(C) • P 。。11 101 101 2 3 12 C to Ao-A 7 
r=110の場合は、 01 r 000 B to AメーAI5

フラグのみ影響を

受ける ① 

(HL)←(C) • t I x X 1 X 11 101 101 2 4 16 C to Ao-A7 
B←8-1 10 100 010 B to As-AI5 

HL←HL+l 

(HL)←(C) • 1 I X X 1 X 11 101 101 2 5 21 C to Ao-Ai 
B←B-l 10 110 010 (l:!) B to As-A15 
HL←HL+l 2 4 16 

B=Oまで繰り返す ① (B=0) 
のとき

(HL)←(C) • t I X X 1 X 11 101 101 2 4 16 C to Ao-A7 
B←B-l 10 101 010 B to As-AI5 

HL←HL-l 

(HL)←(C) • 1 X X 1 X 11 101 101 2 5 21 C to Ao-A7 
B←B-l 10 111 010 (i:!) B to As-AL; 
HL←HL-l 2 4 16 

B=Oまで繰り返す (l:!) 
(n)←A • • • • • • 11 010 011 2 3 11 n to Ao-Ai 

Acc to Ax-Al;， 

(C)←r • • • • • • 11 101 101 2 3 12 C to Ao-A7 
01 r 001 B to As-AI5 

① 

(C)←(HL) • t I x X 1 X 11 101 101 2 4 16 C to Ao-A7 
B←B-l 10 100 011 B to As-A15 

HL←HL十1

(C)←(HL) • 1 I X X 1 X 11 101 101 2 5 21 C to Ao-A7 
B←B-l 10 110 011 (3:!) B to As-AI;， 

HL←HL+l 2 4 16 

B=Oまで繰り返す (R=0) 
のとき

① 

(C)←(HL) • t I X X 1 X 11 101 101 2 4 16 C to Ao-A7 
B←B-l 10 101 011 B to As-AI5 

HL←HL-l 

(C)←(HL) • 1 I X x 1 X 11 101 101 2 5 21 C to Ao-Ai 
B←B-l 10 111 011 (i:!) B to Ax-A15 
HL←HL-l 2 4 16 

B=Oまで繰り返す (i:!) 

注)①B-1が本 になればZフラグがセ ソ卜され、それ以外のと きはリセ ソ卜される 。

A ーはアド レス ・ノ〈ス。
o 15 

フラグ:・ =変化せず。

0=リセ ソトさ hる。

1τセ ソトさ:iLる 。

x = イ、~i: 。

t t先H1珠山県によリ、セソトまたはリセゾ卜される。

表6-11 入力/ 出力

127 
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7.割り込み応答
害Ijリ込みは、周辺デノぐイスがCPUの通常処Jl-tl.を一一時保問させ、!司辺デバイスの処mルーチ ンを実行させるために設けられている。
普通このサービス(処理)には、 CPUと周辺とのデー夕、ステータス、あるいは制御情報 の送受などが合まれている。

このサービス・ルーチンが終了すれば、 CPUは剖リ込みがかか った まえの処聞に戻る 。

割り込みのイネーブル/ ディセーブル

Z.-80A CPUには、ソフト的にマスク nf能な割い)込みの2つの害IJり込み入力端 fーが設けられている 。

ノン ・マスカブル害Ijり込み (NMI) はプログラムによ ってディセーブル(禁 l卜) できず、!剖]21.デバイスが要;Jとを出せば必ず交け

付け られる。 この訓リ込みは普通重要な機能、たとえばイミ庄;の停屯のようないつ起こるかわからない-'Ji故に対する処置用として使

用される。

マスカフブIルレ害割剖|り!リ 込み(はINT)はフプ。ロクグ暢ラムによリイネ一フブ.ル(い，:'1午?ドl'い:γ孔11ザωJυ)、テデ、イセ一フブ咽ル (禁一l

イマ) のように途t中ドでで、す刑邪|口il庇覚(害割lリlりj込ムみ) が入つては|附村 る場合に、 プログラムにより通、句にディセーブルしておくことができる。

CPUI付にイネーブル・フリ ソプ ・フロ ップ (IFF)が設けら れているので、ニれを プ ログラムによ ってEI(イネーブル割り込み)

または DI(ディセーブル剖り込み)命令でセ ッ ト、またはリセ ッ 卜する。

IFFがリセットされれば、 CPUは割い)j主みを受け付けな くなる。

'-k lí?;.~ には 、 IFF は IFFl と IFF2 の 2 つのイネーブル ・ フリップ・フロ ッ プによリ宇部!ぶされる 。

日 [三日
リセ ットさ れれば剖 1)込み禁止となる。 IFF，の .11年1-*十;r-JtJ 

IFFlの状態で、イネーブルかディセーブルかが決まる。IFF2はIFFIの '11寺保持用である。 このIFF2が必安なJlt'.11Iをあとで述べ

る。

CPUがリセ γ 卜されたとき、 IFFl、IFF2 もリセ ソト状態となリ、訓 1)jムみはデ ィセーブルとなる。 この後、 ff:，立のIlキ何でEI命

令を1a肝して苦Ijリ込みをイネーブルにすることができる。
EI 命令が実行されたとき、待たされている割り込み~:求は EI 命令の次の命令が'文行されたあとでなければ受け付けられない。

この 1命令分の遅延は、次の命令がリターン命令の場合、 EI命令を実行させたとき、リターン命令が完 fした後で待機中の訓り

込みが'交け付けられるようにするために、設けられている。

EI命令でIFF，、 IFF2の)山j方がセ ットされ、イネーフ
a

ル状態となる。書IJり込みが受け付けられたときには ，'，動的にl荷)jとも 1)セッ

トされ、プログラマが新たに EI命令を実行させることがなければ剖リ込みは禁 lトー されたままになる。

上に述べ た場作においては、いずれも IFF，、 IF巳はつねにliiJ様である}，'，J:には二ぶされたい。

IFF2はNMI(ノン ・マ スカブル害IJリ込み)の先生時に IFFIの状態をセーブしておくために設けられている。

NMIが受け付けられたとき、続けて割り込みが入る のを祭JLするために IFFIはリセソ卜されるが、さき の状態がリセ ットかセッ

トか(つま り、今INTの処理中であるか否か)を保存しておく必要がある。IFFzはこのためのもので、 IFFIとIli)じ状態を IF九に

入れておく 。

LD命令 (LD A、Iあるいは LD A、R) を'長行した とき、IF巳 の状態がパ リティ ・フラグにコピーされるので、それをテスト

したり、月IJの場所にス トア したりすることができる。

RETN (ノ ン ・マスカブル害IJり込みからのリターン)命令を実行すると、 IFF2のl人j存がIFFIにコピー・ バックされ、 NMIの人

るまえの IFFIの状態が再生される。

l刈7-1に、 2つのフ 1)"1プ ・フロ yプの状態をぷす。
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操作 IFF1 IFF弓

CPUリセット 。 。
DI 。 。
EI 1 

LD A， 1 • • IFF2→パ リティ ・フラグ

LD A， R • • IFF2→ノマ リティ ・フラグ

NMI 。 • 
RETN IFF2 • IFF2→ IFFl 

DI， then NMI 。 。
EI， then NMI 。 1 

Et NMI， then RETN 1 .=変化なしの怠味

図アー 1 IFF1， IFF2の状態

CPUの応答

ノン .マスカフル

ノン .マスカフブ，ル主訓|リlり込みはどのH年i恥.'点』

リ搭地 O∞06“6H にある命令カか、らヲ実ミ行する。つま り、あたかもリスタ ー ト命令をフエソチしたかのように動作する が、こ の場合、正し
くはプログラム υJ能な 8つの リスター卜・ロケーションのいずれかにリスタートするわけではない。 メモリ のペー ジ ・セ守口のヰ寺定

のアド レス (6611) へのコール命令の実行である。

マスカブル

Z-80A CPUにはプログラムで十日定できる 3帽のマスク nf能 な書Ij1)込みモードがある。

モー ド O

このモードは 8080Aの書Ijリ 込み!必符モードと同級である。 このモードでは、書Ijり込みをかけているデバイスがデータ・パス_!---に

何 らかの命令を置き、 CPUがそれを実行する。

存IJリ込みをかけているデバイスは、プログラム ・メモリに代って次に実行・すべき命令をデータ ・パスに乗せる。この命令は 1バ

イト命令の場介、通常リスタ ート 命令である。 3バイトのコール命令をJfJI.、た場 合、メ モリ のどの位置からでも実行を始める こと

カfでき為。

必要なクロ ック ・サイクル数は通常の数より 2クロック多くなる。 これは CPUが白動的に 2つのウ エイ ト・サイ クルを挿入して、

制リ込み;l;IJiifll問の外部デー ジー ・チ ェーンを全部品力fi:させるのに必要なH制日jをとるためである。

;YIjり込み!必平等のパーキ111なタイミングについては第4本に示しである。

RESETを行えば、 !'J重力(I"JにCPUはモード Oになる。

モード 1

このモードをプログラムで選択しておくと、 CPUは吉IJり込みに対し、 f:t:出l0038Hへのリスタートを実行する。 この応答は コール

するf¥/:置が 006611の代 りに、 003811にな っている 以外は NMIJ必符とほぼIfiJ様である。 他の異なる点として、 2つのウエイト・サイ

クルが追加 される ...'，1:がある。

モード 2

このモードは品も強力なl必符モードであり、 1バイ トの指定でどのメモリの位置でも |削措コールができる。

このモードをfd2川するI品介、まえ もってプログラムによ り吉Ijリ j込みサービ ス ・ルーチ ンのスター ト・アドレ ス (16ビ ッ ト) のテ

ーブルを述、'iId:伏置に配置しておく 。 この位置はメモリのどの場所でもよ L、。

書IJり込みを受け付けたとき、 16ビ ソ卜のポ インタで、必要な害IJり込みサービ ス ・ルーチンのスタート ・アドレスをテーブルから

もってくるが、このポインタとして |二位 8ビットには Iレジスタの内容を充、りする。

この Iレジスタには、まえも ってプログラムにより LD命令で必要なf直を ロー ドしておかねばならない。

CPUのリセットにより Iレジスタもクリアされるので、 Iレジスタの初期1118:は'苓である。

ポインタの 卜イ¥/:8ビヴ 卜には:存Ijり 込みをかけているデバイスからiJtt台しなければならないが、実際は 7ビットが有効で最下住ピ

ッ トはこ のモー ドではつねに本 である。 というのは、テ ーブル ]-_のスター ト・アドレスは 2バイトずつで、この 2パイ卜は必ずf出

紋アト‘ レ スから lI~i に卜ード人ノ〈 イト、 U:J:バイトと人れておかねばならないからである。
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テーブル

ポインタ

8ピ γ 卜 7 e '/卜 H
L一 ー一川デバイスから

山
m
i
l
l

Iレジスタの内手手

サービス ・ルーチ ンの先日;f(へ

プログラムにより害Ijり込みを受け付けるまでに、必裂なアドレスをテーブルにセッ トしておけばよ l'0 このテーブルを読み出し

・書 き込みメモリ |付 に指・定しておくと、いつでもプログラムで変ー史ができるので、異なる周辺デバイスを異なったサー ビス ・ルー

チンで処珂ーすることもできる。

害Jjり 込みをかけているデバイスがポインタの卜ー位8ビットを釆せたあと、 CPUは自動的に次に実行すべき PC(プ ログラム・カ

ウンタ)の内容をスタ ソクにプッシュし、テーブルからスタ ー ト・アドレスを持ってそのアドレスへジャンプする。

この応答;モードでは、 19クロ y ク同期を必要とし、 7クロックで苦IJリ込みをかけているデバイスからの 1'"位 8ビットをフェッチ、

6クロ ックでPCの内容のセーブ、 6クロ iソクでジャンプ ・アドレス を得る。

Z-80A周辺デバイスはすべてデージー ・チェー ン構造の害Jjリ込み促-先順位川路を合んでおり、剖リ込みアクノリッジ期間中CPU

にベクトル(プログラムされている)を向動的に供給するようにな って いる点に注意されたい。

これについては Z-80APIO、Z-80ACTCなどの仕様を参照のこと 。
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A.2 Z80A-PIOテクニカルデータ

1.緒論
Z-80A PIO (Parallel Input/Output Interface Controller) はZ-80ACPUと周辺装置とのインターフェース閉のデバイスで、

穂々の動作モードをプログラムで指示することができる。また本デバイスは TTLコンパチブルの人出力ポートを 2個 もっている。

Z-80A PIOはこれを CPUのインターフェース・デバイスとして肘いると、余分な外部論理回路を追加しないで広範闘の周辺装

置に適用することができる。

Z-80A PIOと接続可能な周辺装置 は、たとえば、キーボード、紙テープ・リーダ、紙テープ・パンチャ、プリンタなどがある。

Z-80A PIOはNチャネル・シリコンゲート・デプリーション・ロードf支術で製造され、 40ピン DIPノ，¥，，/ケージである。

Z-80A PIOの主なす与長は、

• 2つの独立した 8ビ ッ ト双方向性の周辺装置用インターフェース・ポートがあり、それぞれにデータ転送の制御刑のいハンド

シェーク砂キ泉カfある。

・害IJり込みは高速応評に適した~、ンドシェ ー クかで起動される 0

・各ポートごとに、次の動作モ ード の選択ができる。

バイト出力

バイト人力

バイト単N:の双方向パス(ポート Aのみ)

ビソト制御モード

これらにはすべてノ、ンドシェークで制御される割り込み機能がある。

・外部論理回路なしで臼動的に剖リ込みベクトルを1-".せるデー ジー・チェーン構造の割り込み優先順位[[1]路を|人]蔵している。

・8.'"1'.力 はダーリン トン・トランジスタを!駆重力できる。

・4ぞ入出力は TTLコンノマチブルである。

・単ー 5V電源、単相クロックのみで動作する。

Z-80A PIOは他のインターフェース・コントロ ー ラと異なり、周辺装置と CPUとの問のデータ転送を害IJり込み制御の方法によ

り効率よく行うことができる。また Z-80A PIOには、 Z-80ACPUの効率の良い剖り込み処理能力を人出力データの転送期間に

充分に発揮できるように、割り込み処理用の論理同路が組み込まれており、かつ 多重の割 1)込みをネストさせるために必要な論理

回路も内婚している。 このため害1]1)込み処理用の余分な外部1J:!1路を必要としない。

その(也、周辺装置が特定の状態にな ったときに、割リ jムみ信 サが出るようにプログラムしておくこともできるようにな っている

のも特記すべき点である。 たとえば、プログラミングによ って、ある周辺装置に特志の状態となる条件が発生したときに割り込み

を出すことができる。

この割り込みの能))によ ってプロセ ッサが周辺装置のステータスをポーリングする(調べ る) Iftlの川:問を節約する のに役。:たせ

ることカずできる 。

なお、 Z-80APIOは周j皮数の土限を 4MHzまで保証したZ-80PIO而速タイプである。
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2. アーキテクチャ

凶 2-1にZ-80APIOのブロック凶を示す。

Z -80A PIOの内部は次の各部で構成されている。

.Z-80A CPU肘ノfス ・インタ ーフェ ース

・内部制御凶路

・ポート A入出力論理凶路

・ポート B人出)J論理回路

・割り込み制御凶路

CPUノ〈ス・インターフェース則論瑚阿路は他の外部凶路を追加せずに直接CPUに接続できるようになっているが、大きなシス

テムでは必要にJ必じてアドレス・デコーダやライン・パ yファを付加しなければならないこともある。

内部制御凶路は CPUデータ・パスを問辺装置用インターフェース部(ポート A，B) と同期させるためのものである。 2つの入

出)Jポート (A.B) は、ほぽ同様に使用でき、[庄持!剖辺装置と結合する部分である。

CPU 
インターフェース

データ/制御

ク工、ン
U
ト
'ン、、，， 

1
1
1
2
1
1
 

周辺
インターフエース

データ/制御

八
ザ
ー
-
-

A
ヤ
i
l|

今
|
'
ー

クエ・ン
レ
ド
目、ノ，，，

 
、111111ι-rVIlli--a'

φ 十5V GND 

割り込み制御線

図2一 1 Z-80A PIOブロ ック図

ポート 入m力論理問路は|ヌ12- 2にボす ように、~、ン ドシェーク" 川論理[111間各を177む 6つの レジスタから構成されている。
これらはそれぞれ8ビ ッ ト・データ入力レ ジス夕 、 8ビッ ト・データ /I'.)Jレジス夕、 2ビットのモード制御用レジス夕、 8ビッ

トのマスク・レジス夕、 8 ビット入出 )Jj~:t尺レジス夕、 2ビ ッ トのマスク市IJ御用レジスタである。

(8ビット )
周辺データ/制御パス

図2-2 ポー卜入出力ブロック図
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2 ビソトのモード ~BIJid'f1 1 1 Jレジスタは 4つの動作モード(ノ〈イト入力、バイト iI'，力、バイト双h"向ノ〈ス、ビット市IJiiFlJモード) のう

ちいずれかを指定するためのもので、 CPUからのmIJid'f1で設定される。
問辺装置と CPUとの問のデータ転送はすべ て人1'1'，力用 レジスタを介してfi-われ、 CPUからの，'l.!，)Jデータは，ll'， } Jレジスタを通し

て周辺装置へ送られ、 CPUへの人)Jデータは入力レジスタを通して CPUに読み込まれる。 データの人出 )Jはどの時点で行っても

よL、。

存ポートのハンドシェーク線は PIOと問辺装置との聞のデータ転送の制御IHとして!日 L、る。

8ビ ッ ト・マスク・レジスタと 8ビ ッ 卜人山力選択111レジスタはビ ッ ト制御モードのときにのみ使用される。 このモードでは、

!剖辺と結ばれるデータ転送、 もしくは制御用の 8本のパス端子を側々に人力用または，'1'，力問 に指定できる。 これはプ ログラムで選

択レジスタを設定することによリ行う 。

このモードでは、特定の割り jるみ先生条件を設定しておくためにマスク・レジスタを使片jする。 このマスク・レジスタは入出))

用パス止崩 fーのどれをモニタするかを決めるために使用し、またど の ようにモニタするかは次のようにマスク制御レジスタを使川し

てf丁つ 。

2ビットのマスク制御レジスタは、モニタすべ きポート端 fの人)Jすべ てについて、 AND条{やをとるか、 OR条f午をとるか、あ

るいは入)JがいH" レベルのときアクテ ィブとするか、やL" レベルの ときアクティブとするかを規定するためにある。 これらの指

定に合ったステ ー タスになれば、割り込みが先生する。

このように、あらかじめ条件l没定を プ ログラ ミング しておくむよでは、!行i辺装胃の特定のステー タスで白動的に割 f)込みが発/ι
させられるので、 CPUが問辺のステータス ・チ ェッ クをする必要がないという利点がある。 システム内に 3楠の緊急条件がある場

合、プログラムでこのうちの 1椅でも起これば (OR条f午にあるいは 3椅すべてが起これば (AND条件)剖リ込みを先中させる、

といったイ史いう子けもで・きる。

害IJり込み制fifllltl論即1I吋路はCPUの割り込みに|到するすべ ての処珂を行い、優先順位の決'七などについても|剥ワーしている部分であ

る。 テ'ージー・チェ ー ンの十妻和tによ って、 件テ'パイスはその牧l土可:r_(，'.)なf，!.lfiによ って千夏;-'A:_)I凶1，'(カ斗?とまり、 CPUに主工いデバイスほど{憂

先)1頃 n:が i己j くなる 。 こ の デージー ・ チェーンを )f~l&するために、再 PIO から 2 本の紡~ (lEI、IEO)が出ている。 また、 I，;J-PIO 

内ではポート Aがポート Bより怯・先順位が高い。

バイト入力モ ー ド、 バ イトIf'，力モード、バイト以)jlrl]ノ〈スモー ドでは、)，';-J辺装;町から の次 のデータ・バイト転送の要求のあるた

びごとに割り込みが先什:する。

ビソト制御モードでは、問jllのステー タスがプログラムした{瓜 と ー放したとき官IJ1))与みが ~E'I: する 。

PIOはネスト構造の害IJりiさみに|剥して完全な制御機能をも っていて、 CPUが 卜イ心:の優先IlII-if，'(をもっデバイスの在1]り 込みサービス

を行 っているときには、 ドドi: の デバイスから のサービス~ょドは j邑さない(トイ，'(の 催-先Illfjt.tのデパイスから、割り込みを先'1-:させな-
L、)ようにな ってい る。

しかし、 L位の{長光11出p:のデバイスは、サー ビス '1'のデバイ スが 卜-f，:':の ものであれば、 主iJり 込みをかけることができるようにな

っている。

モード 2で、刑リ込みをかける場介、 filJ1)込みをかけるデバイ スは8ビ ソ卜の吉1]り込みベクトルを CPUに)lS.る必史:がある。

このベクトルはメモリ位置を指定するポインタ の ド代データとして使11Iされ、指定された位置にはその害1]1)込みデバイスに対す

るサービス ・ルーチン の スタート・アドレ スを Ij-える。

デバイスから の 8ビッ トのベクトルはポイ ンタ<fl日持)の ドP:8ビ ソ卜となり、 CPUI付の Iレジスタのデータが、その ポインタ

のー1-.1¥;:8ビッ トとなる。

なお、 PIOの符ポー ト (AとB) の芹IJリ込みのベ クトルはプ ログラムによ って十日主するも のであることに;主立を必する。

ベ ク トルの力主 卜イセビ ッ トはスター卜・アドレスを連続する 2パ イ卜 (16ビ ッ ト)で十日主しなければならないので、 プ ログラマ側

で、 O を打T~じ し なけtL(工ならない 。

PIO (1身でCPUデー タ・パスに乗る RETIUflJリ込みから の リター ン)命令をII'{持解続でき るので、システム内の作PIOはCPU

との 1m に月 IJ の j!Í!f. j-MJ~ を IJIかな くても、 CPUの古1]1) j与みサービスが手冬 fす るH年JtJIを十食主11でき るようにな っている。
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3.端子説明
凶 3-1にZ-80A PIOの端子配置図を不す。 以下こ の章では、再端 fの機能を説明する。

00-07 Z-80A CPUのデータ・パス(双方向性トライ・ステート)

B/A SEL 

このパスは CPU-PIO問ですべてのデータ や命令などを転送するために使用される。

00はノfスの最下位ビ ッ トである。

ポート B、 Aの選択(入力、アクティブやH")

この端 fで、 CPU-PIO聞でデータ転送を行う|僚に、アクセスされるポートを指定する 。この端子への人)Jが、L"

レベルのときポー トAを選択し、、、H" レベルのときポート Bを選択する。

通常 CPUか らのアドレ ス ・ビ ッ トAlをポー卜 選択用として使用する。

C/O SEL 市IjfaolJイ六号、デー タの選十尺(入力、アクティブホHか)

この端子で、 CPU-PIOI日jで行われるデータ転送の引を指定する。 この端 fーへの入)JがいH" レベルのとき、 PIO

への古ー き込みデータは B/A選択で指定されたポー トへのコマンド(命令)として解釈され、この端(-への入)JがホLケ

レベルのときには通常のデー タ転送となる。

j盈常 C PU からのアドレス ・ ビソト A。を 制 íMJf，:;号 、データ:ì~t尺用としてイ史JH する 。

CE チ ソブ ・イ ネーブル(入))、ア クティブ、、L")

この端i{を、、L" レベルにすると、 PIOは書き込みサイクルの期間jではCPUからコマンドまたはデータを受けと

ることができ、読みmしサイクルの期間では CPUへデータを送出することができる。 この信号として、通常ポート
A、ポート Bの件デー タおよびコマンドのいずれかを指定できる人出 )J ポート・アドレ スのデコード信号を使用す

る。

φ システム ・クロ ック(人力)

Z-80A PIO 内部の|什l期間として、 Z-80ACPUの椋[~経システム ・ クロックを利用 している 。 この f~ 号は~ーキ目ク

ロックで‘ある。

Ml CPUのマシ ン ・サイ クル 1イ言ザ(入力、アクテ ィブ、、L")

CPU から の この f~t .lJj- は PIO I付で市l]jrPHibiJ問 ノfルスとしてf史川さ hる。

Z-80A CPUは、 Mlがアクティブでかつ ROがアクテ ィブのときには、メモリからの命令をフエ ソチするが、

--Ji Mlがアクティブで IORQがアクティブのときには、 INT人)Jに対する害1]り込みアクノリソジをn'，力している
ことをノメし ている。

さらに PIOはMlで;kのような品川i:をする。

1 ， MlにPIOの剖り込み論理1111路を|口]閉させる。

2， RO、IORQ伝 りのいずれかがアクティブでないときに、 Mlがあれば、 PIO内の論理1111路はリ セット 状態にな

る。

IORQ CPUの人)J/ II'，力要ょド(入)J、アクティブ、、Lη)

IORQ f;.j' '.o}は、CPUとPIOI削でコマン ドやデー タの転送をij-う場合に、 B/A選択、 C/O選択、 CE、RO信号'Ij・

どとまIIみ合わせて使刑される。

CE、RD、IORQがともにアクティブのとき 、B/Aで選択されたポー トか らCPUへのデー タ転送が行われる(読

み込み動{乍)。

逆に、 CE、IORQがともにアクティブであり、 RDが非アクテ ィブのとき 、B/Aで選択されたポー 卜へ、 CPUか

らC/O選択ff_;-サで指定された情報(デー タまたはコマンド)が送られる。 また、 CPUが剖 1)込み受け付け状態にな

れば、 MlとIORQがともにアクティブとな リ、書IJ1)込 みを出して いるポート(f憂先順位が品 ]-，1立で、かっ割り込み

史[;1とをH'， しているとする )から れ動的に CPUデー タ ・パス ]--ヘポート の害lいj込みベクトルが.i1iり ;6まれる。

RO CPUのJ売み，'1'，しサイクル ・ステータス(人))、アクティブいL")

RD がアクティブのとき、メ モリ の読み ，"'， し 、 あるいは人出力 デバイスのH売み ，"~ しが行われる 。

RD伝りは、 B/A選択、 C/D選択、 CE、IORQ伝 UとまIlみ介わせて、 PIOか らCPUへのデータ 転込を jj-わせるの

にÍJ)~JH される 。
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IEI 古IJリ込みイネーブル入}J(人}J、ア クティブいH"}

吉IJり込みを先斗:するデバイスが 2f同日、1..ある場介、 それ らの苦IJリ込みの催-先順位を決めるデージー ・チ ェーンを

形成するために用い ら れる 。 この PIO より催九H凶作の ;~~i ¥，、デバイスからの IEO伝ーサがれH"レベルであれば、条件

がIJ比なした場介に、このデパイス (PIO) から'?ilい)j与みを先'1:することができる 。 (こ の PIO の II~ :Ijijのデバイスの

IEOをこの PIOの IEIに4在来立してお く。)

IEO 害lい)込みイネーブルi!'，}J (川}J、ア クティフ， "H") 

この IEOCり もデージー・チェーンを形成するのに必裂なものである。

IEIがいH" レベルで、 CPUがこの PIOか らの;存|い)j主みのサービ スを 行 っていないときにだけ IEOは前H"レベ

ルとな る。 この PIOの芹|い)jムみサービスが ii われ て いるときに は、これよ 1) 催-光 11凶 f江 の íl.~い デバイスの IEI がこの

信号で梢L" レベルにおさえられ、そこからの百IJり込みは1;ll，lされる。 (こ の IEOはこの PIOのIIf(後のデバイスの
IEIに十妾統しておく 。)

INT 者IJ リ )'主み ~:;lと UI'I }J、 オーフeン ・ドレ イン 、ア クテ fフ、、L勿)

PIOか らの CPUに付す る:引い).;今 み 泣: ょ!と はこの イI~. I，}をアクティブにして行う 。 この JNT (山}J) は CPUの INT

(入力)に持続する。

Ao-A7 ポー トAノ〈ス(メ:;__h，tlJtt、 トライ・ ステート)

A STB 

1¥ RDY 

この 8ビ ッ ト・ パスは Z-801¥PJOのポー トAとI，"'J辺装目と の11日でデー夕 、ス テータス、;nIJ御情報の転.i2S.を行う

もので、 A。はポート Aデータ ・ノぐスのiitド1¥":ビッ トであ るの

周辺装;買がりえる ポー トA ストロープ ・バルス (人})、 アクティブホL")

このイ主りーの定:lt1::は、日、 卜のように、JiT3iごされたモ ードご とにう慢な る。

1) i'I'I)Jモー ド:PIOから送り.'t'1されたデータを問辺装"々が'乏け取ったことを PIOに汁 して過失11す るイ，士号であ り、

このいけの立ち |二が りが令.，~;)) である 。

2 )人)Jモード:I/;.J 辺装置か らポー トAの人}Jレジスタへデータをロードした とき、その同辺装置か ら，ll'，される

ストロープ{古ひとしてiiEIけする。 このf;~. けがアク ティブにな ったとき、データが PIOにロードされる。

3 )杖JjlilJモード :この{六 I，-}がアク ティブのとき 、 ポー トAのi'I'l))レ ジス タか らのデー タがポート Aの以メilil]デ

ータ ・パス 1-.に乗せられる。

ストロープが ，'1:ち Lがれば、!古J.i立主主l'そがデータを'乏け11えったとみなされる。

4 )ビ ット i!IIJ仰モード:こ のときのス トロ ーフ人 }Jは無効である。

レジスタ A レテ'ィ UI'I }J、ア クティフ嘆いH")

このf，よけの芯:n本は、以トーのように、 十日之されたモードに よって列 なる。

1) !山|ハ'1}力Jモ一トド、 :ポ一 卜AのJ山|

テ一夕 t申転ド伝孟 j送孟カがfれi~快{矢i 耐備白でで、きたことを f行〉刀J~ するため、 アクティブとなる。

2 )人 }Jモード :ポー トAの人 }Jレジスタが常と な リ、!日辺装;nからのデータ '乏け人れ準備がで きた とき 、アク

テ ィフ'となる。

3 )以)jli，]モード:ポート Aのi'I'l)Jレジスタ(こ!川辺装;;Ij':へ.;1.る べきデータがロード されたと き、アクテ ィブとな

る。

4 )ビ y ト;!ilJ静pモード :こ のいけは強HiIJ(I'.Jに、、Lη状態になる。

Bo-B7 ポー トBノ〈ス(双Jjli可↑'1:、 トライ・ステー卜)

B STB 

この 8ビソ卜・パスはデー夕、ステー タス、 制御，1H-などの↑!?宇1<をPIOの ポート BとJ.司辺装間IUJで転j孟す るため に

IH いられる 。 ポー ト B のデータ・ パスは、ダーリントン・トランジスタを .I~[HiJ} できるよう 、1. 5V 、 [ '1 たり 1.5mA の

n'I}J tiUJを もっている。

B o はノ〈スの ll~ 1、.{¥'(ビットである。

]jF，-J.i旦装f買が tjAえるポー トBス トロープ ・パルス (人 }J、ア クティブ、、上旬)

このいりーの}c..!¥昧は、1¥ STBとli司織であるが、;7¥の}，J，r:が 叫な る。 ポー トAの以 )jliJjモート‘では、1，';-J辺長:院か らポ

ー トAの 人}Jレジスタ へのデータ のスト ロープ(移 し込み)をこ の B STBでfi.うっ (ポート Aのi'I'l)Jレジスタ l勺存

の，'1'1) )ス トロ ープは A STBを使川する 0)
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B RDY レジスタ Bレテ'ィ (出}J、アクティフ."H") 

この信号の意味は、A RDYと同様であるが、次の.';?，が異なる。 ポー トAの双方向モー ドでは、ポー トAの人)]

レジスタが空となり、データ の受け入れj焦備ができたとき、この B RDYがア クテ ィブと なる。 (ポー トAの!I'，)Jレ

ジスタ 内零の出力準備'元 fの指示は A RDYによる。)

19 15 
A。00 

20 14 
A， 0， 

13 
A， 02 

40 12 
A3 03 

データパス 39 10 
A. 

入出力
D‘ 

38 9 
05 A5 

3 8 
06 A6 

07 
2 7 

A7 

6 18 

B/A SEし
一AーーーSー一T一ーBーー ノ、./ ，〆ド‘Fノーナーーイ〆7 5 16 

C/O SEL 

PIO 

CME1-一一-一-二333一L765一F一，・~ F一一1ニ223ム89 D ー__Bo制御線 Z -80A PIO 
B， 

IORQ B ~ 

RO B3 iポー卜 B
B. 

入出力

INT .... ←ー2222ー4235ーー一~→ ~一一3一43 一1一桐~ B5 割り込み
侍Ij御線 IEI B6 

IEO B7 

φ 

一B一一S一T一B ハン ドシェーク

26 
+5V 

GNO 

図3-1 Z-80A PIO端子配置図



4.プログラミング

4.1 リセット

Z-80A PIO は、電源投入 ll.~\内動的にリセ 、ソ卜状態に入る。リセット状態では次のような機能をも っ ている 。

1) 1両ポートのマスク・レジスタがリセットされ、全データ・ビットが禁止(インヒビ 、y ト)となる。
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2 )ポートのデータ・パス線は日インピーダンス状態になり、ハンドシェークのレテボィ 信号は非アクティブドLケ)となる。動作

モードは円動的にモード 1にi設定される。

3 )ベクトル・アドレス・レジスタはリセ ッ トされない。

4) 1山iポートの害IJI).iムみイネーブル・フリップ・フロップが 11セッ卜される。

5) 1山jポートのtf1.))レジスタもリセ ッ トされる。

電源投入llS'の自動 1)セットに加え、 PIOのリセットは、 RDあるいは IORQイ言号 を非アクティブにして 2クロックの Mlをワーえて

もfi-える。

Ml期間に RDか IORQかが検出:きれなければ、 PIOは Mlイ言サが非アクティブにな った直後 1)セソト状態になる。

このリセットの門的は、電源を切ってリセットするという子11闘を省き、簡単ーな外部ゲートのみで リセ ットを行うことができるよ

うにするためであり、 40ピンのノfッケージに4又める 1--での処置である。

-J支PIOが内部 1)セ ッ ト状 態に入ると、 CPUから制御訴を受けるまでそのままリセ ッ ト状態を保持する 。

4.2 割り込みベクトルのローディング

PIO は、モード 2 の剖り-;~み応?干のとき、 Z - 80A CPU側に情報を返して、 CPUがこれを処瑚・操作できるように設計されて

いる。

このモードでは、害Jj1)込みを要;Jとしてい るデバイスから剖り込みベクトル香子供給することになるが、このベクトルは CPU内で そ

のテ‘パイスの吉IJリ込みサービス・ルーチンのアドレスを形成するのに使!日される。

このベクトルは、そのf時点で、最i'::jf，，!:の俊光!順位をも って いるテノfイス (PIOなど)から古Jjリ込みアクノリ ッジ ・サイクル則問"，

に、 Z-80Aデータ・バストーに乗せられる。 (CPUの吉1]1) 込みサービスの詳細については、i;f~ 1部 Z-80ACPUテクニカル・マニ

ュアルを参照されたい。)

PIOがtI'，す害IJリjムみベクトルは次のようなフォー7 ットで、CPUから tP，力命令によ って制御訴を書き山し、希捜する PIOにロ

ードしてお く。この場介のポート・アドレスはAまたはBポートの:lJIJra!l訂十に刈!必するアドレスである。

D7 D6 Ds D.， D3 O2 01 00 

V7 V6 V4 V3 V2 v l<~，，，，J，，… ) .i!-， h べ
をJ行二とする υ

ベクトルの苫き込みにおいては Doは、フラグ ・ビ y 卜としてイ史汁jされ、こ の ビ ソトが Oである場合の V1から V7までが、 PIO1付

のベクトル ・レ ジスタにロートされる。

害Jjり込みアクノリソジ共nWIに害IJ1)込みをかけたポー トのベク トルが、 Z--80Aデータ・パス 1--に、 lーのようなフォーマットで王見わ

れる。

4_3 動作モー ドの選択

PIOのボート Aは次のような 4柿の異なったモードで使JHできる。

モード o(川)Jモード)
モード 1 (入力モード)

モード 2 (以}jlfl]モード)

モード 3 (ビ ソ卜制御モード)

t:k'r:はi大のような|均j主で'見えるとよい。

O=OUT， 1 = 1 N， 2 =BI-DIRECTIONAL 

UI'，)J} (ヘ )J} (杖 )jII，J}
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ポート Bはモード 2を除いたモード O、1、 3で動作司能である。動作モードの指定は P10に次のようなフォーマットの市IJ御語

を書き込んで行 う。

D7 D6 Ds D. D3 D2 Dl Do 

Ml MO X X 1 1 X =1'史川 しないビ ソ卜
<0， 1いずれでもよ L、)

モー ド話 このデ-)7・7 ォ マ ソトのと き

モー ドJ行主がjjわれる η

ビ ッ トD7、D6によ り、以下のようにモードを指定できる。

D7 D6 モード

。 。 o UI'.力)
。 1 (入力)

。 2 (双方向)

1 1 3 (出iJf卸)

ビ ッ トDs、D‘は無視される。 (0、 1いずれでもよい。)

ピ ッ トD3-DO によ り重力作モードをf旨定し、 1111に設定しておかねばならない。

モード Oを指定した場合、ポート の出)Jレジスタ内のデータが対応す るポートのデータ ・パスー".に乗せられる。 この11'.力レジス

タの内容は出力命令を用いて新しいデータにいつでも簡単ーに古:き換えられるし、また、あるH寺山での出力レジスタの内容を入力命

令を用いて CPU側へ呼び戻す(1"'.力 レジスタの内存は変化しなし、)こともできる。

モード Oでは、 CPUか ら出力レジスタに対してデータの書き込みがあ った場介、そのポートのハンドシェーク線であるレディ信

号はアクティブドH")となり、周辺装置にデータの伝送が可能であるという指一ぷを ，"'.す。 このイオひは同j旦装置か ら受信 した という

ストロープ信号が返されるまで、ホH砂レベルのままである。 その返されたストロ ープの江ちトーが りエ ッジで、 もし苦IJり込みが発生

するようにプログラムされているならば、割り込みが発Tし、 レディ線は非アクティブ ("L") となる。 この簡単なノ、ンドシェー ク

方式は多くの周辺装置によく使用されているものとbiJじ方式 である。

モー ド1をf旨定した場合、ポートは人)Jモー ドとなる。 ハンドシェーク 創作を始めるためには、まずそのポー トに対して読み11'.

しを行うだけでよい(ダミ ー・ リード) 。 こ の動f~ ; に よ っ て レ ディ線がアクティブとなり、つ司 j!l装置へ 人 )J レ ジスタが雫にな っ た

のでデータを ロードせよ H という 指示が出 される。次 に問辺装置はストロープ{六日-に同期 してデータを送出する が、PIOは このス

トロープ信号がアクティブになることによ って内部人)Jレジスタにデー タを取り込む。この返されたス トロープの ひ:ち 卜.が りエ ッジ

で可能であれば割り込みが発午し、レデ ィ信 号‘が非アクテ ィブ状態に落されるドL"となる)。データがオーバラン状態にならない

ようにj主意が行き届いていれば、 レディ信号の状態にかかわらず、ストロ ープをかけてデー タを入力レ ジスタへロード してもよ し、。

モード 2の双方向データ転送はすべてのハン ドシェー ク線 (A、B芥 2本)を使!日して行う 。 したがって、モード 2では、ポート

Aだけを データの入出力問 として使用 し、ハン ドシェ ー ク線はポート Aの 24-，を11'，力制御用とし、ポート Bの 2本を入力制御用と

して使用する。A RDY、B RDYは両方とも、同時にア クティブとなる。 モード Oとモード 2における出力時の動作の追いは、こ

のモ ー ド2では双方向にデータ転送を行う のを 可能にす るため A STBがアクティブにな ったときにだけボー トAの出力レジスタ

上のデータがポート Aのデータ ・パス上に乗せられる 、 という点のみである。

モー ド3の動作はステー タスを調べるためと制御!日 として応用するためのも のであり、この場合ノ、ン ドシェ ー ク信りーは使用 しな

い。モ ード 3 を選択する と次にポート・ アドレスに書き込む制 í~PM~ によ っ て、ポー ト のデータ・ パス線のどれを 人力用 と し、どれ

を出力用とするかをf旨定する必要がある。 あるビソ 卜を1に設定すれば、そのビ ソ卜に対!必するデータ ・パス端子は入力用 となり、

Oに設定したビ ッ トに対応するデータ・パス端子はn'，力用となる。

D7 D6 Ds D. D3 D2 DI D。

1/07 I I106 I I10s I I10. I I10a I 1/02 I I/OI I I10。

モード 3の動作時、ストロープ信号は無視され、レ デ ィ線はホL"レベルに保持される。 ポー トとCPU聞のデータのやりと りは

動作中任意の時点で行える。ポート を読む場合、 CPUに入るデー タは人)Jとして指定されたポー トのデータ・ パス線からのデー タ

と出力として十旨定されたポート のデー タ ・パスからのデー タが$.:な リ介っている。
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4.4 割り込み制御語の設定

各ポート への割り込みmlJ御語の設定は次のようなフォーマ ッ トで行う 。

07 06 05 O. 03 O2 01 00 

モード 3のんでf七)11 '，'，'11リ込み市Ilil'II，l:fを-ttγょする リ

ビ ッ ト07ニ 1のとき、対!必するポートの害IJり込みイネーブル・フリ ップ ・フロ ソプがセッ トされ、ポートから の訓 1)込み要求が

nT能となる。07= 0のとき、イネーブル ・フラグはリセ ッ トされ、苦IJり込みを発性できない。 イネ ーブル・フラグがセットされて

いて、害IJり込みが保問状態ならば、 CPUの杏IJリ込み史ボ信りーである INT仰は いL" レベルのままである。 ビッ ト06、05、O.はモ

ード 3でのみ使JI-Jされる。割り込みHilJ柾11μ』のビ ットO.がセ ッ卜されると、ど のモードで動作している場介でも、米処珂lの剖リ jムみ

はすべてリセットされる。 モード 3で、人出 }J線i作のどれかがある指定状態にな ったとき、吉IJリ込み重1)f1:を'主1Jーできる ようにする

ための条件設定にこの 3ビソトを汁い、る。 ビッ ト06でモード 3のデータ ー武条f午を ANOで探るか、 ORではるかを主め、 06= 1 

ならば ANO、D6= 0ならば ORとなる。 たとえば、 ANOの場介、入})線のJ行主ビ ッ トがすべてアクティブのとき にのみ、書1]り込

み発生の条件となり、 ORの場合、指定ビ ッ トのいずれかがアクテ ィブな らば、訓リ jムみ発生の条ft-となる。

ビット 05は入)J線 の アクテ ィブ状態の帳性規'ょするためのものである。D5= 1ならば、人)J協 がやH" レベルのときアクティブ

とみなし、 05 二 Oならば、人)J線 がボL" レベルのときアクティブとみなす。

ビ ッ トD.= 1のとき、 "i]--ポート に次に書き込まれた(おIJj:Fp川はマスクと解釈される。

D7 Dti D5 D.. DJ D. DI Dυ 

MB7 I MB6 I MB5 1MB.. I MB3 1MB. 1MB， I MB。

このマスクでビ y トOの筒)i庁の人)J結!のみを調べ、 t没主条f'1・と ;えすれば'，;IIJ1)込みを先'!-:させる条flとなる。
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5. タイミング

5.1 出力モード(モード 0)

閃 5-1にモード Oの動作のタイミングを示す。出力サイクルはつねに CPUの出力命令の実行でスター卜する。

CPUから入出力への書き込み動作時に PIO内で WR・パルスが発生し (これは外部には山 なL、)、この信号によって CPUテーータ

・パス上のデータを指定されたポート (AかB) のlI'r力レ ジスタにとり込む。

WR* rl:ルスが立ち上が っ たあとの最初の φ の-'''~ち 一 下がりエ ッ ジで、周辺装置へのデータ供給が可能であるという 指ポを出すため

に、 レデ ィ ・フラグがセットされる。たいていのシ ステムではこ の レディ信リー を!日辺装置内のデー タ ・ラソチ信サとして使刑する

ととができる。 (WR・はiヌl参照)

レデ ィ信号は次のし、ずれかの状態になるまでアクティブのままである。

(1) 周辺装置がデー タを受けと ったときに返してくるスト ロープ信りの立ち tがりエッジで非アクティブとなる。

(2) すでにアクテ ィブであって、さらに続いてポートの/1'.力レ ジスタに、データを書き込む場合、 IORQの立ちドがりエ ッジの 3/2

φ後にレディ 信けを強制的に非アクティブドLη) にする。次にIORQの立ち 1-.がりエッジのあとの最初の φの ，'rち下がリ エ ッジ
で、やH" レベルに反る。

この ことか らもわかるように、ポートのデータが変化すればレ ディ信りは必ず いL々レベルとなるようになっている。 レディ信号

は、クロック φの¥[_ちートーが りエ ッジ までは、非アクテ ィブにならない。 クロックが ，'rちドがるまでレディ信りの立ちドがりを遅ら
せた理由は これによって非常に簡単にストロ ープ ・パルスを作ることができ るようになるからである。

レデ ィ線と ストロープ線とを庶接結べば、他のi叶路を使用しな くても 1クロック其JJ聞のストロ ープを作ることができる。IFFが

セ ッ トされていて、かつ害IJり込みを要:;JとしているデバイスがそのnW:J.';':で品i白状の優先Ii問状をも っていれば、ス トロープ ・パルスの

立ち 卜.が りエ ッジで自動的に INTが発生する。

もし、 PIOがリセ ット 状態になければ、モード Oを指定する円ijにn'，))レジスタに情報をロードすると、モード Oを指定したとき
に、すでにロー ドし ている 山力 レジスタの情報がそのポート の!t'，7)線から 11'，力 する。

5.2 入力モード(モード 1) 

φ 

WR" 

ポー ト出力

(8ビッ ト)

READY 

STROBE 

INT 

WR'=RD・CE. C/D・IORO

図5-1 モード o(出力)のタ イミング

図 5-2に人力サイ クルのタイミングを示す。

CPUがデータの読み込みを完了したのち、 同辺装置はス トロープ線を使用してこのサイクルを始める。このス トロープ信号がいLη

レベルになることにより、ポートの入))レジスタへデー タをロードし、条件が満たされていれば、 ストロ ープ信-Uーの立ち 1-.がりエ

ッジで害IJり込み要求線 (INT) がアクティブとなる。 人)Jレジスタが11日j停 になれば、クロック (φ) の次の立ち ドがりエッジで、

レディをリセ ッ ト(非アクテ ィブ)し、 CPUがデー タを読み込んでしまうまで、次のデータのロ ード を祭止する。

そこで CPUは割り込みサービス ・ルーチンに人り、そのルー チ ンで割 り込みをかけたポートからのデータを読み込む。読み込み

終了後、 CPUの RD信 サによる RD・(図 5-2参照)の立ち上がり エッジのあとの ②の立ち ドが りのときにレディが.，.，~ち 上がり、

次の新しいデータを PIOへ ロー ドしでもよい状態 になる。

すでにリード待ち状態(アクティブ)であ って、データがPIOポー 卜から CPUに読み込まれている問、 IORQの立ち ドがり エ ッ

ジのあとの 3/2φ 後にレディ は強制的にホL" レベルに部ちる。

ユーザはレディが明H"のときにのみ PIOにデータを送 り込む ようにすれば、 CPUが PIOからデータを読み出す期間はレディが

ホL" レベルとなっているので、言売み出 し途"，でPIOの入力レ ジスタの|付存が変ってしまうことはない。

レディは、すでに述べたように、 IORQの立ち.Lがりエ ッジのあとで十ヰぴ水H"レベルになる。
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φ 

STROBE 

REAOY 

INT 

RO' 

RO' = RO・CE• C/O・IORO

図5-2 モード 1(入力)のタイミング

5.3 双方向モード(モード 2) 

このモードはたんにモード Oとモード 1の紺み合わせであ り、 4*のハン ドシェーク線をすべて使用す る")j式 である。

このモードでは 4本のハンドシェーク線が必要なので、データ転送にはポート Bは使刑せずポー卜 Aのみを使!日する。 このとき、

ポート Bはビ ット 制御モードにセッ トしておく 必要がある。 ボート Bをモード 3にした場合の割り込みと、ポー トAをモード 2で

動作させかっその人力伝送'11に生じる害Ijり込みのベクトルは同じものになる。 これら 2つのモードのベクトルの混同はポー トBを

制御モ ード (モ ー ド3)で動作させ、かつマスク レジスタの全ビッ トをイ ンヒビッ トす ることによって!日l避できる。

φ 

WR* 

A ROY 

A STB 

ポート A

データ・パス

INT 

B STB 

B ROY 

WR* = RO・CE. C/D ・IORQ

図5-3 モード 2 (双方向)のタイミング、ポート A

双方向モードでのタイミングをl刈5-3にぷす。 これはほとんどモード O、モード 1で述べたのと いl様であり、ポート Aのノ、ン

ドシェーク線を11'1)J制御用に使川 し、 ポー トBの結1を人力:tJIJin'P用 として動作させると考えればよ¥.¥ 0 その場合の 2つのモー ドの異

なる 点 は、モード 2ではAストローブがいL" レベル (A STBがアクティブ)にな ったときにのみ、デー タがパス上に乗せ られる

ことである。

このストロープの ，'r_ち一1--がリエ ソジのあとしばらくデー タは安定しているので、 この立ち |二が りエ ッジを!日辺装置へのラッチ信

号ーとしてf史肘することカfできる。

モード 2 の人 )J~制 íí: はモード 1 のそれと Iri] じである 。

ポート A、 ボート Bともに吉Ij1) 込み駅到で杖}j向転込が行えるようにするためには、それぞれが割り込み機能をもつようにして

おく 必要がある。

A STBがアクテ ィブのときには、 周辺装置から ポート・データ・パス 1--ヘデー タを乗せてはならなLυ ちなみに周辺装置から

のデータを B STB でゲートしておけば、パス.Itl~ 重)}の競合状態は中じない 。 PIO はこのデータを B STBのホLゲレベルで取 り込

むようになっている。

PJO は、このモードでデータ の lfえ り込みを行 う際に、 lr~ 1)込みに必要なホール利時間が容であってもよいように設計されている

ので、十Jιのような筒 iいなゲート }jよでよい。 すなわち 卜J主のスト ロープ (B STB) の立ち 1--がり エ ッジのl白;後で、パスからの

データは1['υ)jムみ祭 11-. (ディセーブル) となる。
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5.4 ビット制御モード(モード 3) 

ピ ッ ト制御モードでは、ハンドシェーク信号は使用しないので、作君、の時点で正規のポートの書き込み、読み出しが行える。

書き込み時、データはモ ード Oと同じタイミングで出力レジスタにラ ッチされる。 もしポート Aがモー ド3で動作中には、 A RDY 

はホL" レベルに固定される。 ポート Aをモー ド2で使用していなければ、ポー トBがモード 3で動作する場合はいつも B RDY 

は や L " レベルに I~定される 。 この場合、 B RDYの状態は何によ っても変化しない。

PIOからの読み出しで、 CPUへ返るデータは、 n'l力として指定しているポート・データ線か らの <m力レジスタの)データと入
力として指定している同じポートのデー タ線からの(人力レジスタの)データとの合成にな っている。入力レジスタの内存は RD

がドがる直前にポート・データ ・パス 卜にあ ったデー タに等しし、。 (凶 5-4参照)

T， T. Tw' T3 
φ 

ポー ト
テ'ータ・ノてス

INT 

IORQ 

RO 

00-0，データ入力}

タイミン グ似lはピソ ト市IJ1111モー ドの Y 
読み11'，しの場合をぶ して t、る。 L データ語1がパス上に乗る。

図5-4 ビッ 卜制御モードのタイミング

ポー トからの害1]1)込みが受け付け可能で、ポー ト・データ線ートの入力データが 8ビ y 卜・マスクと 2ビットのマスク制御レジス

タで指定される条件に一致すれば(論理式が等しくなる)、割り込みが先生し、条件のー致状態に変化がなければ、新しく割り込み

が発生することはない。

モード 3の割り込みは、このモードでの論理泌算がホ偽かから明兵"に変ったときにのみ、発生する。 たとえば、モード 3での

論理式がやOR砂機能であれば、マ スクきれないポート・データ線の少なくともいずれかひとつがアクティブになれば割り込み要求

カリ1'1る。

次に先の状態に続いて他 のマスクきれないデータ線がアクティブにな っても、モード 3の論理演算の結呆に変化 はないので、新

たに害IJり込み要求が出ることはない。

論理演算の結果がMlサイ クルのl白:前かその期間中に や真。になれば、書1]り込み安:求は Mlの立ち 1--がりエ ッジで発生する。
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6.割り込みサービス

PIO から苦IJ り込み ~;1とを受け取ったあと、 CPU は割り込みアクノリッジを送出する。(このアクノリッジ信号として M l と IORQ

カ汁i:iln寺に11'，る。)

この期間において、 PIOI )'J の割り込み論即'， ll~路は別り込み要求を出している最も優先順位の高いポートを決定する 。 (これは単に

IEIがのH" レベルで IEOがやL"レベルのデバイスを;J;':めることで千1とめられる。)

デージー・チェーンのイネーブル線の状態を舵実にするため、 Mlがアクティブになったとき、各デバイスの割り込み要求状態の

変記は.i'rされない。
書Ijり 込みアクノリッジの期間に、訓り込みをよ1~ している品も優先順位の高 L 、デバイスが CPU デー タ・パス仁にその割り込みベク

トルを乗せる。

図 6-1に害IJり込み史ぷに関係した タイミ ングを示す。MI-JtJl問では、析しい吉1]リ込み弘tボを発生させることができない。 これは

4 f閉までの PIOからの剖 1)込みイネーブルイJ57・を受けるに卜分な11'.干問をとる必要があるからである。

INTAの期間で、 IEIがいHケ レベル、IEOがやL" レベルである PIOがそ のポー 卜の 8ビ ッ トの削 り込みベクトルをデー タ・パ

ス 1'，にj:s.り込むことに なる。
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IORO 

M1 
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IEI 

図6--1 害IJり込みアクノ リッジのタイ ミング

PIOか らの吉1]リ j込み要;Jとが、交け付けられると、安;Jとを If'， したポートがやサービスかを受ける。IEIが勺Hワ レベルであれば、こ

のポートのIEOはRETI命令を'瓦行する と前L"レベルから、、H"レベルに変化する。

訓 1)込み要;j;，:が受け付けられて いない PIOはOPコー iごいED"(入，'H力命令などのOPコード)を解説後、次の Mlの 1サイ クル

Inj I EO を強制 (I ~Jに、、Hワレベルにする。

この副作により、この 2バイ卜の RETI命令を選ばれた PIOポートだけが解説する ことができ るようにしている。(凶 6-2参照)

T， T， T3 T. T， T2 T3 T. T， 

φ 

M1 

RO 

00-0， 40 

IEI 
一一一一一一一一J

IEO 

図6-2 割り込みサイクルからの復帰

4つのポートをデージー・チェーンでは-14;しであるI易介のネスト村4造の害|い)j主みシーケンスの{ダIjを凶 6-3に示す。

まず、ポート 2A が~ポを ，'1'， し山l リ Jムみが'乏け付けられるが、このポートがサービスされている途 '1' で、優-先順位の高 L 、ポート

lBが要ょ!とを ，'1'，すと 、これか交け付けられ、ポート 2Aのサービスはi弘前される。

優先11凶伎の I'，'.';l、ポート 1Bに付寸るサービ ス ・ルーチンが 'J'e.(し、 RETI命令を実行 して、そのルーチンの終 (をポー ト2Aに

7:11 らせる。i大に優先IIlu1 ，'):の1).1七、 ポート 2Aのサービス・ルーチ ンをJ呼|刑する。



144 

lä ì~7j の f~ 先 ) 1凶{立のボート

ポー ト1A ポート 1B 

1 割り込み先生前のデー ジー・ チェーンの状態

2. ポー ト2Aが宮IJり込みを要求し、受け付け られる。

サービ ス交巾

3. ポート 1Bが書IJリ込みを発'1:し、 2Aのサービ スを保倍する。

サー ビス 完

ポー ト2A

サービス受小

サー ビス小断

サー ビス対乙

4. ポート 1Bのサー ビス を完了し、いRETI" を実行する。 ポー ト2Aのサービ スを 再開する。

サー ビスJt

5. ポー 卜2Aのサービス完 f後 2詐け の "RETI"を実行する。

図6-3 デージー・チェーンでの割り込みサービス

ポー ト2B 
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7.応用例

7.1 割り込みデージー ・チェーンの拡張

主1]り jるみの優先) 1出伏を付け るためのデー ジー・チェーンには、 Z - 80APIO を外部凶路を付加しないで品人~4 i同まで接続できる。

この数の制限は、制リ込みイネーブル信号 (lEO)が各PIOを伝播していくときの遅延IIS:聞によるもので、この遅れは剖リ込み

アクノリ ソジ ・サ イクルにおける Mlの立ち ドがりエ ッジ とIORQの ¥'(ち下がりまでのIMJの時間からはみ出 してはいけない。

主1]り込みイネーブルの状態を Ml期間では変化 させることができない。これにより CPUに戻る PIOからのベクトル・アドレスは、

剖 1)込みを要求した最高伐の優先)1国11":をもっデバイスからのものであると保r，i1:できる。

PIOを41間以上持続する必裂がある場介は、凶 7-1にノj三すようなやルソク ・アへ yドか構成にするとよい。この方法で標準TTL

をf夏用 して30イ|割以u..の PIOを+ieがtできる。

図7-1 デージー・チェーンの拡張方法

7.2 入出力インターフェース

Z-80A PIOを入出)Jターミナル・デバイスと結合して、悶 7-2に心すような 8ビ ッ ト技ダIJの双方向データ ・パスを介してデ

ータの送叉・を行う 場合、 ポー トAに次のよ うな制御訴を込って、 PIOをモー ド2 (双方向モード)に設定すればよい。

D7 D6 Ds D4 D3 D2 D， Do 

日 。X X 1 

lぺ
モード制御

ポー ト・データ ・パス

図7-2 入出力イ ンタ ーフェ ースの例
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次に、 i血7ltな害IJり込みベクトルをロードする。 (害IJり込みの操門:につ いては、 八.1 Z-80A CPUテクニカルデータ を参照のこ

と。)

07 06 05 O. 03 O2 01 00 

Mlが害IJり込みアクノ リッジ ・サイ クル時のも のでなければ、割り込みモ ー ド語をセ y 卜したあとの最初の Mlの立ちトーがりエ ッ

ジで害IJり込みがイネ ーブル(受け付け可能)となる。

害IJり込みモ ー ド訴の後にマスク耐が続いて送 られたときは、マスクがセ ットされたあとの品初の Mlの立ち上がリエ yジで割り込

みはイネ ーブルとなる。

こうして、周辺装置と CPU との問でデー タ の転送が nJ能 となる 。 こ の転送時の タイミングは第 5 ~:で、 iliべ たことと 同様で・ ある 。

7.3 制御用インターフェース

ビ ッ ト制御モードでの例を図 7-3に示す。

工業プロセ スでのモニタを考えてみる。異常勤作状態の発生を Z-80ACPUを基本とした制御システムに伝達する場合、次のよ

うにフォーマ ソ卜のプロセス制御語およびステー タス誌を設定 しておく とする。

Z-80A 
CPU 

07 

V7 

D6 

V6 

D5 O. 03 O2 

V5 V.， V3 V2 

ポート Aパス

図アー3 制御モードの応用

D1 

V1 

4寺F朱テスト

電源ON

00 

。

電源異常アラーム

停止

温度アラーム

ヒータ ON

圧力系

圧力アラーム

PIOを次のように使用する。 ポー トAに次のような制静11品 を書き込んでモー ド3に設定する。

07 06 05 O. 03 O2 01 00 

1 1 X X 1 1 1 

工業用

フロセス
制御

システム
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モー ド3を指定 した場合、 その次 の制御語は人n'，)J 選択，Hfでなければならないので、 たとえば、 ポー ト・ データ線 As、A3、A。
を人力 とす る場介には次のような訴 をこ占き込む。

D7 D6 Ds D. D3 Dz Dl D。

。 。 1 。 。 。

次に必要な害IJリ込みベク トルを ロー ドしてお く。

D7 D6 Ds D. D3 Dz D1 Do 

V7 V6 V5 V.j V3 V2 V1 。

書IJり込み制御語を続いてポー卜 に転送する。

D7 D6 Ds D. D3 D2 D， Do 

。 1 。 1 1 1 

'，'IIJ')，;ふん OR アクティブ 7 ス7
イネーブル 命J1J!. 、、H" '，I;IJリ込 .みH川(.Fp

害IJリjるみモード を指定 したのち、次に書き 込むマスク訴を以ドのように設定する。

D7 D6 Ds Dも D3 D2 D， Do 

1 1 。 1 。 1 。
、』一一一一一ーーー一ー「一ー』一一一一一一ー~ 、ー一ー- -一一一一一一一一ーー戸'

| モニタ協の指，ι

以上の準備で、As、Aョ、Ao~ 、 ずれかの線の検n-'，(.:fからのれザがいH " レ ベル にな れば、 常IJ 1)込み要求が発午する。

マスク計十によ り入力、 11-'.)Jのどのような主11み介わせに付 しでも書IJリ込みを先ノ1:させ る条件を選択、 指定できる。 たとえば、 1'，;主

のマスク訴が次 のようであ れば、

D7 Dfi Ds D. D3 D" Dl Do 

。 。 。 1 1 。

剖 1) 込 み ~ )Jとは ，'1'，力レ ジスタの ビ ッ ト A7 (特殊テスト )を セットし た ときにも 免干することになる。

ポートのf旨定方ilυこついては、 たとえば次のようにするとよい。

EOH= ポー卜 A デー タ

E111=ポー トB データ

E2H =ポート A 市l]fitPtlJ

E3H= ポー卜 B 制'rJ/l川

( H は Ij íj に 円 か れた紋が 16.;生衣呪であることを '/J ~ す。 )

ポー ト書 けをこの ようにJ行乏しておくと、アドレス・パスの Aoをポー トB/Aの選択111、アドレス ・ノ、スの AlをC/D (制静/l信号

/データ ) のi茎択肘 として使!日することができ、 f更利である。

チッフ。追討尺 (CE) には、 Azから A7までの CPUのア ドレス ・ビ ソ卜をデコードすればよいカヘこの士持イヤ、A7-Azが11000にな

tLばチソフ ，1韮J尺さ hる。

周辺装間が少ない場介には、 CEとして特別 にデコ ー ドする 必 要はな く、必要に!必 じてんから A7の通、"，なビットを JI'(持使 JHする

こともできることにj七立さ hたLυ
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8. プログラミングのまとめ

8.1 割り込みベクトルのロード

V7 V6 Vs V4 V3 V2 V1 。

8.2 モードの設定

Ml MO X X 1 1 

Ml MO モート

。 。 ，'1'， )J (0) 

。 1 人 )J (1) 

。 t"J..}jII'1 (2) 

1 1 ビ ゾ卜市IJi，ljJ (3) 

モード 3を指定した場合、次に書き込むデータ により入出力レ ジス タを設定する。

i[/0， I [/0， I [/0， I [/0. I内 II/02 I I/Ol I 110 

I/O = 1ならl工、入力ビ ッ トとなる。

I10 = 0ならば、出)Jピッ トとなる。

8.3 割り込み制御語の設定

モード 3でのみれた川

マ スク指定 (Maskfollows)がやH"レベルならば、次に PIOに書き込むデータはマスクとなる。

|MB， 1 MB， 1 MB， 1 MB• 1 MB， 1 MB， 1 MB， 1 MB， I 

MB= 0ならは¥ モニタ ・ビ ソトとなる。

MB=lならば、 -wモニタ ・ビ ソトとなる。

また、ポートの割り込みイネ ーブル ・フ リップ ・フロ ップ (lFF) を次のような コマ ン ドを使用して、吉IJり込み制御語の他の部

分を変えずにセ ッ トまたはリセ ッ トすることもできる。

h出 x X X 。 。 1 



A.3 MZ-2200の仕様

1. MZ-2200-般仕様

CPU SHARP LH0080A (Z80A-CPU) 

クロック 4MHz 

メモリ
ROM 2Kノ〈イ 卜

(IPL:イニシャル ・フログラム・ローダ)

ROM 2Kノ〈イト

(キャラクタ・ジェネ レータ)

RAM 64Kノミイト

(ダイナミックRAM)
RAM 48Kノ、イ 卜(グラフィックJllV-RAM)

~11，f r (DIN) 
CRT i' I ~ ，1，'， ) IJ 8P 

ディスプレイ カラー川 8P 

コントロ-Jレ キ ャラクタ去ノJ ~

機 自E 8X8ドット7 ドリ yクス

1) 1，000キャラクタ

(40キャラクタx25 i j) 
2) 2，000キャラクタ

(80キャラクタX25ij.)

1 )、2) ソフトで切り伴え

グラフィックぷ小;

1) 320 X 200 ドソ 卜(れ~;{!1<<BASI C) 

2) 640 X 200 ド ッ ト(籾~i千二BASIC)

3)カラーコ ン トロール (COLORBASIC) 

べージ 1、2、3およびキャラクタとのiH介

K〆J'カ'I/fim
1) _ 2) ソフ トで切り行え

2. CPUボード部仕様

CPU  SHARP LH0080A(Z80A-CPU) 1 {同

PI 0 SHARP LH0081A (Z80A-PIO) 1{聞

ROM  IPL ROM (2Kノ〈イト) 1{回

キャラクタジェネレータROM(2Kノ〈イト) 1 f匝!

RAM  f票it宅装f柑 64KビットRAM 811占1(64Kノ〈イト)
ビテ'オ RAM 2K 1ft出

CRT 

コントローラ
SHARP LZ90D01 1個

3.カラーグラフィ ックボード部仕棟

SHARP LZ90D03 1 fi.'il 

4. 電源部仕様

[入力 卜C100Vi:: 10%… 

サウンド出力

キー構成

編集機能

時計機能

電 源

iE 度

i量 度

重 量

外形寸法

メモリー

コントローラ

プログラマコウレ

カウンタ

プログラマコカレ

周i互インター

フェイス

その他のIC

品人:250m W (440Hz) 

キー数 92 

ASCII棋)11';、10数十:キー

ファンクションキ一、カーソルコントロールキー

カーソルコ ント ロール 1二、 ド、 プ1:、イ1

ホーム、クリアキー

Ni人、削除キー

|人]J高

AC100V::t10 九 50/60Hz

dí 't'i'，~力約50W

ポ史Jlli副支 OOC-350C 
{祉作品度 15

0

Cー60
0

C

f史Jlli毘!主 80 ~(Jn 卜ー

約 7kg (タil1Ld/0ホート訂正1，11/年約8.5kg)

440mm 

奥行 490mm(拡桜1/0ポー ト取1-1tl寺，562mm) 

，l':Jさ 118mm 

SHARP LZ90D02 

8253 1 f悶

8255 1 イ匝l

18{悶

48Kノ〈イト

2111占|

1f困

l出力n山

149 
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5. データレコーダMZ-IT02仕様(オプション)

データ転送速度 2，000ビット/秒 モータ 12V電子ガパナモーター

システム データ転送方式 SHARP PWM)J式
バイアス

マニュアルおよびソフトウェアによりコントロール
方 式

DC 

消去方式 DC 

電 源 12V土5%(安定化) 1 MZ-2200本体より供給
15V (非安定化) 標準再生点 667μsec 

トランジスタ 2 イ固
使用温度

-lOOC -+ 400C 
使用半導体 1 C 12f凶

範 閤

保存温度
ダイオード 10イ|占l

範 間
-25

0

C -+ 650C 

使用テープ
標準オーディオカセットテープ使用巧

キー構成
データレコーダコントロールキー

C15-C60使用可 EJECT、STOP、FF、REW

テープ定格 4.75cm/sec 外形寸法 幅200mm、奥行145mm、高さ130mm
速度

トラックの
2トラ ックモノラノレ方互に 重 量 来守1.8kg数及び用法

〔注意〕製品定格および仕禄は予告なく変史することがあります。その場合ここに掲げた項Hと異なる場合がありますから注意が必要です。
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A.4 取り扱い上の注意

-電源コードについて

電源コードを机やイスの下に敷いたり、ものにはさんで傷をつけないようご注意ください。 電源コードに傷がついた

まま使則すると危険です。また電源コードを抜くときは必ずプラグを持って抜いてください。

-電源、電圧について

電源電圧はACI00Vでご使用 くださし、。電源電!王か有識iに高かったり、低かったりすると故障の原因になり、十分性

能が発出できない場介があります。このようなときはお買い求めの版売庖あるいはもよリのお符様ご相談窓U、シャ

ープエンジニアリング・サービスステーションにご相談く ださい。

.風通しについて

本機は温度上昇を防ぐため、キャビネッ トに通風干しがあけてあります。風通しの悪い狭い場所に押し込んだり、布を

掛けたり、カーペッ トやフト ンの上に置いたりして、通風孔をふさがないで、ください。

-湿気やほこりについて

本機を混気の多い場所や、ほこり の多い場所に置かないでください。故障の原因になります。

-高温について

本機を雨;射日光の当る場所や暖房器具のような熱器具の近くに置かないでください。キャビネットや内部の部品をい

ためるj点凶になります。

-水や異物について

本機の内部に水や液状のもの、針やピン等金属類が入ったまま使用すると危険です。異物が入らないようご注意くだ

さい。とくに水や液状の災物が入った場合すぐに電源コードのプラグを抜き、ご販売前あるいはもよりのシャープエ

ンジニアリング・サービスステーションにごj主主告くださし、。

.衝撃について

本機は精訟な電子部品でできています。落としたり、物を当てたりして衝撃を与えないでください。故障の原因にな

ります。

-異常のときは

7)-ー故|埠した時ペコ呉市を感じたらイ如刊を斗IJ I-.し、お fi 'v、 ;J~めの版うむ!占あるし、はもよりのシ ャ ープエ ンジニアリング・

サービスステーションにご相談く ださい。

.長期間使用しない場合

長い間ご使用にならない場合は必ず電源コー ドのプラグをコンセントから抜いてください。

-周辺機器の増設

シャープ指定の部品または機誌をご使用ください。指定部品または機器以外の使用ならびに改造は故障の原凶になる

恐れがあります。
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-汚れ

本機の汚れはやわらかい荊iに水または洗剤を合ませて軽くふいてください。ベンジン、シンナーなど衛発性のものは

イ史Nl し ないでくださ~'¥ 0 ケースの変色などの!以凶になリます。

-雑音対策

雑音の多い環境では電源に混入する雑背をラインフィルタ一等で除去してください(ラインフィルターについてはも

よりのサービスステーションでご相談くださし、)。伝号ケーブルと他の機器や電源コー ドとは、できるだけ離して配置

してく fごさい。

-雑音電波

ラジオやテレビなどの近くでご使刷になりますとラジオやテレビに雑背が入ることがあります。なお、テレビなどの

強い舷界を発斗:するものから影響をうけることがありますので、 2-3m以上離れた所でこ‘使則ください。

-電源の「入り」・「切り」

電源スイッチの人り・切りは10秒以上の間隔をあけて操作してください。マイクロコンビュータの動作を確実にする

ため必要で、す。またスイッチの入った状態で、電源フラグを差し込むと、故防の原!大!になります。

-本体上部キャビネットの聞き方

本機の i二部キャビネットを持ち 卜.げfこら支持アームで二|ょ一斉1)キャビネ ットを支えます。ー牛ヰ哉の 1--部キャビネ ットを|井1~、

た状態で、の使則及び保管をしないでください。

.拡張1/0ポート(付属品)について

拡張ーユニットを抜続したままでの輸送、 j延搬はさげてください。故防;や般加の!l;{凶と なリます。

-本体上部キャビネットの放毒事用穴について

本体上白1)キャビネットには放熱「日の穴が設けられています。これらの火をふさぐような物は置かないでください。

-キャビネット上のディスプレイ等の設置について

MZ-2200のキヤビネ -ヅソ 卜 - 卜.にテテデ‘ イスフプ。 レイ 等等;を ri没文 i山iι円ら~:する I斗!áイ介ヤは必ず吊. .:川lA:

ように 1ぷ没胃.してくだだ、さい。

また、拡必I/ O ポー ト のキャビネ ッ ト ー ト.には物を;;(.:かないでください。 故l~'ì~: や{政1"1 1の)~[閃となります。
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